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「大東」の“D"と、「文化」の“B"をモチーフに、
21世紀に飛躍する『翼』を表現した斬新なデザイン

シンボルマーク基本デザイン

伝統ある従来の学園章や筆文字に加え、21世紀にふさわしい
大東文化学園の新しいシンボルマ…クを制定するため、

デザイン案を広く全国から―般公募しました。

DAETO BUNKA
UN「V∈R5日TY

イメージキャラクター

PaRaBun(パラブン)

もい

て高度な人材育成をする場というイメージを、それぞれ表現して

います。キャラクターの愛称は、「PaRaBun(パラブン)」 。

これらは、学生・教職員・父母・卒業生・地域社会など、学園を

構成する関係者すべてに

愛着心を持たせ、新時代に

広く開かれた大東文化学

園を対外的にアピールする

ためのものです。なお、毛筆

によるロゴタイプは、青山杉

雨氏の揮豪によるものです。  口番鶏郷 猫″ご勇一

平成13(2001)年 12月、大東文化学園の新しいシンボルマー

クを決定しました。全国から、225点 (応募者数103名 )の作品

応募が寄せられ、学生をはじめとした学園関係者の投票結果を

参考に、学内で厳正な審査を行いました。

ロゴタイプ、シンボルマークには、新しい大学像を示すとともに、

激動する国際社会の中で果敢に活躍できる力強い独創性と豊

かな人間性を備えた人材に育ってほしいとの願いが込められて

います。また、愛嬌たっぶりのユニークな鳥をモチーフにしたイメ

ージキャラクターは、顔部分の“D"に独創的な情報交流をサポ

ートするパラボラアンテナを、体部分の“B"には都市型大学とし

心は放て天地間、まなこはさらせ世の移り ● 003

21世紀を迎えた今、大東文化学園の新たな伝続の第1ページがはじまります。
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大東ラグビーのパワーと粘りが炸裂、
早明を破り念願の王座奪 に成功
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冷たい北風がグラウンドを吹き抜ける中、
89名の部員が―丸となつたパワーと気追に満ちたプレーに、
スタンドの観客から惜しみない声援とエールが送られました。

第31回 全国大学ラグビー選手権大会の決勝戦が、平成7

(1995)年 1月 6日、東京・国立競技場に3万 4,000人の観客を集

めて行われ、準決勝戦で早稲田大学に快勝した大東支化大ラ

グビー部は、決勝戦においても22対 17で明治大学を破り、6年ぶ

り3度目の優勝を果たしました。

大東ラグビー部は、過去第23回と第25回大会で優勝という栄

冠に輝きました。今大会の決勝戦の相手となった明治大学は、3

年前の決勝戦で惜敗した因縁の宿敵で、ようやくその雪辱を果

たすことができました。

表彰式に臨んだ井沢航主将 (当時経済4年・三洋電機)率い

ヽ い

"

る15人のメンバーに賞状と優勝旗が手渡されると、スタンドで試合

を見守っていた佐藤定幸学長をはじめ鈴木武夫理事長、父母、

卒業生、その他多くの大東ファンから一段と大きな歓声と拍手が

沸き起こっていました。

中本博皓ラグビー部部長は、

「今回の優勝は89人の全部員

の努力の結晶。選手を育ててく

れたご両親やご家族の方々に

心から感謝を述べたい」と、部

員の健闘を讃えました。
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王座奪回に成功した、ノーサイドの瞬間

勝利者だけに贈られる栄誉という名の勲章が、若き89人のラガ…メンの胸に輝いていました。
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伝統ある箱根駅伝に、堂々 の復活宣言、
陸上競技部が総合3位に入賞
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選手の―人ひとりが、この日を僧じて走り続けてきた。
雨の日も風の日も、ただひたすらに、そしてひたむきに。
大東文化大陸上競技部の伝統に新たな―歩を記すために。

新春恒例の通称“箱根駅伝"で知られる東京箱根間往復大

学駅伝競走の第73回大会は、平成9(1997)年 1月 2・ 3日の両日、

往復10区 間(214.7km)で争われ、大東文化大陸上競技部が

11時間23分49秒の成績で、総合3位に入賞しました。

これまで4度の優勝実績を誇る大東文化大陸上競技部は、実

井謙二郎氏 (アトランタ。オリンピック男子マラソン代表選手)が主

将を務めた平成2(1990)年の第66回大会と翌年第67回にお

いて2連覇を達成して以来、上位入賞を果たせずにいました。し

かし、平成8(1996)年 の第72回大会で5位に入賞し、復活の兆

しが見えてきました。

大学旗を持った学生や卒業生、

父母、教職員らが選手を激励する

ため沿道に詰めかけ、また田村房

夫常務理事、小野幸二体育センタ

ー所長、西牧照福父兄会長ら28

名からなる応援団も2日間にわたっ

て声援を送り、選手たちを励まし続

けました。大東文化大の関係者す

べてが心を一つに結集した、歴史

に残る大会の一つとなりました。
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2連覇して優勝のテープを切る濱矢選手
平成3(1991)年 1月 2日

きは1女て,こ

'也

間、まなこはさらせ世の移り =005

風速10mの逆風をものともせず、チームー丸となつて緑のタスキをつなぎました。
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東松山キャンパスでの初の開催となった、
記念すべき80回目の大東祭

東松山キャンパスを会場に開催された大東祭は、
地場と密接な関係を築いていくため、
市民との変涜を深める絶好の機会となりました。

平成14(2002）年11月2日から3日聞にわたって、東訟山キャ

ンパスで第80回大東祭が開催されました。東松山キャンパスは、

昭和40(1965）年に学校用地として固から払い下げられた埼玉

県東松山市岩肢に位置する東京ドーム6.2個分の広大なキャン

パスで、創立60周年記念事業の一環として昭和63(1988）年に

現在の近代的なキャンパスへと一新されました。

これまで大東祭は板梼キャンパスで開催されてきましたが、80

回目という記念すべき節目の年に、初の東松山キャンパスでの開

催という2つのメモリアルが重なりました。

開会セレモニーでは、実行委員長の西岡篤史さん（当時・中

006 ・：・ 大東文化大学創立80周年；~i;

国文3年）が「大東祭は大きな生

き物だ。東松山市をはじめ地域

の人々 、参加団体のみんなで生き

物をつくりあげましょう。そして、来

場される方々 は血。生き物に血を

通わせて“ひがしまつりやま”にし

ましょうJと挨拶しました。学園祭に
は、東松山市民をはじめ近隣住民

の方々 も多数来場し、学生たちは

地域の人々 との交流を深めました。 開会式であいさっする酋肉祭員長



国際化時代の新たな拠点を目指し、
地域も参加しての先駆的なイベント

II"~ ，~型
aカ綴緩

学生の自主企画による初の英踊スピーチ・コンテストは、
近隣から集まった高校生や地域の人々などが来場し、
500人収容可能な踊堂に立ち見ができるほどの盛況ぷりでした。

平成12(2000）年10月26日、東松山校舎六十周年記念講堂 木理恵さん（当時・2年）でした。高校生の部優秀賞は、松岡早枝

において、大東文化大初の英語スピーチ・コンテスト（ESC）が開 子さん（当時・埼玉

催されました。このコンテストは、高校生の部と大学生の部からなり、県立和光国際高校

企画から内外への宣伝活動、さらには会場の設営に至るまで、 1年）。会場からは

国際関係学部の学生が中心となり運営されました。 スピーチ・コンテスト

ジャズ研究会の演奏でコンテストは幕を聞け、片岡弘次国際 のすべての参加者

関係学部長の開会宣言が行われました。応募者75人から予選 に惜しみない拍手

を勝ち抜いてきた大学生の部20人と高校生の部4人が、趣向を が贈られ、大会は成

こらしたパフォーマンスを交えてスピーチを披露しました。 功のうちに幕を閉じ

栄えある最優秀賞を獲得したのは、法律学科から参加した鈴 ました。 司会を担当した、.裕飼さん｛右｝と大絹優加さん｛左｝

心は政て天地muなニはさらせ世の移り ・：・ 007
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平成15(2003）年9月20日をもって大東文化大学は、創立80周

年を迎えることとなりました。

今日、大東文化大学は7学部17学科に加え、大学院の5研究科

を擁する文科系総合大学として、学生数も約l万4,000名とわが国

諸大学の中でも大規模な大学の一角を占めるまでに至っています。

しかし、この80年を振り返ると、その道は決して平坦なものではなく、

時にその存亡の危機に直面したことさえありました。これらの苦難を

乗り越えて今日あるのは、この大学にかかわる人たち、すなわち理事、

教職員、卒業生、父母の情熱と努力の賜物であり、これを受け入れ

てくださった篤志の方々のご支援によるものであります。

大正12(1923）年、第46回議会の決議により設立を見た、極め

て異色な教育機関として大東文化学院が今日の大学の母胎であり、

以来、東洋固有の文化を出発点として、西洋文化を探求、吸収し、

東西文化の融合をはかり、新たな文化の創造を目指すとの建学の

精神は、現在に至るまで脈々として存在し、まさに現代から将来に向

けての時代の要請にも適合した素晴らしいものであり、80周年を迎

えるに当たり、改めて私たちに誇りと勇気を与えてくれるよりどころで

あります。

今日、わが国は、明治維新、敗戦に次ぐ第三の大きな転換期にあ

ると言えます。大学を取り巻く環境も社会、経済の変化に加え、少子

化時代の到来を迎えて生き残りをかけた競争が展関されています。

延長線をたどるだけでは、未来の展望を聞くことが困難な時代です。

こんな時こそ、私たちは校歌に「心は放て天地問、まなこはさらせ世

の移りJとあるように、自らの軸足をしっかりと据えて変化に対応する

必要があります。その上で、最高の教育機関として社会のニーズに

応え役割を果たすべく、それこそ教職員が本気で一体となり、大東

文化大学の将来のため取り組まなければなりません。「未来を見据

えるためには歴史を振り返ることが必要だ」といわれます。この80周

年を期に、先達たちが残した労苦を思い起こして発奮の糧とし、ま

た飛躍へのパネとしようではありませんか。

今、東松山校舎に続き板橋キャンパスの再整備が行われつつあ

ります。完成の暁には、この新しいキャンパスに清新な教育の内容

を盛り込んで、大東文化大学の100周年を迎える日まで皆で頑張り

ましょう。

未
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は
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振
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と
が
必

From 
Tetsuo 
Takeuchi 

大東文化学園理事長

竹内哲夫

010 •！• 大東文化大学創立80周年誌



創立80周年を心から祝いたいと思います。80年の歴史は重く、

ここに至るまでの先輩教職員、卒業生の皆さんのご労苦に深く敬意

を表します。

50周年、70周年に際しては、それぞれ『五十年史J『七十年史J
を刊行しましたが、このたび、は最近10年の記録を中心に編纂した『記

念誌』とすることといたしました。100周年の折には『大東文化大学

100年史Jを刊行することになるで、しようが、それを展望しながら、本

誌の刊行と80周年記念諸事業が、本学のさらなる発展と飛躍のた

めの貴重な契機となるようにしたし、と考えます。

今日、日本の大学はきわめて厳しい競争的環境のもとにおかれ、

ここ数年のうちに「勝ち組」と「負け組」との差がはっきり出てくると

いわれています。その中にあって、本学は、社会に深く信頼される個

性あふれる大学として、この機に大きく前進しなければなりません。

近年、各学部でのカリキュラム改革、環境創造学部、経営学部、

書道学科の開設、全授業科目を対象にした授業評価アンケートの

導入など、大学の改革・改善に取り組んできましたが、なお一層の努

力が必要です。

80周年記念事業を展開するにあたっては、本学建学の精神「東

西文化の融合」とこれまでの実績をふまえ、 「アジア・世界に聞かれ

た新しい都市型大学の創造」というコンセプトのもとに、中国をはじ

めとするアジア、環太平洋、さらには全世界との交流を強化すること

を重視してきました。これは本学が今後も教育・研究において目指

すべき基本方向であります。アジアの一員として広い国際的視野を

そなえた有為の人材を世に送り出す大学として社会の評価をさら

に高めてu、かねばなりません。

また、本学の伝統である「実力重視」の堅実な学風を維持し、こ

れからも学力、気力、体力を兼ね備えた、真に実力を有する人材を

社会に送り出していきたいと考えます。

学友問、学生・教職員聞が親密な大学であるという伝統も引き継

ぎ、今後も生き生きとした「学びの共同体」でありたいと思います。

80周年を祝うさなかに新しい板橋校舎が完成しつつあることも、

私たちに大きな希望を与えてくれます。壮麗な中にも落ち着いた新

キャンパスを舞台に、90周年、100周年に向けて旺盛な教育・研究

活動を展開していきたいものです。

ω周
年
を
機
に
、

1
0
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年
ヘ
向
け
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さ
ら
な
る
発
展
を
。

社
会
に
深
く
信
頼
さ
れ
る

個
性
あ
ふ
れ
る
大
学
と
し
て

From 
Toshiaki 
Sutoh 

大東文化大学学長

須藤敏昭
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心は放て天地間、まなこはさらせ世の移り
大東文化大学創立80周年記念誌 0日次

3 「大東」の“D"と、「文化」の“B"をモチーフに、21世紀に飛躍する『翼』を表現した斬新なデザイン

4 大東ラグビーのパワーと粘りが炸裂、早明を破り念願の王座奪回に成功

5 伝統ある箱根駅伝に、堂々の復活宣言、陸上競技部が総合 3位に入賞

6 東松山キャンパスでの初の開催となつた、記念すべき80回 目の大東祭

7 国際化時代の新たな拠点を目指し、地域も参加しての先駆的なイベント

10 大東文化学園理事長 竹 内 哲 夫 大 東 文 化 大 学 80周 年 を 迎 えて

11 大東文化大学学長 須藤 敏 昭 80周 年 を 機 に 、100周 年 へ 向 け て さ らな る発 展 を

14 大東文化大学校歌

16 第1章黎明から咸熟ヘ
18 創立に至るまで
20 大東文化学院●九段時代【大正12(1923)年 から昭和16(1941)年 】
22  Column l 平沼剛咤―良椰

23 大東文化学院●池袋前期時代【昭和16(1941)年 から昭和21(1946)年】
24  Column 2 ツ已EEイ|夕|

26 大東文化学院●青砥時代【昭和21(1946)年 2月から昭和24(1949)年 10月 】
28 大東文化大学●池袋後期時代【昭和24(1949)年 10月から昭和36(1961)年 8月】
29   C()ltlllll1 3 1青 山杉 雨

30 大東文化大学●板橋。東松山時代【昭和36(1961)年 8月から平成4(1992)年 】
31  Colunin 4′ 」ヽ

'体
J早

ノ
~｀

ヽ
32 第2章新たなる時代ヘ

１
■
膠

34 第1節 粛々と、変革●模索する教育改革の理念

D多様化する社会に適応したカリキュラム改革を実践35

38

38

②さらなる質的向上を目指した、入試改革

0全学的行事としてキャンパス見学会を開催

39 0大学教育と学生による授業評価を考える
40 0自 己点検・評価規程を制定
41 0「彩の国大学コンソーシアム」を結成
41 0セクシュアル・ハラスメント基本規則始動
42 0「大学教育の現状と未来を考える連続講演会」を4回にわたり実施

43 第2節 蒼々と、躍進●学部・大学院の整備拡充

44 1経 営学部に、企業システム学科を開設
45 0経済学部を社会経済学科と現代経済学科に改組
46 1環 境創造学部環境創造学科開設。新人間環境宣言
47 COlumn 5第 1回内外自然保護・リサイクル事情研修の実施

48 41,日本語を世界の一言語・一文化ととらえる日本語学科開設

49 ,漢字文化および仮名文化に立脚する国内初の書道学科スタート
50 6・政治学科に平成6(1994)年大学院政治学専攻を増設

52 フ文学研究科書道学専攻修士課程が開設
52 0高 度な外国語能力を有する人材の育成
53("経 済学部。経営学部の学部教育を土台に大学院教育が一層充実
54 ⑩学部、学科の創立記念を祝うさまざまな行事、祝賀会を開催

56 第3節 森々と、飛翔●全学に広がる国際交流の輪

57 ①学術資料や人の交流による、学術的向上を図る中国との交流
58 ②トンガ王国ツポウ4世国王に名誉博士号贈呈
59 0アメリカ合衆国ウエスト・フロリダ大学など海外の大学との交流協定
61 0同時通訳者育成のために、通訳演習室が完成

62 第4節 清新と、共生●地域に開かれた大学を目指して

012=大 東文化大学創立80周年誌

63 ■書の美学を再発見。全国書道展と書道講座を開催
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63 2アジアの民族と文化を知るために
64 0大東文化大学と板橋区による地域連携。「地域デザインフォーラム」が開始
66 ④エクステンションセンター開設10周年記念シンポジウムを東松山校舎で開催
67 0ビジネス・インターシップを開始
67 C国際関係学部の民族資料室を公開
68 0ピーター ラビット・デー (英文学会/ビアトリクス・ポター・コレクション)

69 第5節 淡々と、学究●幅広い研究活動

70(D総語彙26万語の中国語大辞典が完成
70 t21『 21世紀の民族と国家」(全 11巻)を刊行

71 3大東文化大学創立七十周年記念論集が完成
71 4中村邦生文学部教授が文学界新人賞を受賞
●学部・研究所が主催して国際シンポジウムなどを開催72

74

５

一

５

７

一

７

6書家の上條信山氏が文化功労者に選ばれる

7『松方正義関係文書 (全 181巻、男1巻 )を刊イテ

0上方落語を繁栄に導いた立役者、桂米朝

76特別対談桂米朝×漬久雄人間国宝桂米朝師匠、大いに語る
88 第6節 着々と、発展●キャンパスの整備

0知の殿堂としてさらに充実へ、板橋キャンパスに新校舎

②陸上競技部の新合宿所の愛称は「 ATHLETE―EGG」

92 0平成 11(1999)年 5月、ラグビー部合宿所が竣工
93 0交換留学生が安全で快適に生活できるために
93 =教育研究における情報環境の進展
94 0平成6(1994)年 6月 、菅平セミナーハウスが完成
% 0嬬 恋セミナーハウスに学問 (まなび)の湯

95 第7節 賞賛と、功績●輝く学生の栄光の記録

1充実の司法試験コース、高度な実力を養成

2文学界新人賞の橘川有爾さんが、学長賞も受賞

j権田瞬一さんが、在学中に日展に3回入選

●第 14回スベインギター音楽コンクールで優勝

、5・アトランタ。オリンピックのマラソンとレスリングで、本学OBが健闘

・●金井選手がアジア大会のテコンドーで銅メダル

21学生氷上競技選手権大会で、スケート部女子が総合優勝

E清水選手が、一般参加としては大会史上初の優勝

3山内選手が学生日本―をつかみ、武蔵川部屋に入門

⑩Hakuba杯 サマージャンプ大会女子の部で金井選手が優勝

102 ①加藤選手、レスリング全日本4大大会で優勝

103 ⑫全国学生然道優勝大会で史上最多 11回の優勝
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100

100
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104 第3章輝ける明ロヘ

106 特別座談会大東文化大学の現況と未来を語る
118 資料編

120 大東文化大学 80年の軌跡

124 学部・学科組織表

125

126

127

事務組織表

土地・建物の面積

学生数一覧

外国人留学生数一覧
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第1章

大東文化大学80年の足跡を顧みるとき、それは近代日本におけ

明治維新以降、怒濤のごとく流入する欧米諸国の文明・文化に翻弄されつつも、

これを積極的に受容し、わずか半世紀ほどで先進諸国の仲間入りを果たした日本に

―途なまでに我が国固有の美風を尊ぶ建学の精神を貫かんとして苦闘の日々を

ヽLヽL

t

大学創立80年の軌跡 [創設から平成4(1992)年 ]
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「

東
洋
文
化
を
振
興
し
我
が
国
の
伝
続
の
美
風
を

再
興
し
よ
う
と
の
精
神
か
ら
誕
生
し
た
異
色
の
大
学
。

右
〃

大
学
創
立
８０
年
の
軌
跡

日
本
の
近
代
化
と
と
も
に

衰
退
の
一途
を
た
ど
つ
て
き
た

漢
学
の
研
究
を
中
心
に
、

東
洋
学
術

研
究
の
振
興
に
務
め
る
こ
と
を

建
言
し
た
木

下
成
太
郎
の

「
漢
学
振

興
二
関
ス
ル
建
議
案
」
が
、

本
学
創

立
の
貴
重
な

第

一歩
と
な
り
ま
し
た
。
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１
１
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ヽ

ヽ
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Ｌ
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「

_JD

日`D

明治時代、急激な欧米化の移入によって、

日本古来の伝統に裏打ちされた固有の文

化が見失われつつありました。さらに大正

時代に入ると、第一次世界大戦の影響に

よって物質文明謳歌の気風が社会全体を

支配するようになりました。こうした中、漢学

を振興することによって日本人古来の道義

を取り戻そうとの東洋文化振興の機運が、

次第に高まっていきました。

大正7(1918)年、原内閣の成立とともに、

木下成太郎は東洋学芸の振興策につい

て建言しました。そして、大正10(1921)

年3月 8日の第44国会 (原内閣)において、

「漢学振興二関スル建議案」が衆議院に

提出され、満場一致をもって本案を可決し、

政府に提出。その2年後の大正12(1923)

年の第46議会 (加藤友内閣)で予算づけ

がなされました。

その後、衆議院において再三にわたっ

大東文化学院開院式で、祝辞を述べる
大木会頭。大正13(1924)年 2月 11日

て「漢学振興二関スル建議書」を提出し、

政府に対してその実現を促しましたが、な

かなか決定までには

至りませんでした。

そこで、漢学振興に

関する推進団体を

民間に設ける必要

があるとみた有識者

たちが団体を組織し

て、5度にわたる協議

会を開催し、大正12

(1923)年 2月 11日

大東文化協会を創

立しました。

大東文化協会から

大東文化学院、さらには今日の大東文化

大学へと至る出発点となった「漢学振興

二関スル建議案」に示されている内容は

概ね次のとおりです。

「大東文化大七十年史』10ベージより

漢学ハ古来我ガ邦ノ文化二貢献シ

国民思想ノ涵養ニ

資益セシ所大ナルモノアリ。

木
下
成
太
郎
碑
の
裏
文
（札
幌
中
島
公
園
）

大東文化協会発会式の様子が、
当時の東京日日新聞 (毎日新聞)
に掲載されている。
大正12(1923)年 2月 10日
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キ́・甚
「

圏邑止

漢
学
ハ
古
来
我
ガ
邦
ノ
文
化
二
貢
献
シ
国
民
思
想

ノ
酒
養
二
資
益
セ
シ
所
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
而
シ
テ
今
後

亦
之
二
待
ツ
所
少
シ
ト
セ
ズ
。
之
ガ
振
興
ノ
途
ヲ
講
ズ

ル
ハ
刻
下
ノ
急
務
ナ
リ
ト
ス
。
依
テ
政
府
ハ
之
二
関
シ
適

当
ノ
方
法
ヲ
施
サ
シ
ム
コ
ト
ヲ
望
ム
。
右
建
議
ス
。
…

漢
学
ガ
古
来
我
ガ
邦
ノ
文
明
二
貢
献
シ
国
民
思
想

ノ
上
二
資
益
セ
シ
ョ
ト
ノ
大
ナ
ル
ハ
言
ヲ
要
セ
ザ
ル
所
ニ

シ
テ
、今
後
亦
之
二
待
ツ
所
少
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
然

ル
ニ
タ
ビ
西
洋
文
芸
ノ
伝
来
ス
ル
ヤ
人
々
之
二
走
ル
ニ

急
ニ
シ
テ
漢
学
ハ
疎
ン
ゼ
ラ
レ
其
ノ
神
髄
ヲ
覗
フ
コ
ト
漸

ク
難
キ
ニ
至
ラ
ン
ト
ス
。
今
日
二
於
テ
振
興
ノ
途
ヲ
講

ズ
ル
ハ
実
二
急
務
ナ
リ
。
是
レ
本
案
ヲ
提
出
ス
ル
所
以

ナ
リ
。

ま
た
、



横須賀軍港を見学し、

軍艦の前で記念撮影を行う。
日召和 10(1935):年 2月 6日
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ヽ

時
大
学
創
立
８０
年
の
軌
跡

【大
正
１２
（１
９
２
３
）
年
か
ら
昭
和
１６
（１
９
４
１
）
年
】

ア
Ｌ
几
ス

．
／

′
七

児
玉
花
外

の
「
天
鐘
追
憶
の
歌
」
の
一節
に
、

「
大
東
文
化
学
院
の
梧
桐

の
窓
の

面
影
に
…
」
と
あ
る
よ
う

に
、

開
校
当
時

の
大
東
文
化
学
院
は
、

梧
桐
に
囲
ま
れ
た
校
舎
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
校
舎

の
あ
っ
た
場
所
に
は
、

現
在
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヽ

関
東
大
震
災
や
太
平
洋
戦
争
が
人
々
を
打
ち
の
め
し
た
暗
い
時
代
に
、

希
望
の
道
筋
を
指
し
示
し
た
大
東
文
化
学
院
時
代
。

大正12(1923)年 2月 11日、漢学振興策

の第一歩として大東文化協会を創立し、

同年9月 20日財団法人ならびに大東文化

学院の設立が認可され、麹町区富士見町

6丁目16番地に大束文化学院を開校しま

した。以来、本学の創立記念日を9月 20日

とするのは、この日に起因しています。

大正13(1924)年 1月 11日に第1回入学

式を挙行し、次いで2月 11日に開院式が行

われました。

大東文化学院は、本科3年課程と高等

科3年課程からなり、政府からの豊かな補

助金に支えられ、全学生に対して授業料

書道部の部員たち。昭和11(1936)年

函嶺蔵の湖畔にて。昭和16(1941)年

発祥の地である東京・九段に、
平成元 (1989)年 顕彰碑が設置された

が免除されたほか、本科には25円から35円、

高等科には50円から80円 が支給され教

科書も無料という、当時の学生は極めて優

遇されていました。

時代は大正から昭和へと移り、昭和 12

(1937)年 7月には日中戦争が勃発、日本

は太平洋戦争へと傾斜していきました。そ

のような中、文部省からの補助金が減らされ、

学生たちへは次第に小遣い銭にも事欠く

ようになっていきましたが、それでも余暇に

は映画を鑑賞したり人生や哲学を論じ合う

など、青春を謳歌するゆとりがまだありまし

た。

_… 1

大東文化学院事務室の様子。昭和10(1935)年

弁論部遊説隊出発に先立ち明治神宮に参拝。昭和10(1935)年ころ
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狭
く
て
オ
ン
ボ
ロ
だ
つ
た
九
段

の
校
舎
に
、

学
生
た
ち
は
愛
着
を
感
じ
な
が
ら
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。

書道の講義で教壇に立つ

岡田正之。昭和 2(1927)年

射撃訓練に励む射撃部。昭和7(1932)年

九段校舎は、元法政大学の旧校舎で傷

みがひどく、また敷地が狭かったため、学

生たちは窮屈さを感じていましたが、このオ

ンボロ校舎に限りない愛着を感じていたと、

当時を知る同窓生は『大東文化大学七十

年史』に記しています。

入学宣誓式。昭和12(1937)年

射撃部の部員たち。昭和12(1937)年

図書館で勉学に励む学生たち。
昭和12(1937)年

昭和13(1938)年 4月 1日、戦時体制強

化のため国家総動員法が公布され、日本

はいよいよ戦時色を強めていきます。大東

文化学院も時局に沿って学制を改め本

科を、従来通りの漢学を主体とする第一部

修身漢文科 (中国文学科の前身 )、 第二

部国語漢文科 (日本文学科の前身 )、 大

陸経営の要員を養成する第三部東亜政

経科 (経済学部の前身)の三部制としました。

三部制の設置に伴い拡大した学院は、

新たな校舎を池袋の地に建設し、昭和16

(1941)年 2月 8日に移転しました。時に太

平洋戦争開戦の年でした。

創立当初のモダンな九段校舎。大正12(1923)年ころ

弓道部の活動の様子。昭和11(1936)年

心は放て大地間、まなこはさらせ世の移り ● 021
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日
本

の
未

来
を

ひ
た

す

ら

思
い
な

が

ら

、
復

古

的

日
本

主
義

を

貫

い
た

政
治

家

。

′ヽ

ご

フ
イ

゛

0

岡
山
県

の
藩
士
の
息

子
と
し
て
生
ま
れ
、

明
治

。大
正

。昭
和
と
、

激
動

の
近
代
日
本
を
駆
け
抜
け
た

大
東
文
化
大
学
初
代
総
長
平
沼
膜

一郎
。

そ
の
生
涯
は
、

波
乱
に
満
ち
た
人
生
で
し
た
。

ガ
ロ

ヽ

大正12(1923)年 9月 25日からおよそ一

年半にわたり、大東文化大学の初代総長

を務めた平沼麒一郎は、明治維新以降、

怒濤のごとく流入してきた欧米化の波に

呑み込まれ、やがて戦争へと突き進んでい

く近代日本の中にあって、波乱万丈の生涯

を送ります。

慶応3(1867)年 、美作 (岡 山県)津山

藩士平沼晋の子として生まれた膜一郎は、

明治21(1888)年 東京帝国大学法律学

科を首席で卒業後、司法省に入り判事とな

ります。明治38(1905)年 に大

審院検事、その翌年に民

刑局長を兼任し、日

糖事件の摘発や

など、司法界のエリートコースを駆け上って

いきました。

大正12(1923)年 、第二次山本権兵衛

内閣の司法大臣として初入閣したその翌年、

後の昭和天皇となる裕仁親王の暗殺を謀

った『虎ノ門事件』が発生。この事件は、

無政府主義を唱える青年が引き起こした

事件でしたが、平沼はその責任をとって辞

任しました。

大正13(1924)年 貴族院勅撰議員、枢

密顧間官となり、社会運動や西洋物質文

明を害毒とし、復古的日本主義による国民

教化を目指した『国本社』を創立。そして、

昭和11(1936)年には、天皇の最高諮問

機関である枢密院の議長に就任しました。

昭和 14(1939)年 第一次近衛内閣の

総辞職後、平沼は第35代総理に就任し、

国民精神総動員運動を展開します。し

かし、ソ連との関係が悪化する中、日独伊

三国同盟を結ぶことを主張していた平沼

にとって、独ソ不可侵条約が締結されたこ

とは衝撃的で、平沼内閣は総辞職しました。

このとき「欧州情勢は複雑怪奇」と放った

言葉が流行語にまでなりました。その後、日

本の戦況が悪化し敗戦の色が濃くなる中で、

ポツダム宣言の受諾に反対した一人と言

われています。

昭和23(1948)年、敗戦後の軍事裁判

によって、平沼は戦争首謀者として終身禁

固刑を言い渡され、昭和27(1952)年 に病

気による仮釈放の直後、その激動の生涯

を終えました。

_日_‐■■■L

Ｋ

Ｆ

轟
´

大逆事件では

11任 検事と

して捜 査

を指揮し

ました。

そして、

大正元

(1912)

年 に検

事総長と

なり、人正

3(1914)年

には、ドイツの

シーメンス社が軍.

ダ 艦の受注に絡み海軍

高官に賄賂を送ったとされ

る『シーメンス事件』の総指揮をする

平沼験一郎は、西洋化により伝統を

失いつつある日本を憂い、復古的日本主義

思想を復興させようと活動しました。
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前
期
時

戦
況
の
悪
化
と
と
も
に
、
東
京
へ
の
空
襲
は
激
し
さ
を
増
し

池
袋
校
舎
は
焼
夷
弾
の
直
撃
を
受
け
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ヽ

大
学
創
立
００
年
の
軌
跡

【昭
和
１６
（
１
９
４
１
）
年
か
ら
昭
和
２１
（１
９
４
６
）
年
】

昭和16(1941)年 に九段から池袋に校

舎を移転したその年の12月、太平洋戦争

が勃発します。

池袋の新校舎は、正面が学院事務室、

教員室、協会事務所を備えた木造モルタ

ル2階建てで、その裏に食堂兼ホールのあ

るコの字型の校舎が連なっていました。

東京大空襲によって焼失した池袋旧校舎。
昭和16から20(1941から45)年

戦争が本格化する中、本科18期生は、

昭和18(1943)年 9月に繰り上げで卒業し

た後、高等科へ進む者もいましたが、理工

系学生以外の学徒徴兵猶予制限が停止

され、徴兵年齢も引き下げられるようになり、

多くの学生たちは12月 1日の学徒出陣で

戦地へと旅立っていきました。

昭和19(1944)年からは、残りの全校生

が神奈川県の浦賀ドックに勤労動員として

かり出され、油槽船や戦時標準船の釘打

ち作業に従事しました。

昭和20(1945)年 4月 13日夜11時から

14日未明にかけ、170機ものB29爆撃機

が東京に来襲し焼夷弾を投下。皇居、明

治神宮とともに池袋校舎も焼失してしまい

ました。この空襲による東京の犠牲者は20

万人にも上りました。当時、学院の用務員

をしていた磯ヶ谷さんは、「職員2人と防空

|

新入生歓迎会の様子。
昭和19(1944)年

要員の学生10人 くらいで泊まり込んでい

たが、焼夷弾の直撃を受けたため、重要

書類を防空壕へ移して逃げ出すのが精

一杯だった。椎名町駅の辺りから校舎が

燃えるのを見つめているよりほかに手の施

しようがなかった。防空壕の書類も壕内で

焼失し、無事だったのはもう一人の職員が

身につけていた

『教育勅語』だ

けだった」と、『大

東文化大学七

十年史』の中で

語っています。

酒井忠正総

長は、高田馬場

に近い邸宅の

大 きな応 接 間 と   海洋班が、学徒出陣を前に記念写真。昭和18(1943)年

別棟の使用人

の長屋を区切

って、急違仮校

舎としました。

跡形もなく焼け

落ちた校舎跡

には、酒井総長

の邸宅までの

案内図が建て

られ 、まる で 寺     学生たちを集め教官訓練
が行われる。昭和17(1942)年

子屋のような授業が行われました。酒井邸

での授業は、わずか三カ月ではありましたが、

行き場を失った学生たちにとってはかけが

いのない心のよりどころとして、本学の歴史

に貴重な一時期を記しました。

酒井総長は、焼失した池袋校舎の

代わりにと自らの邸宅を供 出して、

授業を続行させました。

池
袋

大
東
文
化
学
院
の
校
舎
が

九
段
か
ら
池
袋

へ
と
移
っ
た

昭
和

１６

（１
９
４
１
）
年
は
、

日
本
が
戦
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た

太
平
洋
戦
争

開
戦
の
年
に
も
あ
た
る
、

本
学

８０
年
の
歴
史
の
中
で

最
も
突
出
し
た
激
動
の
時
代
で
し
た
。
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抒
情

的

浪

漫

主
義

か

ら

博

愛

主
義

へ
。
近

体

派

の
詩

人

、
児

玉
花

外

の
変

遷

。

ヽ
本
学
の
学
生
歌
を
作
詞
し
、

明
治
大
学
校
歌

「白
雲
な
び
く

駿
河
台

…
」
を
作
詞
し
た

児
玉
花
外
は
、
近
代
文
学
史
上

重
要
な
位
置
を
占
め
る
近
体
派
詩
人
の

十
指
に
数
え
ら
れ
る
、
才
能
に
恵
ま
れ
た

詩
人
で
し
た
。
知
ら
れ
ざ
る
晩
年
と

本
学
の
学
生
歌

へ
の
思
い
を
顧
み
ま
す
。

0
ヽ

ノ
＝

な
／

花外は、明治30(1897)年 ころから本格

的な詩作活動を始め、河井酔著らと合同

詩集を出版したほか、評論集も創刊するな

ど、その活動は旺盛でした。土井晩翠や徳

富猪一郎との親交も深く、幾多の文芸誌

に多くの作品を発表しています。中でも代

表作とされる明治36(1903)年『新小説』

に発表した「馬上哀吟」は、当時の若者の

心を捉え愛唱された作品です。明治32

(1899)年 共著の処女詩集『風月萬象』

の巻頭に見られる「難の歌」がそうである

ように、花外の詩は社会性を帯びた詩であり、

叙情詩と社会詩が平行して詠まれていっ

たところに大きな特性があります。

社会主義者片山港・幸徳秋水らとの交

際を深める中で詠まれた諸作品は、発売

直前に発禁処分を受けて元版までも押収

され、その全ては間の中に葬られてしまい

ました。昭和34(1959)年 発行の『明治大

正詩書人気番付』(日本古書通信社 )を

見ると、「横綱=社会主義詩集・花外 [明

治36(1903)年 ]、大関=楚因の詩・透谷 [明

治22(1889)年 ]、 関脇=十二の石塚・半

月[明治18(1885)年 ]」 と紹介されており、

花外の詩集 (児玉体八氏寄贈 )

発禁本の『社会主義詩集』が古書蒐集家

の間でも、珍本中の珍本とされる幻の一冊

であったことがわかります。

明治・大正時代の多くの詩人たちがそう

であったように、花外の作品の中にも抒情

的浪漫主義が漂います。社会の不合理、

階級的差別への反発などを作品の中で展

開した点は、大きく評価されるべきですが、

発禁事件後の彼の日常生活に、詩の中で

展開される社会主義者としての進展があ

ったかという点については、疑間の余地が

残ります。むしろ体制下にあって、彼の資

質としてもっていた至誠の情が、大きく進展

していったと見るべきでしょう。いわゆる、愛

国主義的詩人児玉花外と呼ばれる評価で

すが、これも花外の真の姿を捉えていません。

昭和9(1934)年 、彼は右脚部疾患のた

め、帝國大学付属病院へ入院し、その後

身寄り無き患者として、東京市板橋養育院

へ移送されます。血筋をひく者は故郷山口

に住んでいましたが、病に苦しむ彼を見舞

ったという事実は残されていません。昭和

16(1941)年 に出版された『児玉花外愛

國詩集』は、旧作を中心に編集したもので

すが、養育院での作品も「養育院即興」と

題し所収されています。

また花外は、養育院で日蓮宗僧侶渡辺

信覚日統上人と出会い、帰依したことによ

って人間として大きく進展し、彼のもう一方

の資質である博愛の情が開花しました。『娑

婆即寂光 =人間が生きる此の世こそが佛

の光が行き届く世であり、またそうでなけれ

卒
鈴
木
定
宏

難
の
歌

革
命
を
そ
れ
難
の

率
に
な
ぞ
ら
へ
歌
は
ん
乎

眠
る
天
地
を
一率
に

の
ど
け
く
高
く
呼
び
さ
ま
す

力
は
に
た
り
光
な
き

死
せ
る
比
せ
に
率
場
げ
て

生
命
を
よ
ば
ふ
人
の
ご
と

暗
き
ね
ぐ
ら
に
獨
り
さ
め

光
を
慕
ふ
眼
の
さ
ま
は

自
由
の
燭
を
手
に
と
つ
て

闇
せ
を
照
ら
す
人
の
ご
と
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夫
夫
死
す
と
も
箱
と
な
る

靖
国
紳
社
を
囲
み
つ
つ

万
条
の
桜
咲
く
と
こ
ろ

大
東
文
化

の
源
泉
に

あ
し
た
百
練
の
鉄
を

ね
る

電
気
こ
そ
徹
れ
真
た
の

雪
に
そ
び
ゆ
る
芙
本
峰

ly=
く
「生
歌

作作
由詞

梁児
ロエ
花
貞外

ばならない』という信覚日統上人を通して

語られた日蓮の教えの偉大さに感動し、花

外は日蓮その人に帰依したのです。彼は

波乱の人生を回顧し、帰依により恩讐の垣

根を取り除くことができました。この平安の日々

に詠まれた作品の中には、抒情的浪漫主

義を超えた日蓮主義に基づく自由博愛の

詩が多くみられますが、未だ埋もれたまま

になっています。それらがいずれ世に出る

日は、さほど遠くないことでしよう。

花外の墓所は、静岡県田方郡中伊豆

町地蔵堂の日蓮宗旧本門宗大見山上行

院にあります。見開き型の堂々とした墓石

の裏面に「彼岸光の歌」と題した七五調

の詩が刻まれています。日蓮門徒にふさわ

しい慈愛あふれる名詩です。また墓石正

面には、次の句が刻まれています。

妙法・霊、L院超脱日靖居士

妙法菫の露一滴浮せ沈ふ 花外
昭和18(1943)年 9月 20日、花外は敬愛

する信覚日統上人の膝に抱かれ、穏やか

な臨終を迎えました。世寿70歳の生涯で

した。数えて60年後の平成15(2003)年 9

月20日が、本学創立80年の日にあたることは、

まさに奇縁といえるでしょう。

昭和11(1936)年 8月24日に詠まれた『天

鐘追憶の歌』の中で花外は次のように詠

んでいます。

オ〕そ花学生群がるる 大束文化学院の

格桐のもの面影に 蒲滞秋涼に歌ふかな

本学の学生歌は彼の傑作の一つとして、

花外の脳裏に残っていたのです。

墓碑の裏面には「彼岸光の歌」と題した詩が刻まれています

詩集をかたとった花外の墓。静岡県中伊豆町地蔵堂の上行院

本学の学生歌は彼の傑作の

一つとして、花外の脳裏に

残っていたと、記されています。

心は放て天地間、まなこはさらせ世の移う
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ヽ

時

戦
後
の
混
乱
の
中
、
教
師
も
学
生
も
互
い
に
助
け
合
い

復
活
を
遂
げ
る
貴
重
な
第
１
ペ
ー
ジ
を
記
し
た
青
砥
校
舎
。

ヽ

大
学
創
立
８０
年
の
軌
跡

【昭
和
２１
（１
９
４
６
）
年
２
月
か
ら
昭
和
２４
（
１
９
４
９
）
年
１０
月
】

１

■

青
祗

葛
飾
区
青
砥
町
の
校
舎
で

授
業
を
行

っ
て
い
た
青
砥
時
代
は
、

わ
ず
か
３
年
足
ら
ず
の
短
い

期
間
で
し
た
が
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、

生
涯
忘
れ
得
ぬ
珠
玉
の
３
年
間
で
し
た
。

昭和20(1945)年 8月 15日、多大な犠牲

を払い多くの尊い人命を奪った太平洋戦

争は、日本の敗戦という形で終結します。

国内は、戦争による破壊と物資の不足で

疲弊しきり、人々は食べる物さえもおぼつか

ない極限の中で、その日その日を必死に生

き延びていました。

空襲によって池袋校舎が焼失し、酒井

総長の邸宅を仮の校舎として授業は細々

国策会社の寮と工場跡を再利用した青砥校舎

と行われていましたが、昭和21(1946)年

2月、葛飾区青砥町4番地の新校舎へ移

転することができました。戦地から復員し

てきた後、しばらく郷里に身を置いていた

学生たちは、もう一度学問がしたいとの思

いを胸に、青砥校舎へと続々と戻ってきまし

た。

校舎は、中川の堤防そばにあった軍需

工場の建物に少しだけ手を加えただけの

粗末な建物でしたが、大教室、食堂、図書館、

普通教室、そして「志道寮」と名付けられ

た学生寮も備わっており、学生たちはここ

で寝泊まりをしながら勉学に励みました。こ

のころの学生数は400人ほどで、そのうち2

割程度が志道寮で暮らしていました。

しかし、戦後の混乱と困窮した時代の中、

毛筆を使用しての進級試験は、

大東文化大の伝統だった。昭和 20(1945)年

池袋新校舎へ移転するため、
青砥校舎を後にする。昭和24(1949)年

食べる物や教科書にも事欠く有様で、勉

学の道のりは決して楽ではありませんでし

た。それでも学生たちは、空腹を知識で満

たすかのように書物をむさぼり、また教師た

ちも謄写印刷機で手作りの教科書を作っ

て授業を行うなど、学問という御旗の下で

一九となって混迷の時代を必死に生き抜

きました。

青砥時代は、池袋に校舎が再建される

昭和24(1949)年までのわずか3年あまり

の短い期間で、しかも物資面では貧しい最

も過酷な時代でしたが、精神的には満ち足

りていた時代でした。

学生たちは空腹を忘れようと

必死の思いで、日夜、

勉学に打ち込み続けました。

「志
道
寮
」
は
、池
袋
校
舎
移
転
と
と
も
に

廃
寮
と
な
り
南
寮
だ
け
が
残
っ
た
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昭和27(1952)年
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敗戦の痛手から立ち直り始めはじめた

昭和23(1953)年 、大東文化大学と校名を改め、

建学の精神に基づく原点に戻り再出発します。

■来、「大東文化」という錦の御旗のもと、

50年にわたる発展と繁栄の時代を迎えます。
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後
期
時

学
制
改
革
の
渦
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
自
己
の

ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
を
求
道
し
続
け
た
気
骨
あ
る
精
神
に
満
ち
た
日
々
。

ヽ

大
学
創
立
８０
年
の
軌
跡

【昭
和
２４
（１
９
４
９
）
年
１０
月
か
ら
昭
和
３６
（１
９
６
１
）
年
３
月
】

▲

ロ池
袋

高
度
経
済
成

長
に
沸

い
た

日
本
国
内

に
あ

っ
て
、
多

く

の
大

学

が

学
生

運
動

の
渦
中

に
呑

み
込

ま
れ

荒
廃

し
て
い
く

中
、

本
学
は
独
自

の
穏
健
性
を
保

ち
な
が
ら

勉
学
に
励

み
ま
し
た
ｃ

昭和24(1949)年 の学制改革によって、

高等専門学校だった大東文化学院は廃

止され、新制の東京文政大学として発足

しました。いわゆる「大東文化」と名の付く

ものは、ことごとく消し去らなければならな

かった情勢の中、大学設置の許可を取り

付け、財政難を押して校舎の移転を果た

池袋校舎の正門。昭和30(1955)年

した当時の本学関係者の努力は、並大抵

のものでなかったと容易に想像できます。

青砥校舎から、戦争中に焼失した池袋

へ戻ってきたのは、昭和24(1949)年 10月

のことでした。移転直後の池袋校舎は、木

造2階建て1棟だけで、新制大学ブームで

施設の善し悪しで入学する大学を決めよ

うとする当時の状況下、1棟しかない東京

文政大学への志望者は激減しました。し

かし、社会人から入学する者や子育ての

終わった親、また女子学生なども加わり、次

第に学生数は増加していきました。

昭和26(1951)年 、校名を東京文政大

学から文政大学へと変更し、さらに昭和28

(1953)年に大東文化大学と、現在の校

名となりました。「大東文化」という校名に

政治経済研究部が開催した、
戸田武雄教授による講演会

戻すことについては、学院時代の同窓生

や在校生、特に学院の第一期生となった

卒業生からの強い要望があり、新制大学

の一期生から「大東文化大学」の名で卒

業証書が授与されることになりました。

高度経済成長の走りの時期である昭和

30年代は、日に日に東京が近代的な都市

へと変貌し

ていった時

期でもありま

した。そのよ

うな中、日米

安保問題に

よる学生運

動が大きな

社会問題と

なりましたが、

学 内は平静     
新入生歓迎会の様子。黒板には「文政大学」と書かれている

を保ち続け

ました。以後、

次第にエス

カレートする

学生運動に

も巻き込ま

れることなく、

独自の穏健

な校風によ
「大東文化大学」の校名が入つた

り平 穏、に 大       卒
業証書を手にした卒業生たち。昭和28(1953)年

学運営が営まれました。

昭和36(1961)年 9月、新しい板橋校舎

が完成し、本学は新たな時代を迎えること

になります。

「大東文化」という

校名が復活し、

やがて高度成長時代へ。
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現
代
感
覚
に
あ
ふ
れ
た

、
独
自
の
表
現
様
式
を
確

立

。

平
」成
４

（１
９
９
２
）
年
，圭
思
本
で

日
本
芸
術
院
会
員
の

青
山
杉

雨

・元
本
学
教
授
が
、

書
家
と
し
て
は

３
人
日
と
い
う
栄
誉
あ
る

文
化
勲
章
を
受
章
し
ま
し
た
。Ｌ

”移
雨

．　
　
．
．
）
　
‘　
ノ

F書道グラフINo.11・ 12合併号(近代書道研究所)より転載

本学書道文化センター所長をつと

めました。

青山氏は、昭和38(1963)年に『周

易抄』で日展文部大臣賞を受賞し

たのをはじめ、昭和41(1966)年 に

は『詩経の一節』で日本芸術院賞

を受賞しました。また、謙慎書道会

理事長を歴任する傍ら、伝統の書

に立脚しながら現代感覚の高い独

自の表現様式を確立し、さらには後

進の指導や団体の育成、国際交流にも尽

力したその功績が認められ、昭和63(1988)

年には、文化功労者に選ばれました。

文化勲章の受章に対して青山氏は、「書

は美術の中でも、色は自黒、修正はきかな

いといった特殊な形式をもっています。西

洋美術がいきづまったとき、彼らは東洋に

何かを求めてくる。その

ときに求められるのが

書ではないかと、僕は

昔から言っていました。

その書が日本文化の中

でも一層評価されるのは、

うれしいことです」と、

喜びを語っていました。

昭和31(1956)年以来、

近代書道研究所から

『書道グラフ』を発行し

ているほか、『文字性霊』

『書の実相』『明清書道図説』など、数多

くの著書も出版しています。[平成5(1993)

年2月 13日没]

明治45(1912)年、愛知県葉栗郡草井

町大字久野に生まれた青山文雄 (杉雨 )

氏は、親類の中に書道家がいたことから書

の道へと進み、30歳で書道家の西川寧氏

に師事し、本格的に書家の道を歩ふ始め

ました。

昭和30(1955)年 4月から、本学の講師

状

ｏ「
ウ

ェ
　
輯

「復確』

となり、昭和34(1959)年から昭和61(1986)

年まで教授をつとめたほか、昭和44(1969)

年から昭和60(1985)年 の16年にわたり

青山杉雨氏は日本の書道界に

貢献したばかりでなく、本学の教授としても

学生たちの指導に尽力されました。
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伏
Ｌ
Ｆ
町

■
４

Ｌ
日

高
度
経
済
成
長
か
ら
安
定
成
長
時
代
の
日
本
に
あ
っ
て
、

本
学
も
飛
躍
と
発
展
の
時
代
か
ら
安
定
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

ヽ

●

大
学
創
立
８０
年
の
軌
跡

【昭
和
３６
（１
９
６
１
）年
３
月
か
ら
平
成
４
（１
９
９
２
）年
】

L′

イス
学
部

・学
科
の
増
設
に
伴
う

学
生
数
の
増
大
に
よ
っ
て
、

板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
が

手
狭
と
な
っ
た
た
め
、
埼
玉
県
に

「東
松
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を

新
た
に
建
設
し
ま
し
た
。

昭和36(1961)年 8月、池袋校舎から板

橋校舎 (現在地)へと移転し、本学はいよ

いよ大きく発展、飛躍を遂げる全盛の時代

を迎えることになります。

新制大学設立当初の組織だった文政

学部 (日本文学専攻・中国文学専攻。政治

書道文化センター設置10周年を祝い、
書き初め大会が催される。昭和54(1979)年 1月 14日

経済学専攻)を改組し、文学部 (日本文学

科・中国文学科)および経済学部 (経済学

科)とすることが、昭和37(1962)年 1月に

認可されました。また、その後も学部・学科

を増設し、今日の7学部17学科および大学

院・専攻科を有する本学の骨格を築きあ

げるための重要なステップとなりました。

さらに、この時期は学部・学科の増設に

伴い、校地・校舎などの拡張を図る必要性

に迫られ、昭和40(1965)年 9月に、学校

用地として国から払い下げを受けた埼玉

県東松山市大字岩殿字長坂の元国有林

野3万 4,459坪に、広大なキャンパスの建

設が始動し、昭和42(1967)年 4月に教養

部として開校しました。

昭和47(1972)年 、順調に右肩上がり

の経済成長を続けていた日本に、「日本列

緑の田畑に囲まれた板橋校舎。昭和36(1961)年ころ。
昭和41(1966)年には、校舎兼体育館が落成し、
同50年には五十周年記念館も建てられました。

島改造論」を旗印として掲げた田中角栄

内閣が発足。しかし、その翌年第一次石

油危機 (いわゆるオイルショック)に見舞わ

れた日本は、風評によるトイレットベーパー

や洗剤の買い占めが横行。街からネオン

が消えるなど、高度経済成長期と成熟期

の分水嶺とな

る大きな出来

事でした。本

学も同様、急速

に発展した時

代から安定成

長期へと向か

い始めていまし

た。

それから数

年の歳月が流

れ、東松山キャ

ンパスの建設は、

本学創立60周

年記念事業の

一環として、昭

和58(1983)

年から開発造

成工事がはじ
国際関係学部開設ならびに東松山キャンパス落成を

まり、お よそ 6年       配念して、披露祝賀会が催される

の歳月を費やして完了し、自然に囲まれた

広大なキャンパスが完成しました。

東松山キャンパスは、苦難の時代を乗り

切った本学の華々しい発展の歴史を象徴

する学舎として、今日も学生たちをあたた

かく見守りつづけています。

建学の理念のもと着実に

歩んできたその成果が、今日の

東松山キャンパスとして開花しました。

盛大に行われた大学創立 60周 年の記念祝賀会

搬 露 祝 ロ
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「
本
と

の
出
会
い
は
、
研
究
者
に
と
っ
て
運
命
的
な
出
会
い
が
あ
る
」
と
語
る
。

1

平
成
５

（１
９
９
３
）
年
２
月
５
日
、

小
林
昇

元
経
済
学
部
教
授
は
、

学
士
院
会
員
に
選
出
さ
れ
た
の
を

祝
っ
て
行
わ
れ
た
本
学
で
の

記
念
講
演
会

の
た
め
、
定
年
後

３
年
ぶ
り
に
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

0

平成2(1990)年 、本学を

定年退職した元経済学部

教授の小林昇氏は、平成4

(1992)年末、学士院会員

に選出されました。これを記

念して、本学経済学部の主催に

よる、「私と経済学史」と題した記念

講演会が開催されました。講演の中で

小林氏は、これまでの研究から、リスト、スチ

ュアート、タッカーなどによる経済学者の書

との出会いについて、「本との出会いは、研

究者にとって運命的な出会いがあります。

それが一生の研究のスタートになることが

多い」と、これまでの研究者としての人生を

熱く語りました。

全11巻からなる「小林昇経済学史著作集』(未来社)の 3冊

歩』の中で将来

の方向性を決定づけたリスト

の著作との運命的な出会いを記しています。

昭和19(1944)年、戦況がいよいよ悪化

する中、自らの戦死を予感しながらも充実

した研究の日々 を送っていた小林氏はや

がて召集され、30代の一兵士として南方

へ送られます。そして、乗っていた輸送船

が撃沈され、命からがらベトナムに上陸、南

から北へ転戦します。そうした中、軍隊の

権力組織の腐敗や現地人の処刑事件な

どに関わったことへの強い自責の念が、「学

問をかざして民衆の知的指導者となる生

涯は回避された」という研究姿勢につなが

ったと言います。

昭和47(1972)年 に『リスト研究』で学

士院賞を、昭和51(1976)年 には『国富論

体系の成立』でアダム・スミス賞を受賞する

など、小林氏の研究は内外から高く評価さ

れてきました。そして、50年に及ぶ大学教

授生活の成果は、全11巻からなる『小林

昇経済学史著作集』として、本学在任中

にまとめられました。また、退職後は、大阪

経済大学のチームによるスチュアート全集

三編から五編の完訳を手がけるなど、精

力的に活動を続けています。

餓
小林昇氏は、昭和18(1943)年旧制福

島高等商業学校 (現福島大学)の教師だ

ったころ、東北大学からF・リスト全集を借り

出し、筆写を続けるうちに『農地制度』とい

う長い論説に行き当り、みるみる目の前が

開ける思いがしたと、随筆集『帰還兵の散

数々の経済研究書を記してきた

小林昇氏の足跡は、本学の誇りとして

永遠に歴史に刻まれることでしょう。

心は放て天地間、まなこはさらせ世の移う
=031
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、常に進化し続ける巨大な生物です。

見据えながら。社会の変化に柔軟に適応しつつも、

たDNA、 すなわち日本の文化・伝統を大切にする精神は、

大東文化大学に学ぶ学生たちの間で受け継がれていくことでしょう。
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際化などの

省が打ち出した

基汽‐―の一部を改正する省令」の

音「で

また本学の

向上のため、自己点検・

程を制定。学生参加による

価に取り組み、大

与されました。

■■■

■■■
■■■■■■

■■■■

模 索する教育改革 の理念
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平
成
３
（１
９
９
１
）
年
に
文
部
省
が
公
布
し
た

「大
学
設
置
基
準
の

部̈
を
改
正
す
る
省
令
」
に
よ
り
、
平
成
７
（１
９
９
５
）
年
度
か
ら

経
済
学
部
と
法
学
部
が
、
平
成
８
（１
９
９
６
）
年
度
に
は
文
学
部
、
外
国
語
学
部
、
国
際
関
係
学
部
で
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
。

雄諫姉』の理爺▲（̈）▼

多
様
化
す
る
社
会
に
適
応
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
実
践

教養教育と専門教育を―本化した、
カリキュラム改革

各学部ともに共通する改革の特徴は、

従来の「一般教育」、「外国語教育」、「保

健・体育」、「専門教育」に分けられた

科目区分を廃し、新たに「総合教育科

目」(一般教養的教育科目群)、「基礎

教育科目」(外国語科日、専門基礎科

目群 )、「専門教育科目」の3つの科目

区分を導入したこ

とです。これにより、

教養的教育と専門

教育とを4年 間の

教育課程の中で有

機的に関連づけ、

一本化して学ぶこ

とがでるようになりま

した。

本学ではこの改

革により、建学の精

神に立脚しつつ、これまでの実績に加え、

今後の流動化する社会に主体的に対

応しうる、総合的な判断力と創造力とを

兼ね備えた人材の育成、輩出を目指し

ます。

また、経済学部では

オ 壽

々

多

平成14(2002)年 から野村證券株式

会社と提携した授業を、経営学部では

平成15(2003)年 からJR東 日本株式

会社とタイアップした授業を行うなど、時

代のニーズにあったより実践的なカリキ

ュラムを備えました。

経済学部における
カリキュラムの改革

経済学部では、平成8(1996)年 度に、

浜本知寿香先生による経済学部の授業風景

本学の先頭を切って大幅なカリキュラ

ム改革を実施しました。基礎教育の語

学科目が1年次から4年次まで通して

履修可能となり、また、開講科目の大幅

な拡大、自由な科目履修など学生の主

体的な学習を可能にしました。

当時の経済学科では、1年次から少

人数制の演習科目を充実し、国際化に

対応し「地域経済研究」科目を充実す

るなどの改革をしました。

経営学科では、多様化する学生の

ニーズに応え、国際化や高度情報化に

対応するきめ細かな科目を開講しました。

経済学部はその後も改革を継続し、

平成12(2000)年 度には経営学部 (経

営学科・企業システム学科)が、平成13

(2001)年度には環境創造学部が分

離独立し、また、経済学科を社会経済

学科と現代経済学科に改組し、時代に

即したカリキュラムで運営しています。

法学部における
カリキュラム改革の理念

法学部では、「専門的な知識と思考

判断力の体系的教育」、「バランスのと

れた見識と教養の育成」、「情報の発

《とイ

分

み

■

昭和 47(1

昭和 54(1979)

オ
ヽ匈

タ
ヤ
ヾ
‘ハ
■
ヤ

教
養
教
育

科

日
と
専
門
教
育
科
目
を

一本
化
し
て

、

１
年
次
か
ら

４
年
間
を

関
連
づ
け
て
有

機
的
に
学
べ
る
シ
ス
テ
ム
に
。
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英文による法学部のガイ
[1996-1

情報教室での授業風景

信能力と という目標を

設定して、カリキュラム改革を実施。具

体的には、体系的な専門教育を実現

するため、1年次に「入門演習」、2年次

に「基礎演習」を新設し、1、 2年次の早

い段階から専門教育を開始して、3、 4

年次の「専門演習」へとつなげます。ま

た、教養教育科目の整理統合と社会科

学方法論などの多様な専門教育科目

や情報処理科目を増設しました。さらに、

各学科でも独自の取り組みがなされま

した。

法律学科では、高度な専門性と幅広

い視野の修得を目指して、特別法関係

や基礎法関係、社会学・経済学などの

専門教育科目群にグループ別選択履

修制を導入しました。また国際化に対

応するため英語教育の必修単位を増

やし、対応する科目を新設、英語および

第2外国語の重点的学習を可能にしま

した。

政治学科では、地域からの国際化と

いう学科理念に基づき、海外地域政治

研究 (欧州統合や中東問題など)を増

設して1年次から開講するとともに、国

際化に対応して語学教育の多様化 (コ

リア語など)を図りました。また現代行

政のニーズに応えるため、公共政策論

や行政過程論を新設しました。

「司法コース」の
リニューアルについて

法学部法律学科に「司法コース」が

導入されたのは、平成元(1989)年 のこと。

これまでのコース制実施の中で蓄積さ

れた経験をふまえて、平成10(1998)年

度から、従来の方式に代わる大幅な変

更が行われました。また同年度には、本

法律学科卒業生 (当時・大学院前期

課程1年生)が司法試験に合格する快

挙があり、翌年もまた1人合格者を出す

という快挙が続きます。このような中で

司法コースでは、平成11(1999)年 度

から、司法試験や国家公務員 I種、法

律職の公務員 (裁判所職員、労働基

準監督官、国会職員)、 司法書士など

の試験に必要な知識を習得する授業

を行い、さらなる合格を目指します。

リニューアル後の特色は、これまでは

2年の進級時に司法コースヘの選定を

成田守先生が教鞭をふるう
文学部の授業風景

決めていたものを、1年次の入学直後

に選考試験を実施すること。また憲法・

民法・刑法など法律主要科目は、専門

クラスを設け、少人数教育を行います。

さらに司法コースの1、 2年生には、全員

に法学研究所の研修講座の受講を義

務づけるなどの改革を行いました。また

平成14(2002)年 度からカリキュラムの

見直しをし、法律学科は4コースから3コ

ースにし、「現代社会と法」(演習)を新

設し、必修化しました。政治学科は2コ

036=大 束文化 大学創 立80周 年誌
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外国語学部ロバート・J・シグレー

先生の英語の授業

―スから3コース制

としました。

外国語学部
新カリキュラムの導入

外国語学部では、平成8(1996)年 4

月から新カリキュラムがスタートしました。

各3学科に共通する大きな改革点は、

それぞれ系列またはコース制を導入し、

多様化する社会および学生の要望に

対応したことです。

中国語学科では、将来日中関係の

各方面で活躍できる人材の育成・教育

を主軸に、中国語だけでなく中国の社会、

政治、経済、文化に関する科目も豊富

に盛り込みました。1、 2年次では、中国

語の基礎学力養成を狙いとするトレー

ニング中心の科目に重点を置き、3年次

には将来の進路なども考慮して、実用

中国語系、中国語学研究系、中国現

代文化系の3系列に分け、ゆるやかな

コース制を採用しました。

英語学科は、学生個々の将来の進

路を考慮した科目群を設け、英語学・

英語教育学、コミュニケーション・情報、

文化・地域の3コース制を導入しました。

日本語学科では、科目群を日本語学・

日本語教授法、日本文化・比較文化、

情報コミュニケーション、政治経済、地

域研究・地域言語、専門演習の5系列

に分け、学生各自の学習志向に沿って

選択履修できるようになりました。

文学部などの
新カリキュラム

平成3(1991)年 の文部省通達によ

るいわゆる「大学設置基準の大綱化」

に伴い、文学部でも教育課程の大幅な

刷新が行われました。これにより、教養

教育科目のより専門性を深めた新カリ

キュラムがスタートし、必修・選択。自由

科目に区分された基礎・専門・総合教

育の3教育科目群が、各年次に有機的

関連性を持って体系化されました。結

果として、各学科の専門教育科目の必

要取得単位数は、卒業要件の5割以下

になり、同時に進級規程と年間履修単

位数の上限規程も廃止されたことから、

学生は自由で主体的問題意識に即して、

多様な学問体系を履修できることとなり

ました。平成8(1996)年 に施行された

現カリキュラムは、多様で柔軟性のある

カリキュラム体系になった一方で、少子

法廷教室での授業風景

化や価値観の一層の多様化などにより、

新たなる再検討も迫られています。

一方、平成12(2000)年に書道学科

を増設しました。また国際関係学部では、

平成12(2000)年 4月から1年次にチュ

ートリアル(ホームルーム制)を設け、カ

リキュラムに加えました。

環境創造学部では、平成13(2001)

年創設されましたが、完成年次を迎え

る平成17(2005)年 4月に向けて、新た

にカリキュラム改正の検討を進めています。

Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
上

ァ

教壇に立つ小島麗逸先生

心は放て天地間、まなこはさらせ世の移り
=037

学
生
各
自

の
学

習
志
向
や
将

来
の
日
標

に
応

じ
て

自
由
に
選
択

履
修
で
き

る

柔
軟
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
体
系
を
採

用
。

拶ぐ

0(ダ

o° おヽ

ジ
が
・ヽ″ドド

■P
oV｀  く

¬

K

ド



本
学
の
質
的
水
準
向
上
と
学
内
の
個
性
化

・活
性
化
を
図
る
た

毎
年
、
多
様
な
入
試
制
度
を
検
討
し
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

目
指
し
た
、入
試
改
革

婦講姉』の理念▲【”〕▼

さ
ら
な
る
質
的
向
上

有為な人材確保のため、毎年多

様な入試制度を推進してきましたが、

18歳人日の減少に伴い、本学ヘ

の志願者が平成4(1992)年 度の4

万5,019人をビークに平成11(1999)

年度には1万4,719人にと大幅に減

少しました。

平成11(1999)年 より、入試改革

をするために「入試プロジェクト」を

つくり、「わかり易い入試」を合言葉に

一般入試・推薦入試等について全学

規模の見直しをした結果、

新たに自己推薦入試

を導入することに

しました。また、

平成 13

(2001)

年度からは、

センター入試

を導入しました。

大学案内(CROSSING)

についても「高校生からみた大学

案内」をコンセプトとして作成した結果、

合格発表風景平成9(1997)年 2月

平成13(2001)年 度、サンデー毎日「パ

ンフレットランキング」でベスト20位に入

りました。

平成12(2000)年 からは、教員・事務

職員による「入試アドバイザー制度」を

発足し、高校訪間を実施しています。

これらの結果、平成15(2003)年 度

の一般入試の志願者数は1万 7,594人

に増えました。また、推薦入試も微量で

すが、毎年志願者が増えています。

平成21(2009)年 の全入の時代を迎

えるにあたり、さらに入試改革と大学改

革を実施し、有為な人材確保を目指し

ます。

独
自

の
入
試
制
度

と
新
た
な
試

み
を
採
用
し

、

高
度
な

能
力
や
多

彩
な
才
能
を

も

つ
人
材
を

発
掘

。

本
学
の
受
験
希
望
者
や
そ
の
父
母
を
対
象
に
、

毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
を
開
催
し

キ
ャ
ス
ハ
ス
見
学
会
を
開

創
報鯰
行
事
と
し
て

学校案内などに熱心に見入っていた 東松山校舎大会議宣で模擬授業を受ける

本学では、東松山校舎を中心に平

成12(2000)年 度から6月、7月の毎土

曜日に実施してきました。その内容は、

教員による模擬授業・学科別個別相談

や入試アドバイザーによる入試概要の

説明のほか、現役学生たちによるキャン

パスツアーなど毎年趣向を凝らして、高

校生の要望に応じています。

高等学校の進路指導部も大学に入

ってからのミスマッチを防ぐため、キャン

パス見学会に参加することを奨励して

いるところもあります。

平成14(2002)年 度は、キャンパス見

学者のうち6割以上が実際に受験する

など入試広報のうえで重要な意味を持

っています。

体
験

授
業
や
キ
ヤ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
を

通
じ
て

、

入
試
広

報
は
も

と

よ

り

、
本
学

の
魅

力
を

Ｐ
Ｒ
。

書
道
教
室
で
書
道
体
験
を
受
講
す
る
、

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
に
訪
れ
た

高
校
生
と
そ
の
父
母

大学による高校生・保護者を対象と

した説明会の実施内容が、ここ数年の

間に大きく変化しています。専門業者

による説明会形式から、各大学で独自

の「キャンパス見学会」を企

画し、全国の高校生を集

めて、高校生自身に

体験させる形式

の説明会が定

着化しつつ

あります。

高校生が大学に

直接行き、周辺の雰囲

気を知り、直接在学生に学生生

活について話を聞くことが、大学受験

の志望校の決定に大きく作用しています。

■■■D
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本
学
の
今
後
の
授
業
内
容
お
よ
び
教
育
方
法
の
改
善
を
進
め
る
た
め

「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
結
果
報
告
を
続
け
て
い
ま
す
。

弱
毅
育
と
学
生
による

授
業
評
価
を
考
え
る

ぶb
er●
‐

▲ウ`
‐
.′

謂
や
や Ｆ
／
Ｐ
ｓが

本学全学部全学科とすべての教員

を対象にした、本学初めての「学生に

よる授業評価アンケート」が、平成12

(2000)年 12月 4日から16日までの間で

行われました。大学院を除き、非常勤

講師を含めた全教員が参加

し、2,808科目で実施。この授

業評価は、「大東文化大学

学生による授業評価実施委

員会規程」第1条の「自己点

検・評価の一環として授業

に対する学生の率直な意見

を聴取し、今後の授業内容

および教育方法の

改善を進める

そもそも

本学で自己

点検・評価活動

が本格的に開始さ

れたのは、平成3(1991)年

頃からで、これは文部省などの「大学

設置基準改定」による、各大学に自己

点検・評価を行い、その結果を外部に

公表することを「努力義務」として規定

した政策動向に対応し

たものでした。その後、

平成6(1994)年に「大

東文化大学自己点検お

よび評価規程」「同・施

行細則」が制定され、全

学、学部学科などの各段

階の点検・評価委員会が

組織されました。

一方、学生による授業

評価については、平成 11

(1999)年 度から教授会を中

大学教育と授業評価を考える

フォーラムのアンケート用紙と報告書

部から8人の教員を選んでプロジェクト

チームを作り、同年12月 に一部の学部

でテスト的に行われました。その結果を

平成12(2000)年 3月に学長に答申。そ

れを受けて同年7月に「大東文化大学

熱い議論が交わされたフォーラムでの一コマ

学生による授業評価実施委員会規程」

が制定され、同年12月の「学生による

授業評価アンケート」の実施に至ります。

本学初の学生による授業報告アンケ

ートの結果報告は、翌平成13(2001)

年6月 に完成。その結果を授業にどう

生かすかをテーマに、教員と学生両パ

ネラーによる「大学教育と学生による授

業評価を考えるフオーラム」が、7月に東

松山と板橋の両校舎で開催されました。

東松山校舎では150人ほどの学生が、

板橋校舎では約100人の学生が参加

して、学生と教職員が共に授業の在り

方を語り合い、大学の授業や教育方法

の改善に役立てるという新しい試みが

行われたのです。この「授業評価フォ

ーラム」は、平成13(2001)年 度の授業

評価アンケートの結果報告を受けて、

平成14(2002)年 にも開催され、再

び板橋、東松山両校舎の会場で意見

が交わされました。そして学生参加の

大学づくりと授業評価フォーラム定着

への一歩が進められ、平成15(2003)

年も続けて前期中に実施されました。

授
業
に
対
す

る
学
生
た
ち

の
率
直
な
意

見
を
集
め
、

学
生
参
加
に
よ
る
大
学
づ
く

り
を

推
進

。

授業評価アンケートについて
意見を述べる学生

調査結果は分厚ヽ

(写真は2000・ 2001年 度版) に論議されていて、同年7月に各学

心は放 て天地間、まなこはさらせ llしの移う ● 039

註
一゙
〓ご
∫
瞥
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ため」に行われたも

のです。
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平
成
６

（１
９
９
４
）
年
、
学
内
の
合
意
を
得
て
、
自
己
点
検
お
よ
び
評
価
規
程
が
制
定
さ
れ
、

全
学
規
模
に
よ
る
具
体
的
な
点
検

・評
価
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

勢
幕識
史
・

評
価
規
程
を
制
定

平成3(1991)年 7月の

文部省による「大学設置

基準の大綱化」の中に

「自己点検および評価に

関する条項」が規定化さ

れたことに伴い、本学内

でも自己点検・評価体制

についての検討・審議が

重ねられてきました。足

掛け4年にわたる審議を

経て、平成6(1994)年 6

月に学内合意を得、同年

7月の大学評議会、学園

理事会の議を経て、「大

東文化大学自己点検お

よび評価規程」が制定さ

れました。

具体的な点検・評価

活動は、同年11月から全

学規模で開始され、本学

事業計画と連動して行われました。本

学の「理念・目的」「教育課程」「学生

の受け入れ」「教員の研究組織と研究

活動」など、数多くの項目について相当

な労力と時間を費やし、現状把握や

分析・評価が行われました。平成10

(1998)年には『大東文化大学の現状

と課題』『大東文化大学の分析と評価』

という2冊の報告書がまとめられ、学内

外に公表されました。

その後、この自己点検・

評価活動を主観的な評

財団法人大学基準協会から認定を受け付与された
本学の「大学基準協会会員証」

絶
え
ず

大
学

の
改
革

・
改
善

に
努
め
、

大
学

の
質

を

維
持

・
向
上
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
に
。

価に終わらせないために、学生参加の

評価体制を取り入れる検討と同時に、

大学基準協会の「相互評価」(同協会

が個々の大学を対象に行う第三者評

価で、日本において最も権威ある大学

評価)を受けることを全学の方針として

確認します。関連規程を改定し、直ち

に作業が開始され、平成13(2001)年 8

月に『大東文化大学自己点検・評価報

告書』を完成。その他の資料とともに大

学基準協会に提出し、「相互評価」を

受ける運びとなりました。

平成14(2002)年 3月8日、本学は「相

互評価」の適格認定を受け、次いで同

年12月に同協会より正会員証とともに

総合評価・認定の認定マークの送付を

受けました。平成8(1996)年 度以降認

定を受けた大学は、本学を含め全国で

95大学。また認定を受けた大学は、3年

後に「改善報告書」を提出しなければ

ならず、さらに7年ごとに「相互評価」を

受け、絶えず改革・改善に努め大

学の質を維持・向上

させるというシステム

になっています。本学に
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″大東文化大学の現状と

課題については、数年毎に
評価報告書としてまとめられる おいても、すでに改革・改善

計画が実行に移されています。

大学基準協会正会員証

人 東 文 化 人 γ 殿

早咸∫4年 |:

財口法人

会 長

大学基準協会 ´

大 南 正 ボ
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埼
玉
西
部
地
域
の
１７
大
学
が
協
力
し
て
、
教
育
研
究
の
高
度
化
と
交
流
の

進
展
を
図
り
、
さ
ら
に
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す

．

模
索
す
る
　
　
　
」』
Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

「教研
鋸醐
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
結
成

埼玉県西部地域にキャンパスをもつ

17大学の参加による「彩の国大学コン

ソーシアム」が、平成13(2001)年 10月

15日に結成されました。これは、各大学

が協力して教育研究の高度化と交流

の進展を図り、学生に価値の高い修学

の場を提供するのがねらいです。また、

生涯学習や産学官の交流を進め、地

域社会との連携を深める目的もあります。

参加大学は大東文化大のほか、跡

見学園女子大、埼玉医科大、十文字

学園女子大、女子栄養大、城西大、尚

美学園大、駿河台大、西武文理大、東

京家政大、東京国際大、東京電機大、

東邦音楽大、東洋大、文京

学院大、明海大、立

正大の17大学。

まず、

大学の修

得単位互換と

公開講座の共同

開催は、平成14(2002)

年度からスタート。同年度

の本学学生による単位互換履

書
の ^

セξ7Qモ_、
L`れ、̂`
_―し、、、ちSべ
i:れ
`

学
生
に
価
値

の
高

い
修
学

の
場
を
提
供
。

ま
た
生
涯
学

習
や
産
学
官
と

の
交
流
も
推
進

。

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
改
正
」
の
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
配
慮
義
務
を
受
け
て
、
本
学
も
委
員
会
を
結
成
し
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

基
本
規
則
始
動

平成13(2001)年 10月に結成された
「彩の国大学コンソーシアム」友好交流に関わる協定書

アル・ハラスメントに対する指針実施準

備委員会」と改称して検討を進めました。

修生の申請者は3人、他大学からの本

学への申請者は11人でした。

参加大学は、今後、埼玉西部地域の

隣接大学を含めさらに増える見込みと

予想されます。

「セクシュアル・ハラスメントのない学園をめざして」
と題した報告書

翌平成12(2000)年 2月 23日の理事会で、

①セクシュアル・ハラスメント対応基本

規則②セクシュアル・ハラスメントに関

する指針 (ガイドライン)③セクシュアル・

ハラスメント防止委員会規程④セクシ

ュアル・ハラスメント問題調整等委員会

規程の4規則が制定されました。これ

らは、本学において個人の尊厳を確保し、

男女平等を実現するために、セクシュ

アル・ハラスメントが根絶されることを期

した施策を定めたものです。この規則

が施行された同年4月 1日以来、各委員

会は各種講演会や研修会の開催、セ

クシュアル・ハラスメント防止のためのア

ンケート活動などを継続展開しています。

本
学

に
お
け
る

、
個
人

の
尊
厳

の
確
保

と

男
女

平
等
を

実
現
す

る
た
め
の
施
策

。
ス

対
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に

К
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レ・ノ
琳
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‐後、
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る
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の

す

本
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彬
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的作業に対応できるよう、「セクシュ
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平
成
１０
（１
９
９
８
）
に
開
催
さ
れ
た
連
続
講
演
会
で
は
、
多
数
の
教
職
員
や
学
生
が
参
加
し
、

大
学
の
現
状
と
本
学
の
未
来
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

「大

　

育
の
現
状
と
未
来
を
考
え
る

連
続
講
演
会
」を
４

に
わ
た
り
実
施

平成10(1998)年の6月 16日から7月

16日の間、全4回にわたり「大学教育の

現状と未来を考える連続講演会」が開

催されました。いずれも授業が終了し

た午後5時から始まり、毎回、多方面で

活躍する方々が講演。会場には多数

の教職員や学生が参加し、また講演後

は活発な意見交換や討議が交わされ

ました。

第1回目は6月 16日、

板橋校舎1号館の教室  .

を会場に、「大学への注文」・

というテーマで、倉橋政道氏

(埼玉県立伊奈学園総合高等

学校校長)と千野信浩氏 (週刊

先に発表した中間報告の「21世紀の

大学像と改革方策について一競争的

環境のなかで個性が輝く大学」を中心

に講演。また山岸氏は「国は大学の改

革を本気で求めており、21世紀に向けて、

第3回講演会、
テーマ「大学の未来と教育改革を考える」
寺崎昌男氏 (桜美林大学教授・前本学園理事)

第2回講演会、
テーマ「大学教育の将来と私立大学」
戸田修三氏 (日本私立校振興・共済事業団
理事長)

個々の大学が今こそ本気で自己改革

に:取り組まなくてはいけない」と言吾りまし

た。大会議室の会場には、前回を上回

る約90人の教職員と学生たちが詰め

掛け、熱心に講演に耳を傾けていました。

第3回目は7月 9日に、板橋校舎1号館

の教室を会場に「大学の未来と教育

改革を考える」と題して、寺崎昌男氏 (桜

美林大学教授、前本学園理事)が講演。

「私大では、教養知識だけでなく、母校

の個性や良さを学生たちに教えることも

大切」と指摘しました。

最終回の第4回目は、7月 16日に板橋

校舎1号館の教室を会場にして、「大

東文化大学の改革についての問題提

起」というテーマで、諏訪義英学長と小

林敏男日本文学科教授の話を軸に討

議が行われ、この連続講演会を終了し

ました。

第2回 講演会

テーマ「大学改革の現状と
大学教育の未来」
山岸駿介氏 (多摩大学教授
元朝日新聞編集委員)

ダイヤモンド記者)が講演。講演終

了後は、会場に出席した約70人 の教

職員から、活発な質問が飛び交いました。

第2回目は7月 2日、五十周年記念館

の大会議室が会場で、

「大学教育の将来と

私立大学」のテーマで

戸田修三氏 (日 本私立学

校振興・共済事業団理事長)

が講演し、「大学改革の現状と

大学教育の未来」というテーマで

山岸駿介氏 (多摩大学教授、元朝日

新聞編集委員)が講演し

ました。戸田氏は、自

身も委員となって

いる大学審

議会が

1回講演会、

テーマ「大学への注文」
倉橋政道氏 (埼玉県立伊奈学園
総合高等学校校長)

ロ

新
世
紀
に
む
け

、
個

々
の
大
学
が
本
気
で
自
己
改
革
に
取
り
組

む
時
。

私
大

で
は
、
母
校

の
個
性
や
良
さ
も
学
生
に
教
え

る
べ
き
。
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闘
　
部
に、

企
業
シ
ス
テ
ム
学
科
を
開
設

経
済
と
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
進
展
す
る
現
代
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
、

平
成
１２
（２
０
０
０
）
年
、
経
営
学
部
に
新
た
に
企
業
シ
ス
テ
ム
学
科
を
開
設
し
ま
し
た
。

平成12(2000)年 度4月から、従来の

経済学部経営学科を改組して、新たに

経営学部が開設されました。この新経

営学部は、経済と企業のグローバル化

が急速に進展する現在において、本学

の「東西文化の融合」という建学の精

神を再認識しながら、経営学、会計学、

経済学と情報科学におけ

る実践的教育の充実を図

り、現代社会の要請に積極

的に応えることを目的として

スタートしました。

同学部は、「経営学科」

そして新しく開設した「企

業システム学科」との2学

科で構成されます。さらに

経営学科は「経営コース」

と「会計コース」に、企業シ

ステム学科は「ビジネス・シ

ステムコース」と「企業情

報システムコース」に分か

れます。

「企業システム演習 I
(永田清ゼミ)」 では、インターネットの
利用とその問題点を研究している

(経営学部)

経営学部の特色としては、経営学、

会計学、情報科学、経済学などに関す

る基礎的教育の充実、実践的な問題

解決能力の獲得、インターンシップを取

り入れた外部組織との情報交流授業、

高度な情報リテラシーの育成、実践的

外国語運用能力の修得、豊かな教養

首藤禎史先生による広告論を学ぶゼミ学生

教育の実践となっています。

経営学科では、経営学、会計学、商

学および情報・システムの諸科目からな

り、特に経営学・会計学分野の充実に

特徴のあるカリキュラム。また企業シス

テム学科では、経営学、情報・システム

と会計学および商学の諸科目からなっ

ており、特に経営学における意思決定

と情報・システム分野が充実したカリキ

ュラムになっています。

さらに経営学部のカリキュラムの特

徴は、まず公認会計士、税理士、中小

企業診断士、情報処理技術者、社会

保険労務士などの資格を取得する上

での対応科目も充実しており、時代の

要請の多いスペシャリスト育成に備え

たコース編成となっていること。また、

「理論経営学」とともに現実を踏まえた

「実践経営学」も体得できるよう、実際

に経営現場に携わる企業経営者や経

営コンサルタントによる講義、また企業

現場の実習やインターン制度を取り入

れたこと。そして、学生自身の自己認識

や自己啓発が促されるよう、少人数教

育のゼミナールを1年次から行うなどの、

多彩なカリキュラム構成になっています。
ヽ

よ
り

実
践

的
教
育
を
充
実

し
て

、

時
代

の
要
請
に
積
極
的
に
応
え
る
た
め
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
構
成
に

。
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経
営
学
部
開
設
に
伴
い
、
経
済
学
部
で
も
改
革
全
体
会
議
を
行
い
、

平
成
１２
（２
０
０
０
）
年
度
よ
り
「
社
会
経
済
学
科
」
「
現
代
経
済
学
科
」
の
２
学
科
体
制
で
ス
タ
ー
ト
．

辞脚糧
封
鰤

経
）鳩
学
部
を
社
会
経
済
学
科
と

現
代
経
済
学
科
に
改
組

平成11(1999)

年9月 に、文部省

に申請していた

本学の環境創造

学部の設置が翌

年 12月 に認可に

なったことと、同

年 12月に経営学

部の開設も認可

になったことに伴

い、経済学部においても、従来の経済

学科を見直す方針が理事会で正式に

承認されました。これを受け、経済学部

では改革全体会議を中心に議論を行

い、経営学科の改組と同様に平成13

(2001)年 4月 から、従来の経済学部

を「社会経済学科」と「現代経済学科」

の2学科体制にしてスタートすることが

決まりました。

経済学部の原田喜美枝先生の「基礎演習」風景

新しい経済学部の教育方針は、「少

人数教育」のもとで、学生に学ぶ手ご

たえを与え、主体性をもった人材の育

成を目標とします。また、新設の「現代

経済学科」は、現実の経済的諸問題

への有効な解決策を見いだす視点を

基本に据えて、数量的分析を相対的に

重視する学科とします。一方、従来の

経済学科は、これまでの伝統を継承し

つつ、いわゆる「経済現象」だけにとど

まらず、社会を総体として見る視点を重

視し、社会思想や歴史的研究、さらに

は国際的・地域的研究をも重視するこ

現
実
の
経
済
諸

問
題
の
分
析

・
解
決
を
重
視
す

る

「
現
代
経
済
学
科
」
。

経

済
を

歴
史
や

思
想
、
国
際
的
視
野
で
研
究
す

る

「
社
会
経
済
学
科
」
。

アジア地域の経済発展と
国際関係について学ぶ
(永野慎―郎ゼミ)

ヽ

ととして、新しく「社会経済学科」

という名称に変更してスタート

することになりました。

社会思想一環境思想の系譜に
ついて教鞭をふるう馬場靖雄先生 (経済学部)
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新
世
紀
に
向
け
、
社
会
的
変
化
と
時
代
の
要
請
に
応
え
た
社
会
科
学
系
新
学
部
と
し
て
、

平
成
１３
（２
０
０
１
）
年
、
環
境
の
世
紀
を
担
う

「
環
境
創
造
学
部
」
が
開
設
し
ま
し
た
。

針脚糧
劇
ツ

環
境
創
造
学
部
環
境
創
造
学
科

開
設
・新
人
間
環
境
宣
言

ヽ

「環境創造フォーラム創立大会」で
講演を行う堂本暁子千葉県知事
平成12(2000)年 10月 27日

私大の経済学部は、日本の

高度経済成長の人材供給源と

いう社会的役割を果たしただけ

でなく、私大経営においても非

常に大きな位置を占めてきました。

本学においても、経済学部の学

生が在学者総数の45%強を占 壼
めていた時もありました。しかし、

折からのバブル崩壊や今日に至

る閉塞感を伴う長期不況、世界

的な規模の自然破壊と環境保護機運

の台頭、さらに少子高齢化といった社

会構造の急激な変化は、順風に見えた

私大運営にも大変革を迫りました。この

ような時代背景のもと、平成10(1998)

年1月、経済学部経済学科の抜本的再

編を推進する機関として、「経済学科

再編実行委員会」が学科内に

設置されることとなりました。

同委員会が打

ち出した

再編構想のもと、

21世紀に向けて社会的変

化と時代の要請に応えた社会科学系

新学部として、「環境創造学部」設立

構想が提起され、平成11(1999)年 6月

に理事会で正式に設置が認められまし

た。大学サイドでも了承され、同年9月に

文部大臣に申請。平成12(2000)年 12

月に認可され、翌13(2001)年 4月に開

設し、189人の1期生を迎えて、[環境の

世紀]を担う新学部が発足しました。

環境創造学部は1学科制で、入学定

植野―芳ゼミ(環境創造学部)の「社会科学入門」

員は1学年165人。「より良質の人間環

境の創造」という視点のもと、人、モノ、

カネを活かし循環させる視点に立って

「地球と人間社会を考え働く市民の育

成」を教育目標とする学部です。専門

教育は、「都市環境」「福祉環境」「地

球環境」の3コースで、2年次後期より各

コースに分かれます。

都市環境コースでは、日本

の土地・住宅問題、都市

計画、都市行政、地

域研究、町づくりの

ソフト・ハード

鯨    面を学び

ながら、現代

人の協同生活世界

´́.イ  としての都市、アメニテイー
‐
  都市の創造を担える人材を養成し
ます。

福祉環境コースでは、障害者と健常

者がともに快適に暮らせる「ノーマライ

ゼーション」という課題に取り組み、介護、

リハビリの演習や現場実習、また福祉

制度や福祉ビジネス・マーケットなどを

学ぶことにより、福祉環境を総合的にマ

ネジメントできる人材を養成します。

地球環境コースは、「持続可能な循

環型経済」という視点から、地球環境、

消費者と環境問題、エコ・ビジネスや環

境会計を学習の柱に据え、企業や自治

体で必要となるエコ・ビジネス、エコ・マ

ネジメントに通じた人材を育成します。

ヽ

♂ ‐十書

よ
り
良
質

の
人

間
環
境

の
創
造
と
い
う

視
点
の
も

と

で

、

地
球
と
人

間
社
会
を
考

え

て
働
く
市
民
育
成
を
教
育

目
標
と
し
ま
す

。

046=人 束文化 大学創立 80周 年誌

ヽヽ
．

夕
　
／

」

■ ・■

ワ

懸
鸞

ヽ
、
、

ヽ

ノ

ヽ /

―静

■



法矛
ｌ
ロ

サ
イ

新
設
さ
れ
た
環
境
創
造
学
部
に
よ
る
、

自
然
保
護

・リ
サ
イ
ク
ル
事
情
研
修
。

ア
メ
リ
カ
で
実
際
に

環
境
保
護
を
目
的
に
都
市
計
画
を

実
践
す
る
街
を
見
学
し
ま
し
た
。
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ヒ
、イ″

マーフリーズボ回の下水処理施設を
見学する環境創造学部の学生たち

ヽ

平成13(2001)年に開設された環境創

造学部の第1回内外自然保護・リサイクル

事情研修が、同年9月 9日から20日まで、アメ

リカ合衆国テネシー州のマーフリーズボロ

とチャタヌーガを中心に実施されました。研

修参加者は、1年生11人。

研修地マーフリーズボロは、実質的な研

20カ所に及ぶ施設訪問体験で

環境保全分野を広範囲に

カバーした充実した内容に。

マーフリーズボ回の下水処理施設を見学した、
平山義康先生 (後列左)、冨田祐一先生 (後列右)と学生たち、

そして施設の関係者とともに記念撮影

修受け入れ先となったミドルテネシー州立

大学 (MTSU)の 所在地。またチャタヌー

ガは、電気バスの運行と都市再生計画で

有名な市です。研修訪間先は、省エネル

ギーセンター、下水処理施設、廃棄物の埋

立地、農業センター、低公害車の研究室、

石炭の露天掘り現場、電気バス会社、水

族館、政府機関、銅鉱山跡地、自然保護

関係のNGO、 野生動物保護センター、水

力発電所、都市計画センターなど20施設

にも及び、それらの施設では大気汚染など

の公害防止や自然保護などの分野の専

門家から説明を受けました。相当高度な

内容もあったものの、学生たちは興味深く

聞き入り、環境保全分野を広範囲にカバー

できる充実した研修内容となりました。

なお、研修3日目の9月 11日にはアメリカ同

時多発テロが起こり、研修への影響が懸

念されましたが、予定通り無事帰国するこ

とができました。
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畷
杯
〓
ｍ
を
世
界
の
一
言
語
上
文
化
と

と
ら
え
る
日
本
語
学
科
開
設

平
成
５
（１
０
０
３
）
年
開
設

「
日
本
語
学
科
」
は
、
日
本
語
学
・日
本
語
教
育
学
を
機
と
し
な
が
ら
．

世
界
に
向
け
て
日
本
の
姿
を
害
観
的
に
語
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
■
成
を
目
指
し
ま
す
．

柏木成章ゼミ
(外国語学部。日本語学科)
風景の一コマ

)

ヽ ‐

本学に日本語学科が開設したのは、

平成5(1993)年 度のこと。それまで外

国語学部の日本語教育・日本語学関

係の授業は、長らく同学部所属の教員

が行っていました。しかし時代の進展

に伴い、日本語関係教員の間で学科

設立の気運が高まり、外国語学部内で

準備を進めた末、学内手続きを経て文

部省に申請するに至りました。

日本語学科設立の理念は、外国人

のための日本語教師養成という狭義の

目的だけではなく、従来の日本語。日本

文化に欠けていた側面に新しい光を

当て、日本語を世界の一言語・一文化

として客観的・相対的に見られる限を

養うこと。そしてその成果が、日本の学

校教育にも社会教育にも

還元され、同時に世

界に向けて日本の

ダ
|

姿を客観的に

語ること

のできる

人材を養

成するこ

とにあります。こ

れからの国際社会で要

求される「日本の生き方」を追

求する契機になるものとして、本学の日

本語学科の設立に至りました。

そのカリキュラム構成は、日本語学、

日本語

教授法、言語

学を中心に、それら基

礎教育科目に有機的に関連す

る日本文化、コミニュケーション、地域研

究なども取り入れました。さらに日本人

学生には、中国語または英語、外国人

学生には、日本語の科目を十三分に取

り入れ、また4年 間一貫して少人数演

習指導体制とするなどの新機軸を盛り

込んだ内容としました。

昭和60(1985)年度ころから他大学

でも日本語学科創設の動きがあり、あい

ついで認可されてきました。日本語学

科のある大学はすでに20校を数えます。

結果的に本学の認可が最後となりまし

たが、一方で日本語教師養成を主な内

容とする大学院が認可されてきています。

それだけに日本語学科に課せられた

期待は大きく、学科の存在理由や独自

性も厳しく問われることになります。

日本語学科の設立理念は、当初から

変わらぬものとして、今後も日本語学・日

本語教育学を核とし、教育内容のいっ

そうの充実。発展を目指して絶えざる前

進を続けていきます。

日本文学概説を教える蔵中しのぶ先生

今
後

の
国
際

社
会

で
要
求
さ
れ
る

「
日
本
の
生

き
方
」
を
追
求
す

る
契
機
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
。

ヽ

教壇に立つ田口悦男先生
(外国語学部・日本語学科 )

048=大 束文化大学創立 80周 年誌
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強
い
要
望
に
応
え
て
、
平
成
１２
（２
０
０
０
）
年
度

一書
道
学
科
」
が
開
設
。
こ
れ
に
よ
り
、

伝
統
あ
る

「大
東
書
道
」
の
教
育
と
研
究
が
一段
と
充
実
し
、
推
進
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

漢
・
　

化
お
よ
び
仮
名
文
化
に

立
脚
す
る
国
内
初
の
書
道
学
科
ス
タ
ー
ト

近年の日本の伝統文化に対する

国際社会の関心の高まりや、本学

内外からの強い要望に応え、平成

12(2000)年 4月、本学文学部に国

内初の書道学科が開設されました。

書道学科設立の目的は、漢字文化

および仮名文化に立脚する書の本

質を、伝統的視点、社会的視点、国

際的視点、未来的視点などの幅広

い視点から解明し、歴史、理論、技法、

表現などを組織的に考究しようとい

うものです。

「書道学」は、本学の前進である「大

東文化学院」[大正12(1923)年創

設]以来重視し教育・研究してきた

分野で、書道研究所は、書道の振

興と充実。発展に中心的な役割を

果たしてきました。また開設前までは、

日本文学科、中国文学科、教育学

科の学生に対して書道が履修でき

るようにしており、毎年約100人前後の

卒業生が高等学校書道教員免許状を

取得していました。この長い伝統と実

績の中で育ててきた「大東書道」の教

育と研究が、書道学科の開設によって、

一段と充実し推進できることとなりました。

書道学科は、「書学・書道史」「美学・

美術学」「書法研究・作品制作」を中

心に、書道学の各領域の教育と研究を

/ト ー

Jr

学書道学科設置を襦う急

「大東文化大学書道学科設置を祝う会」で
あいさつを述べる須藤敏昭学長

楷書法1の授業を行う田中裕昭先生

通して、伝統文化の尊重と発展に努め、

創造性に富んだ人間性豊かな人材の

育成を目指します。本学科には「書学

コース」と「書コース」の2コースを設け、

書道学に関する教育と研究に必要な

授業科目を設置し、その研究が基礎か

ら発展へと組織的かつ段階的に進め

られるようカリキュラムを編成。「書学コ

ース」では書の研究と制作にも見識を

もった書学・美術学などの研究者の育

成を、「書コース」では、書学・書道史、

美学・芸術学にも見識をもった書作家

の育成を目指します。

創立80周年には、ちょうど

4年生までの学生が揃い

ます。現在は、海外 (中

国)での研修や

国内博物館など

への研修、書道

用具用材の加工演

習、コンピューター・アート研

究などの実習科目や実作ゼミ、書

学ゼミなどの多彩なカリキュラムに意欲

的に取り組み、また放課後の課外セミ

ナーや夏休みの合宿、学生の手による

ゼミ展、歓迎展、自主グループ展など、

実り多い活動も盛んに行われています。

高城弘一先生による
授業の様子 (文学部・書道学科)

ヽ

心は放て天地間、まなこはさらせ lltの 移め ● 049
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史
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表
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を
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法
学
部
政
治
学
科
の
開
設
か
ら
完
成
年
次
を
迎
え
、
さ
ら
に
充
実
し
た
教
育
課
程
を
目
指
し
、

大
学
院
法
学
研
究
科

・政
治
学
専
攻
博
士
課
程
の
増
設
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

蝉ｍ舞
瀕
ワ

政
治
学
科
に
平
成
６
（１
９
９
４
）
年

大
学
院
政
治
学
専
攻
を
増
設

よリー層優れた高度の専門的
職業人としての資質を高める

文部省による大学院の質的改善お

よび量的整備の方針を受け、本学でも、

平成3(1991)年 に法律学専攻博士課

程の増設、同5年に経営学専攻修士課

程開設など、既存の大学院の整備拡

充に努めてきました。そして、平成2

(1990)年に開設された本学の政治学

科が完成年次を迎えるにあたり、法学

研究科委員会と法学部教授会におい

て政治学専攻修士課程の新設に向け

ての検討が進み、準備委員会の設置

など具体的作業がなされました。

政治学専攻課程の教育目的は、学

部から大学院までの一貫した教育研

究体制のもと、よリー層優れた高度な

専門的かつ実践的な知識や理論を新

たに修得することによって、よリー層高

度な専門的職業人 (地域社会の政治

的リーダーや地方公共団体

の中核となりうる行政

マン)などの

養成 とそ

の資質を高めること

にあります。

法学研究科政治学専攻
博士前期間設

平成6(1994)年 4月、本学大学院に

法学研究科政治学専攻修士課程 (後、

前期課程に改組 )が開設されました。

これにより、すでに平成3(1991)年 に設

置している法律学専攻に加え、法学部

は両学科とも大学院の課程が設置さ

れたことになります。

政治学専攻課程の設立趣旨は、わ

が国が国際関係においても国内政治

においても構造的転換期を迎え、新し

い政治システムの構築、高度な専門的

知見を備えた中堅指導者の育成が肝

要であるという認識のもと、幅広い国際

的視野と激動する政治現象の専門的

分析能力の修得、ならびに的確な政治

的・行政的判断能力とリーダーシップ能

力の養成を図ることにあります。

このような趣旨のもとにカリキュラムの

基幹科目には、政治学、西洋政治思

想史、日本政治思想史、日本政治史を

設置し、内外政治システムの理論的・

歴史的分析能力を育成します。また国

際化時代に対応し、比較政治の分析

能力を養成するための近代化の東西

比較研究に重点をおいた教育と、現代

政治の動向を多角的構造的に分析し、

個々の政治・行政課題への適切な

判断力と政策形成能力の育成

を目指すため、具体的事

例研究を重視する

演習科目を充実

させた編

成で組ん

でいます。

この修

士課程の

教育目的・人材育成

の柱としては、第一に高

度な専門的職業人、具体的には

地方議会議員、地方公共団体の企画

調整・管理部門を担う中核的行政官の

養成。また、ジャーナリストや国際交流

を促進・支援しうる人材、専修免許状

取得高等学校教員の養成。それから、

社会人・有識者の再研修とリフレッシュ

教育の実施。さらに国際学術交流の

一環として、外国人留学生の積極的受

け入れ、母国の近代化のためのリーダ

ーの養成を主眼としています。

とくに社会人・有職者の受け入れを

めぐって、大学院に昼夜開講を導入し

法廷教室での

講義の様子

社
会
人
や
有
職

者

へ
の
再
研
修

、
生
涯
教
育
に
向

け

、

全

国
で
も
先

駆
的
な
試
み
の
、
昼
夜

開
講
制
を
実
施

。
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講義を行う東田親司先生

(法学研究科・政治学専攻 )

加藤普章ゼミ(法学部。政治学科)での一コマ

ました。こ

れは本学において

初めてであるとともに、全国

的にも先駆的な試みでした。また、本学

全体の国際化を促進するため、新たに

韓国の釜山外国語大学との学術交流

提携に向けた取り組みも行いました。

法学研究科政治学専攻
博士後期増設

平成6(1994)年 に開設された政治

学専攻修士課程が完成年次を迎える

にあたり、同年10月、法学部教授会に

おいて政治学専攻博士課程の新設に

向けた準備委員会が設置されました。

そして平成8(1996)年 、法学研究科政

治学専攻修士課程を博士前期課程に

改組し、その上に博士後期課程を増設。

これにより、法学研究科は法律学専攻

と政治学専攻がともに博士前期・後期

課程をもつことになり、学部教育

から大学院博士課程まで一

貫した教育研究体制が

整いました。

政治学専攻後

期課程の設

立趣旨は、

修士課程

設置の趣旨を

継承発展させること

を基盤にし、設立目的・入

材養成の柱として、専門的な政

策秘書や上級国際公務員など、広い

国際的視野と知識を有した専門的な

政策立案・企画能力を有する人材の

養成を目指します。外国人留学生を積

極的に受け入れ、母国の新しい国家

づくりにおけるリーダーとして活躍しうる

人材を養成し、政治学分野における国

際貢献を行います。また、各人の力量

をそれぞれの組織・集団の場で活かす

ことを希望する職業人の再教育を本課

程の重要な社会的使命とし、これには

修士課程の趣旨を継続して、昼夜開講

制を導入。さらに、博士前期課程終了

後、同分野について継続して研究を希

望する者 (後継研究者)の養成を重視

します。

カリキュラムの特色としては、政治学、

日本政治史、および日本政治思想史を

中心とした基幹研究分野とアメリカ・フ

ランス・ロシア・中国・東南アジアなどの

国際関係・地域研究分野、そして先進

国の行政と官僚制、都市政治と行動、

エスニック集団と多文化共存、マス・メ

ディアと政治などの現代政治研究分野

を充実した編成です。

教育指導体制では入学時のガイダ

ンスを徹底し、副指導教授を置いて協

同研究指導体制のきめ細かい履修指

導を行います。外国人留学生には、ティ

ーチング・アシスタント制度を導入。また、

政策秘書や国際公務員志望の学生に

は、アメリカのユタ大学大学院博士課

程 (政治学専攻)および同大学付属ヒ

ンクリー政治研究所への海外研修を

奨励します。

心は放て大地間、まなこはさらせ Lの移り ● 051

ヽ

よ

り
高
度
な
専
門
的
職
業
人
や
政
治
リ
ー
ダ

ー

の
養
成
を
柱

に

学
部
か
ら
大
学
院
ま
で

一
貫

し
た
教
育

研
究
体
制
が
整
い
ま
し
た

。

¬

|ヽ

′ `

[

墨議謗眸
‐
」

/  oL“ビロ
『
■
“
|■

鍛口
暉
‐

や

７

′

|■|



本
学
の
長
い
歴
史
と
伝
続
の
あ
る
書
道
教
育
の
中
で
、
待
望
久
し

「
書
道
学
専
攻
修
士
課
程
」
が
ス
タ
ー
ト
。
内
外
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
研
究
機
関
で
す
。

外
国

語
学

研
究
科

と

ア
ジ

ア
地

域

研
究

科
の
新

設

に
よ
り
、
外
国

ま
た
日
本
と
ア
ジ

ア
諸

国
と
の
交
流
を
担
う
人
材

の
育

成
を
教
育

し

ま

す

。

刺専攻
修

一回
有
す
る

平成12(2000)年 4月に開

設した文学部書道学科の

完成年次にあたり、その上

に書道学専攻の大学院修

士課程の設置が検討され、

平成15(2003)年 4月より文

学研究科書道学専攻修士

課程が開設されました。本

学の永い歴史のある書道教

育の中での待望久しい研究

機関のスタートで、学内から

はもとより、イ也大学からも

期待が寄せられ

ています。

カリキュ

ラムの特

徴は、

美の本質

に迫り、中国

書学、日本書学、中

国書法、日本書道の4つの

東松山校舎コミュニティギャラリーで開催された教員の書作展。
学生の父母らが多数訪れ鑑賞した

美

の
本
質
に
迫
り

、
書
学

・
書
法
を

広
く
考
察

研
究

。

留
学
生

を
交
え
、
活
気

あ
る
課
程

に
。

究
科
書
道
学

士
課
程
が
開

外
国
語
能
力

人
材
の
育
成

新
井
光
風
先
生

（文
学
研
究
科

・

書
道
学
専
攻
）
に
よ
る
講
義
の
様
子

体系を広く考察研究していくことを基

本科目に置き、さらに文化財の中から

平成11(1999)年4月に、

本学大学院に外国語学

研究科とアジア地域研究

科が新設されました。これ

により、本学の大学院は5

研究科9専攻となり、一段

と大学院教育が充実する

こととなりました。

外国語学研究科は中

国語学専攻、英語学専攻、

日本語学専攻で構成され、3専攻課程

とも外国語のスペシャ

リストと外国語教

教fi学

の養成・再

研修を教

育日標

としますЪ

外国語

学・外国語

からなる研

究科目を主軸にして、さ

らに高度な外国語コミュニケ

実習により、翻訳法・通訳法を

の研究資料の発掘やそれらの保存・修

復のための「文化財保存修復学特殊

研究」、「美術史特殊研究」を設けます。

関連科日として、日本文学、中国文学の

分野も設置します。

教育目的には、研究者の養成、作家

の養成はもちろん、大学教員、高等学

校教員の養成、中・高校教員の再研修

の場としても活用されます。一方、中国・

韓国・台湾などからの問い合わせもあり、

外国人留学生を交えた活気ある課程

が期待されています。

大月実先生 (外国語学研究科)による講義

学ぶ実践的なカリキュラムになっていま

す。また広く国際社会に貢献しうる人

材を育成し、社会的要請にも的確に応

えていくことを可能とします。

アジア地域研究科はアジア地域研究

専攻の1課程からなり、昭和61(1986)

年に開設された国際関係学部の教育・

研究をふまえ、深く専門分野を修得し、

地域言語をも理解した上で、日本とアジ

ア諸国との交流を担う人材の育成など

が設置の趣旨です。さらに平成13

(2001)年 4月、同研究科に博士課程

が増設されました。
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高
度
な

外
国
語
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
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シ
ョ
ン
実

習
な
ど

、

よ
り
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
に
。
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平
成
５

（１
９
９
３
）
年
、
経
済
学
研
究
科
に
経
営
学
専
攻
、
さ
ら
に
平
成
７

（１
９
９
５
）
年
に

博
士
課
程
を
増
設
し
、
経
済

・経
営
の
両
学
部
を
土
台
に
し
た
大
学
院
教
育
が
整
い
ま
し
た
。

経
一
　

部
・経
営
学
部
の
学
部
教
育
を
土
台
に

大
学
院
教
育
が
一層
充
実

大河内暁男先生

(経営学研究科)による講義

ヽ _■|

平成5(1993)年 4月、本学大学院経

済学研究科に経営学専攻が増設され、

経済学研究科は経済学専攻 (博士課

程前期課程・博士課程後期課程 )に

経営学専攻修士課程が加わり、経済・

経営両学科を土台として大学院教育

が実施されることとなりました。

経営学専攻では、社会の要請に応

じて経営・情報・会計に関する高度な

理論と技術的能力を備えた専門的職

業人の養成を目指してきました。また、

実社会で活躍中の職業人に高度な教

育の機会を提供することも重要な使命

としてきました。

さらに平成7(1995)年 4月には、同経

営学専攻修士課程に博士課程後期

課程を増設。設置の目的は、経済・経

営環境が急速に変化する中で、多様化・

高度専門化した企業経営に対応し、よ

り高度な学際的理論を備えた専門的

経営実務家を養成することにありました。

また、経済学専攻同様、優秀な留学生

の受け入れや社会人の生涯学習にも

対応してきました。

そして平成15(2003)年 4月には、経

済学研究科経営学専攻から独立して、

経営学研究科経営学専攻として開設

され、博士課程前期と後期が設置され

ました。

急
速

に
変
化
す

る
経
済

・
経
営

環
境
に
対
応
し

、

よ
り
高
度
で
専

門
的
な
経
営
実
務
家

の
養
成
を

目
指
す

。
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本
学
の
創
立
時
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
理
念
と
歴
史
を
誇
り
に
、
時
代
の
要
請
に
対
応
し
た

新
し
い
教
育
の
取
り
組
み
と
発
展
を
た
た
え
、
各
学
部
学
科
の
創
立
を
祝
う
行
事
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
一糧
Ψ
学
科
の
創
立
記
念
を
祝
う

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
、視
賀
会
を
開
催

経済学部創設
60周年記念事業

本学経済学部は、本学の前身で大

正12(1923)年 に創設された大東文化

学院時代に発し、昭和13(1938)年に

改組された本科第3部東亜政経科を

母体としています。平成10(1998)年 に

創設60周年を迎え、さまざまな記念事

業が行われました。

平成10(1998)年 10月 16日には、東

京・帝国ホテルにおいて経済学部創設

60周年記念講演と記念祝賀パーティ

ーが開催されました。水口弘一氏 (経

済同友会副代表幹事・野村総研顧問)

による「日本経済の現状と展望」と題す

る講演の後、引き続き記念祝賀パーテ

ィーを来賓など約240人を迎えて開催。

会場では鈴木一道学部長による、「経

済学部は昭和37(1962)年の改組以

来、経済学科・経営学科とも飛躍的な

規模拡大を遂げ、現在は5,000人の学

生を擁します。また大学院開設による

教育体制の充実も図られ、今後も時代

経営学科創設30周年記念祝賀会。
平成4(1992)年 12月 17日、
グランドヒル市ヶ谷

経済学部創設60周年記念祝賀パーティー。
平成10(1998)年 10月 16日、

帝国ホテル く」との言葉がありました。

また平成10(1998)年 11月 6日には、

本学経済研究所主催により「日本経済

に対応し、

社会のニー

ズに適応し

た教 育 体

制を図る意

向」という

挨拶や、諏

訪学長から

は「経済学

部 の環境

創 造 学 部

構想をはじ

めとする学

部・学科の

改組を含め

た改革こそ、

学部のみな

らず本学の

歴史に新し

い一歩を築

ｆ

夏

でヽ醸
ヽ
デ

弩
苺し

“

ルネッサンスー明るい未来を展望する

ために」と題する記念シンポジウムを板

橋校舎で開催。本学経済学部の山本

孝則教授と大杉由香講師による報告

発表の後、東京大学社会科学研究所

の橋本寿朗教授による講演が行われ

ました。

さらに平成11(1999)年 3月 1日には、

『大東文化大学経済学部創設60周年

記念論文集』が発行されています。

経営学科
創設30周年

本学経営学科が開設されたのは、

昭和38(1963)年 4月。その創設30周

年記念祝賀会が、平成4(1992)年 12

月17日に東京新宿のグランドヒル市ケ

谷において開催されました。祝賀会では、

中本博皓経済学部長や穂積学長、鈴

木理事長が「文科系総合大学として

発展してきた本学の中で、発足以来、

本学の大きな柱の一つとして成長して

きた学科であり、大学院新設の計画

[平成7(1995)年開設]もあり、今後の

発展が望まれる」などの祝辞を述べま

した。会場には来賓をはじめ、経営学

科OB・ OGら約200人が集まりました。

法学部創設
20周年記念講演

本学法学部が、平成5(1993)年 で

創設20周年を迎え、その記念講演会が、

同年6月 22日に東松山校舎記念講堂

で行われました。アメリカ合衆国ワシント

ンDoC.のアメリカン大学学長ミルステイ

ン法学部教授を講師に招いての講演で、

演題は「アメリカにおける刑事司法制

度概観」。

ミルスティン教授による講演は、アメリ

カの刑事裁判の仕組みを具体的かつ

詳細に説明し、アメリカの刑事裁判で

特徴的な陪審員制度について、留学

中の日本人高校生を射殺した容疑者

が無罪となった判例などをあげて受講

生の関心を集めました。

平成15(2003)年 は創設30周年を

迎え、学生や父母に向けて「あなたの

大
東
文
化
学
院
創
設
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
文
学
部

。

日
本
の
高
度
経
済
成
長
と
と
も

に
発
展
し
て
き

た
経
済
学
部

。
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文学部創設70周 .

平成5(1993)
年記念祝賀会。
年9月 20日、

池袋ホテルメトロポリタン

創

教育学科創立25周年記念式典。
平成9(1997)年 10月 11日、
グランドパレスホテル

法学部20周年記念祝賀会。
平成5(1993)il月 6日、
板橋校舎大学院棟大会議室

アイデアで法学部

をもっと元気に!」の懸賞論

文を募集するなどの記念アイデア

コンテストの企画を立てました。

文学部創設
70周年記念祝賀会開催

本学で最も古い歴史をもつ文学部

は、平成5(1993)年 9月 20日 で創立70

周年を迎え、同年11月 3日、文学部創立

70周年記念祝賀会が東京・池袋ホテ

ルメトロポリタンで、来賓や同窓生、現

役教員など約200人の出席者を集めて

―

盛大に開催

されました。

祝賀会は、

濱久雄文学

部長による開

会の辞で始

まり、佐藤学

長や鈴木理

事長の挨拶

の後、来賓の

方々の祝辞

が続きました。

また、その時

来日中だった

北京外国語

学院の王福

祥 院長が、

文学部創設

70周 年を祝

う自作の詩を

披露するとともに、北京外国語学院と

本学との10年に及ぶ交流がさらに続く

ことを願うと祝辞を述べました。
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教育学科創立25周年記念
シンポジウムと記念祝賀会

昭和47(1972)年 に開設された教育

学科では、平成9(1997)年 10月 11日に

創立25周年記念行事として、「子ども

は変わったか?これからの教育を展望

する」をテーマに記念シンポジウムを板

橋校舎1号館で開催しました。竹内常

一国学院大学教授など6人のパネリス

トが参加し、激変する現代社会で、現

在の初等教育を取り巻く環境や教育

の在り方などについて活発な討論が繰

り広げられました。

続いて同日の夕刻には、創立25周年

記念祝賀パーティーが東京・千代田区

のグランドパレス・ホテルで盛大に行わ

れました。会場には、来賓や全国から

駆けつけた卒業生や学園関係者、教

職員ら約180人が出席。卒業生と在学

生によるフルートとビアノ演奏で幕を開け、

挨拶や来賓の祝辞の後、退職した教員、

年度別卒業生による挨拶なども行われ、

終始祝賀ムードに溢れていました。

英米文学科創設
30周年記念祝賀会

昭和42(1967)年 に創設された英米

文学科の創立30周年記念祝賀会が、

平成10(1998)年 10月 17日 、御茶ノ水・

東京ガーデンパレスにて開かれました。

諏訪学長の祝辞で「漢学の伝統ある

本学に、西洋を学ぶ異色の学科の創

設であり、創設当時は教授の方々の並

々ならぬ苦労とご尽力があった」ことな

どが披露され、その苦難を乗り越えて、

現在の入学定員の増員や海外留学制

度など教育課程の充実、大学院の設

置など今日の発展に至ったことを称え、

今後のさらなる展望に期待したいと述

べました。祝賀会には、卒業生など120

人ほどが集まりました。また祝賀会に先

立ち、同日午後に板橋校舎 1号館で、

作家丸谷才一氏による「夏目漱石」を

テーマにした講演会を開催。丸谷氏に

よる漱石の秘密に迫る作品の解説に、

学生たちは興味深く聞き入りました。

社
会

の
変
化

や
要
請
に
応

え

て
開
設
さ
れ

、
躍
進

し
て
き
た
各
学
部
学
科

。

時
代
の
波
を

乗

り
越
え

、
今

後

の
更
な

る
展
望
が
期
待
さ
れ
ま
す

。
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日
中

間

で
初
め
て
大
学

同

士

の
交
流
協
定

締

結

と
な
っ
た
本
学

と
北
京

外
大

。

そ

の
学

術

交
流
は
、
２４
年

後

の
現
在
も
変

わ
ら
ず

続
い
て
い
ま
す

。

判
穆
蒙
料
や
人
の交
流
によ
る、

学
術
的
向
上
を
図
る
中
国
と
の
交
流

前身の大東文化学院時代から、中

国とは伝統的に深い関わりがあった本

学ですが、中国の国立北京外国語学

院 (のち北京外大)と正式に交流協定

を締結したのは、昭和55(1980)年 のこ

とです。日本と中国との平和友好条約

が締結された後、両国間で学術交流

や留学生の往来が増えてきて、新時代

の友好政策の要請に応えられる人材

を相互に養成することがその目的です。

北京外大は、中国で最も権威ある外国

語学校で、24の言語を教える中、特に

高度の日本語人材養成に力を入れ、国

の重点校となっています。

交流協定の調印は昭和55年 (1980)

年7月 1日に北京外大内で行われ、協定

書は即日発効。日中間で特定の大学

が交流協定によって提携を実現したのは、

これが初めてのことでした。協定の主

な内容は、北京外大は、本学のために

夏季中国語セミナーを開講すること、

両大学は教員なとを相互に派遣すること、

本学側から研究生 (留学生)を送るな

どです。この協定に基づき、同年7月末

にはさっそく第1回研修団34人を派遣

しました。

北京外大とは

その後も協定

を更新し続

け、現在

惚
=勢
Ⅲ声ギ暉崎 綸

|

轟L■■■」

山東大学で講演を行う須藤学長

山東大学のキャンパス模型を見学する

員や研究員、留学生を受け入れています。

また平成12(2000)年 10月 12日には、

中国山東大学と学術交流協定を結ん

でいます。山東大学は100年近い歴史

をもつ中国の国家重点大学の一つで、

同年の7月には山東工業大学と山東医

科大学と合併し、より大規模な総合大

学となっています。また同大には世界に

誇る考古学博物館もあります。

学術交流協定の内容は、互恵平等

の原則に基づき、交換学生 (1年以内

の修学期間)の派遣、研究活動のため

の交換教授の派遣、学術資料刊行物

の交換を行うなどです。本学はこの学

術交流協定により、中国語の修得ばか

りでなく、その背景に流れる文化的伝

統と精神も理解し、学術の向上を目指

します。山東大学との協定締結も合わ

本
学

と
伝
続
的
に
深
い
関
わ

り
を

も

つ
中
国
と

の
交
流

。

そ

の
中

国
で
の
協
定
校
は
、
現
在

８
校
に
な
り

ま
す

。

山東大学 (中国)との
学術協定の調印が終わって
握手を交わす須藤学長と
展涛学長 (山東大学)

交流協定20周年に再度協定をした後、
握手を交わす須藤学長と陳乃芳学長

(北京外国語大学)。
平成12(2000)年 5月、
北京外国語大学にて

までその交

流はすでに

20年以上にな

ります。現在も毎

年夏、本学から20

から30人の語学研修

生が留学し、約 1カ月の

間北京外大で学んでおり、

本学でも北京外大から客員教 ヽ    1

せ、本学と中国での協

定校は、全部で8校となりました。
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２３
年
前
、
ト
ン
ガ
王
国
か
ら
の
二
人
の
留
学
生
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
本
学
と
の
交
流
。

以
来
、
国
王
の
教
育
振
興
、
国
際
友
好
促
進
の
功
績
を
称
え
て
、
本
学
初
の
名
誉
博
士
号
を
贈
呈
。

腱畔郊細̈
”パい▼　　　　　　　　　　　　
・
‐　
　
　
・

ト
ン
ガ
王
国
ツ
ポ
ウ
４
世
国
王
に

名
誉
博
士
号
贈
呈

竹内理事長、須藤学長、辻野常務ら
一行8人が、トンガの国王ツポウ4世国王を

表敬訪問。平成13(2001)年 8月 27日

トンガ王国タウファアハウ・ツポウ4世

国王に、本学から初の名誉博士号が

贈呈されたのは、平成7(1995)年 9月

21日のことです。

トンガ王国と本学との交流は、昭和

56(1981)年に経営学科に初の留学

生2人が入学したのを皮切りに、今日ま

で20年以上も続いています。かねてか

ら親日家であったトンガ国王と本学の

中野敏雄名誉教授との交流から、本学

への留学生受け入れ依頼の話があり、

実現したものでした。トンガ王国からの

留学生は、学業はもとより、文化、スポー

ツ面でも活躍。特にトンガのナショナル

スポーツでもあるラグビーでは、大学ラ

グビーのみならず、日本や世界の舞台

で活躍し、日本ラグビー界に新風を送り

込みました。以来、本学で学び卒業し

たトンガ王国からの留学生は、学部、大

学院、別科研修生を含め、既に16人を

数えています。

トンガ国王は、国の発展の礎は教育

にありとの考えで、これら留学生たちが

日本の大学を卒業して帰国し、トンガ王

国の発展に内外より寄与することを常

に願っていました。

以上のことから、ツポウ4世国王は、

国家元首として自国の発

展と教育の振興に多

大 な実績 を

挙げられたとと

・文化など多方

たる交流を通して、日本との友

好の促進など国際協調に大きく貢献さ

本学から初の名誉博士号を授与された
ツポウ4世国王。式帽も合わせて贈呈された

平成7(1995)年 9月 21日

れたとして、本学の名誉博士の称号が

贈られることとなったのです。

ツポウ4世国王の一行は、学位贈呈

式のため本学東松山校舎をご訪間に

なり、記念講堂において、佐藤定幸学

長から名誉博士の学位記および学位

章を贈呈されました。

佐藤学長は「ツポウ4世陛下は、国

家元首として自国の教育制度の確立

をはじめとして、新しい国づくりのため

に尽くされるとともに、アジア・太平洋の

平和と繁栄を目指し幅広く貢献されて

おられ、心から敬意を表する次第です。

貴国と本学との交流が、今後ますます

密接に広がっていくことを祈念していま

す」と挨拶。続いて国王は、「トンガから

の留学生が貴学で学問やスポーツな

どの各分野で活躍させて頂いて

感謝しています。今後とも温

かい友情を貴学とトンガ

の間に、さらに日本国

全体の間に育て

ていき、将

来さらに日

本とトンガ

の友好関係が大

きく花開くことを期待して

います」と英語でスピーチし、

正臣経済科教授が通訳をしました。

贈呈式は、吉田茂文部省高等教育局長、

吉川毅男外務省欧亜局大洋州課調

査官をはじめ、来賓など約460人が出

席して行われ、この様子は翌日の各新

聞の社会面やNHK総合テレビのニュ

ースでも紹介されました。

もヽヽ
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ト
ン
ガ

王
国

と

の
交
流
は
、
２０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り

、

本
学

の
み
な

ら
ず

、
日
本
と

ト

ン
ガ
と
の
国
際
友
好
に
も
多
大
に
貢
献

。
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本
学
の
学
生
が
、
国
際
人
と
し
て
の
知
識
と
素
養
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

各
国
の
大
学
と
交
流
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の
学
生
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

合
衆
国
ウ
エ
ス
ト
・フ
ロ
リ
ダ
大
学
な
ど

海
外
の
大
学
と
の
交
流
協
定

ウエスト・フロリダ大学

昭和38(1963)年創立の州立大学。

フロリダ州ベンサコーラに位置する。学

生数8,000人。クラスは少人数制により

北京外国語大学は本学が中国で交

流協定を結んだ初めての学校です。

昭和16(1941)年の創立で中華人民

共和国の中でも歴史の古い教育重点

高麗大学校

高麗大学校は、大韓民国の民間資

本で設立された最初の大学。明治38

(1905)年の創立で延世大学と並ぶ

私立の名門校。

個人指導が行き届く。1,600エーカー(東

松山校舎の21倍 )のキャンパスには、

緑豊かな自然が溢れています。平成8

(1996)年 に交流協定を結び、現在ま

でに本学から20人以上が留学してい

る人気の大学。

大学の一つ。中国語、英語、フランス語、

アラビア語など31専攻があり、学生総

数は約3,600人 。

本学からは短期留学はもちろん長期

留学のほか、学部学科を越えた夏期

研修団を派遣しています。

ソウル市内の広大な敷地にあり、韓国

の早稲田大学と言われています。本学

と協定を結んだ最初の韓国大学。協

定校留学のほか、奨学金留学の対象

校となっています。学生数は2万 3,∞0人。

本
学
が
は
じ

め
て
グ

リ
フ
ィ
ス
大
学

（オ

ー
ス
ト
ラ
リ

ア
）
と
交

流

協
定
を
締
結

し
て
以
来

、

中

国
や
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め

、
世
界
の
様

々
な
大
学

と

の
交
流

の
輪
が
広
が

り
続

け
て
い
ま
す

。

心は放て天地間、まなこはさらせ世の移 り
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大東文化大学協定校

平成12(2000)年 9月 27～ 29日 に開催された
第1回広島平和教育セミナー

コーカ・カレッジ(米国)との協定に調印した
本学佐藤学長とジェームス・ダニエル学長。
平成7(1995)年 11月 27日

グリフィス大学ロイ・ウェブ学長が、
本学を訪間、諏訪学長と懇談。
平成9(1997)年 1月

平成15(2003)年 4月現在・署名者は最新更新時

1
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26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

0大学名

グリフィス大学

北京外国語大学

パジャジャラン大学

チュラロンコーン大学

上海師範大学

高麗大学校

カラチ大学

ハノイ国家大学

ワイカト大学

シーラーズ大学

ラジャスタン大学

ヴィクトリア大学

釜山外国語大学校

東呉大学

ウエストミンスター大学

ユタ大学

アレキサンドリア大学

ウエスタン・シドニー大学

コーカー・カレッジ

ウエスタン・ミシガン大学

ウエスト・フロリダ大学

ウィンザー大学

中山大学

ジョージア大学

キール大学

ノーザン・アリゾナ大学

復旦大学

ジャワハルラルネルー大学

サザン・コロラド大学

バンジャーブ大学

山東大学

ブレシア大学

ニュー・イングランド大学

北京師範大学

国立中山大学

モハメッドV世大学

ブリテッシュ・コロンビア大学

延世大学校

成均館大学

リン大学

中国美術学院

国立台湾芸術大学

吉首大学

0区分  ●国名

国立  オーストラリア

国立  中国

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

立

国

国

国

私

国

国

国

国

国

国

私

私

国

州

国

州

私

州

州

国

国

州

国

州

国

国

州

国

国

州

州

国

国

国

州

私

私

私

国

国

国

インドネシア

タイ

中国

韓国

パキスタン

ベトナム

ニュージーランド

イラン

インド

ニュージーランド

韓国

台湾

イギリス

アメリカ

エジプト

オーストラリア

アメリカ

アメリカ

アメリカ

カナダ

中国

アメリカ

イギリス

アメリカ

0署 名 :者 (大東文化大学,0署 名 者 (薔定狡 )

学長佐藤定幸  学長 L.R.Webb

学長須藤敏昭  学長陳 乃芳

学長須藤敏昭  学長 H.A.Himendra W.

学長 須藤敏昭  学長 M R Kalaya Tingsabad

学長 須藤敏昭  学長楊 張廣

学長須藤敏昭  学長 Jung― Bae Kim

学長杉本良吉  学長 Manzooruddin Ahmed

学長須藤敏昭  学長 Phung Huu Phu

学長杉本良吉  学部長フオルカー・フェルマン

学長穂積重行  学長 S.Reza Ghazi

学長穂積重行  学長 Rameshwari Sharma

学部長三好郁夫 総務部長 Andrew Neeson

学長諏訪義英  総長曹 圭香

学長須藤敏昭  学長劉 源俊

学長須藤敏昭  学長 Geo「 rey Copland

学長佐藤定幸  学長Anhur K Smith

学長須藤敏昭  学長 M.A.Mahgoub

学長須藤敏昭  学長 Janice Reid

学長佐藤定幸  学長James D.Daniels

学長佐藤定幸  学長 Elson Floyd

学長諏訪義英  学長 MomsL.Marx

学長諏訪義英  学長 Ron W.lanni

学長諏訪義英  学長王 明

学長諏訪義英  学長 Michael F Adams

学務局長小林茂 学局 E.F.Slade

学長諏訪義英  学長 Clara M.Lovet

学長諏訪義英  国際文化交流学院長朱 立

学長諏訪義英  学長Asis Data

学長諏訪義英  学長 Tito GuerЮ ro I

学長須藤敏昭  学長 LtArshad Mahmood

学長須藤敏昭  学長展 涛

学長須藤敏昭  学長 Sr.Vivian M Bowies

学長須藤敏昭  学長 hgrid Moses

学長須藤敏昭  学長衰 貴仁

学長須藤敏昭  学長劉 維瑛

学長須藤敏昭  学長 Said Bensaid Alaoui

学長須藤敏昭  学長 Jane Huton

学長須藤敏昭  学長曹 哲鉱

学長須藤敏昭  学長 Yoon― chong Shim

学長須藤敏昭  学長 Donald E.Ross

学長 須藤敏昭  院長許 江

学長須藤敏昭  校長王 銘顧

学長須藤敏昭  校長淋 俊

学長須藤敏昭  学長 Ken Dobbins

学長 須藤敏昭  学長孫 勇

●協定内容

学部

学部・教員

学部・大学院・教員・現地研修

学部・教員・現地研修

学部。大学院・現地研修

学部・教員・現地研修

現地研修

学部・大学院・教員・現地研修

語学研修

現地研修

現地研修

語学研修 (英語)。学生

学部。大学院・教員

学部・大学院・教員

学部・教職員

大学院・教員

学部・現地研修

学部・大学院・教員

学部・教職員

学部

学部・教職員

学部・教職員

学部・大学院・教員

学部・教職員

語学研修

学部・教職員

学部・大学院・教員

大学院

学部

学部・現地研修

学部。大学院・教員

学部・教職員

学部・教職員

学部・大学院・教員

学部・大学院・教員

大学院

現地研修

現地研修

学部。大学院・教員

語学研修

書道研修

書道研修

学部

学部。大学院・教職員

学部。大学院・教員

0締結年月

1975.04

1980.07

1985.07

1985.11

1987.12

1988.03

1988.03

1988.10

1989.11

1991.10

1992.02

1993.10

1994.01

1994.06

1995.01

199505

1995.05

1995.11

1995.11

1996.01

1996.10

1997.03

1997.04

199808

1998.09

1998.10

1999.01

1999.02

1999.03

2000.03

2000.10

200012

2001.01

2001.01

2001.03

2001.04

2001.06

2001.08

2001.11

2001.12

2002.02

2002.07

2003.01

2003.01

2003.03

ア

↓
　
　
　
　
　
　
ラ

国

パ

助

榔

国

助

一スト

国

湾

呻

ガ

国

国

助

国

湾

国

中

イ

ア

パ

中

ア

オ

中

台

モ

カ

韓

韓

ア

中

台

中

サウスイースト・ミズリー州立大学 州立

西北大学         国立

アメリカ

中国
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大
学
院
レ
ベ
ル
の
通
訳
者
養
成
コ
ー
ス
で
は
日
本
初
二

経
済
通
訳
論
」
コ
ー
ス
が
開
設
。

プ
ロ
の
同
時
通
訳
者
を
養
成
す
る
た
め
の
演
習
施
設
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
．

唯
鮮
新
鮮
」ヽ
ア

∠
Ｚ
「

同
時
「通
訳
者
育
成
の
た
め
に
、

通
訳
演
習
室
が
完
成

通
訳
演
習
室

で

の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ツ
プ

は

、

さ
な
が
ら

ミ

ニ
国
際
会
議

の
よ
う

な
臨

場
感

。

平成7(1995)年 4月、本学大学院経

済学研究科に、新しく「経済通訳論」コ

ースが開設されたことに伴ない、翌年

の平成8(1996)年 4月には、プロの通訳

者を養成するための施設として、本学

板橋校舎の研究・管理棟の5階に、通

訳演習室が設置されました。また、「経

済通訳論」コースは、大学院レベルの

通訳者養成コースとしては日本初のコ

ースです。

この通訳演習室を活用して、平成9

(1997)年 9月 24日には、本学とゲーテ・

インスティテュート(ドイツ語とドイツ文化

を紹介するドイツ政府の教育機関)と

の共催で、会議通訳者のためのワーク

ショップ(研究会)が開催されました。こ

のワークショップには、大学院で経済通

訳を専攻する大学院生をはじめ約20

パジャジャラン大学の学長が来校した際、
通訳演習室で。平成12(2000)年 5月 19日

プロの通訳を養成する施設として
板橋校舎研究管理棟に
設けられた「通訳演習室」

人の学生が出席しました。

まず午前中に、ジュネーブ大学のジ

ェラール・イルク教授 (国際決済銀行主

任通訳)による「国際会議の種々のタイ

プと通訳者の戦略」と題する講演が行

われ、午後には、同じくジュネーブ大学

のレイモンド・ボワイヤット教授による

「通訳の声」をテーマに講演およびエ

クササイズを行いました。

講演に続いて、相澤啓一筑波大学

教授をはじめ、本学からは経済通訳論

を指導している近藤正臣教授、水野的

講師、アンティエ・ヴィッッェル講師らも

参加して「社会文化的視点から見た

通訳者の役割」について活発な意見

が交わされました。

これらワークショップによる研究会は、

すべて日本語と英語、ドイツ語の間で

同時通訳されて進行し、さながらミニ国

際会議の様相で行われました。
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本学の基本方針の一つに、

「地域に開かれた大学」があります。

長い歴史と伝統の中で

培ってきた本学の研究と教育の成果、機能を、

広く地域社会へ還元し、社会貢献を目指すことです。

これまでも本学は、学部独自に、あるいは

大学全体が一丸となって、さまざまなかたちで

地域社会と関わりながら、教育振興を推し進めています。

地域 に開かれた大 学を目指 して
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４４
年
の
古
い
歴
史
を
誇
る
権
威
あ
る
公
募
書
道
展
で
す
。

公
正
か
つ
厳
し
い
審
査
で
定
評
の
あ
る
本
学
主
催
の

「
全

国
書
道

全
国
書
道
展
と
書
道

酬輝
一，
ダ^

ゴ
一に
バυ
豊́
ブ
燿
′可

書道に長い伝統と実

績をもつ本学が主催する

「全国書道展」は、毎年1

回秋に実施される公募

書道展で、その歴史は古く、

平成14(2002)年 11月 の

開催で第44回目を迎えま

した。この公募展は幼児

から一般まで応募できる

こと、また審査が厳しいこ

とでも定評があり、特に高

本
学

の
伝
続

あ
る
書
道
学
を

、
２
日
間
に
わ
た

り

高
校
生

の
た
め
に
公
開
す
る

「
書

道
講
座
」
。

全
国
展
の
入
選
作
品
展
示
。

平
成

１４
（２
０
０
２
）
年

■
月

校生の応
真剣な表情で書道に励む高校生たち。

全国から200人 もの参加者が集まる人気講座の一つである

募が多いのが特

徴です。第44

また、本学の書道を広く高校生にも

公開しようという意図で平成6(1994)

年から始めたのが、「高校生のための

書道講座」。夏休み中に2日間にわたっ

て開講される講座で、毎年関東近郊を

中心に、全国の高校から200人 ほどの

参加者が集まっています。この講座は

本学書道研究所の主催によるもので、

同研究所は、平成12(2000)年の本学

文学部書道学科の設置に向けた準備

と申請に、大きく関わりました。

回の応募

総数は、

約 2万

2,400`:ヨ、。

「いい作品は

必ずとる」と言う方

針で行われる審査は、まさ

催
に厳正。公正で、本学の書道教員が責

任をもって審査にあたります。

昭
和
６１
（１
９
８
６
）
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
ア
ジ
ア
の
民
族
と
文
化
」
が
テ
ー
マ
の
公
開
講
座
は
、

本
学
の
東
洋
研
究
所
が
主
催
す
る
、
広
く

一般
市
民
の
た
め
の
公
開
講
座
で
す
。

瑚
が
民
族
と

文
化
を
知
る
た
め
に

東
洋
研
究
所
が
主
催
し
、
一般
市
民
を
対
象
に

開
催
さ
れ
て
い
る
公
開
講
座

本学の東洋研究所主催

による「アジアの民族と文化」

と題した公開講座が、平成

14(2002)年 11月 7日、同14日、

同21日の3回にわたって行わ

れました。会場は、本学大東

文化会館の大会議室。

1回 目は、田辺清国際文

化学科教授による「東西の

肖像画にみられるこころの描

写」というテーマの講演。2

回目は、岡崎邦彦東洋研究所助教授

による「最近の中

国事情一政

本
学
が
培

っ
て
き

た

研
究
の
成

果
を

地
域
社
会

の
方

々
に
も

公
開
す

る
催
し
。

遠藤光正元研究所長の講演

治・経済・文化そして生活」についての

講演。岡崎助教授は、同年3月から6カ

月間中国で研修し、北京外国語大学を

中心に山東省などを回って実施した、

日中友好都市調査について報告をしま

した。そして3回目は、東洋研究所元所

長で兼任研究員の遠藤光正氏による

「嵯峨天皇と渤海大使王文矩」につい

て2時間ほどの講演を行いました。

受講者はのべ100人ほどで、この「ア

ジアの民族と文化」をテーマにした公

開講座は、毎年実施する方針です。

心は放て大地 間、まなこはさらせ世の移り
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新
時
代
に
向
け
て
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
、

本
学
と
区
と
が

「
協
働
」
し
て
考
え
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
．

畑朝甑
炒駐
▲Ｅ▼

大
東
文
化
大
学
と
板
橋
区
に
よ
る
地
域
連
携
。

「地
域
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
始

地域デザインフォーラム協定書に調印。
板橋区役所にて。
平成12(2000)年 5月 18日

地域デザイン
フォ…ラム開始

本学はかねがね「地域社会に開か

れた大学」を基本方針とし、本学が培

ってきた研究と教育の成果・機能を地

域社会へ還元し貢献することを目指し

てきました。その試みとして、エクステン

ションセンターを中心にオープンカレッジ

講座を開催し、地域への要求に応えら

れる体制を努めてきました。

そのような中で、本学と板橋区との共

同研究についての話が持ち上がり、約

半年間の準備期間を経て、平成 12

(2000)年 5月 18日、「地域デザインフオ

ーラム」(地域連携研究)の協定書の

調印に至った次第です。この地域デザ

インフォーラムは、本学と板橋区が「新

しい時代に向けて克服すべき地域社

会の課題に挑戦して、心豊かにいきい

きと生活できる板橋を創造する」ことを

日指したもので、本学が一九となって地

域社会と関わる初めての試みです。また、

地域が抱える政策課題を自治体と大

学が共同研究する試みは、全国的にも

珍しく先駆的なケースです。調印式には、

大学側から須藤学長、竹内理事長、和

田守法学部長ら9人

が、板橋区

側から

は石塚輝雄区

長ほか助役、収入役ら6人

しました。

共同研究の期間は当面 I期 2年間

で進め、平成12(2000)年 度の研究は、

主に現状の把握、課題の摘出、課題に

ついての整理・研究、解決策について

の検討を中心に進めました。大学側か

らは中村昭雄政治学科教授を中心に、

法学部、経済学部、経営学部から11人

の教員が、板橋区側からは係長以上

の職員12人が参加。参加者は、研究

の主体となる3つの分科会に分かれ、

月2回ほどの分科会で研究を進めました。

3つの分科会は、地域社会 I(まちづく

りとコミニュティ)、地域社会Ⅱ(福祉 )、

地域社会Ⅲ(産業振興 )とし、分科会

ごとに市民活動調査、高齢者意識調査、

先進地視察などを実施。全体での合

宿研修も行いました。

平成13(2001)年 3月 10日には、「パ

ートナーシップを基本理念とした地域

社会の在り方について」というテーマで、

地域デザインフォーラムを本学で開催。

日本NPOセンター常務理事の山岡義

典氏を講師とした基調講演に続き、区

内の産業界、NPO団体、区民によるシ

ンポジウムを行いました。このほか公開

講座も開催し、共同研究の成果を区民

に公開しました。

また同年3月には、研究員1人 1万字

というレポートを作成し、320頁に及ぶ

「共同研究中間報告書」をまとめました。

なおこの年には、地域デザインフォーラ

ムのホームページも開設しました。

2年目にあたる平成13(2001)年 度

の連携研究は、最終報告書をまとめる

ことを念頭に、基本的には12年度

の研究を継続発展させました。

各分科会は研究会の

ほかに、調査結果の分

析、ヒアリング、合宿、視

察などを行って、最終報告

の作成にあたりました。

さらに同年12月 7日、須藤学長と石塚

区長の出席のもとで「地域デザインフォ

ーラム」を開催。諸井虔・太平洋セメン

ト相談役 (地方制度調査会会長)を講

師に「分権型社会における区市町村

の役割と住民意識の在り方」というテ

ーマで基調講演が行われました。その

後シンポジウムでは、各分科会から研

究成果の報告がありました。

大
学
と
地
方
自
治
体
が
共

同
研
究

に
よ
り
政
策
を

提

言
。

全
国
で
も

極
め
て
珍

し

い
、
先

駆
的
な
試
み
で
す

。
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大学院で講義する石塚区長。
平成14(2002)年 4月

ヽ

鷹鵬鰈甲駆亜饗

そして平成14(2002)

年3月 26日、本学板橋校合で2年間

にわたる板橋区と本学による地域デ

ザインフォーラム(地域連携研究)の『最

終報告書』(全386頁 )の報告会が行

われました。

この共同研究を通して、法学部と経

済学部では、平成12(2000)年から板

橋区においてのビジネス・インターンシッ

プを開始。さらに翌13(2001)年 からは、

板橋区との連携歴史講座「高島秋帆

学」も開講しました。一方、大学院法学

でに第2期の研究活動として、本学と板

橋区内の産業界と区が連携し、新しい

システムに基づく産業振興を進めました。

具体的に「起業アイデア・コンテスト」が

実施され、2人の学生起業家が

誕生しました。

この連携研究が、今後も本

学の教育と研究にとって刺激的なも

のとなり、地域住民の信頼に応え、実り

ある成果が達成できるよう目指していき

たいものです。

環境創造講座
スタ…ト

本学と板橋区共催による「板橋・環

境創造講座」も開催。この講座は、平

成13(2001)年 4月に本学に開設され

た環境創造学部の講義の一環として

開かれ、「かけがえのない自分たちの

都市環境・生活環境を、いかにしたら

創造できるか」を主体的に学ぶことを目

的にして、社会人、大学生、高校生を交

えて考えようとする講座です。

講座の第1回目は同年4月 12日、本学

だ
″名影 レ'′

本学と板橋区の共催による「板橋環境創造講座」。
平成:3(200i)年

板橋校舎1号館の教室を会場にして

開催。受講生約40人と大学関係者、高

校生、区役所関係者など約120人が集

まり、石塚区長と本学須藤学長による

基調講演が行われました。この講座は

7月 19日までの毎週木曜日の夕方に開

催され、本学教員や板橋区環境保全

課職員の講演とパネルディスカッション

も行われました。

本学板橋校舎で行われた地域デザイン
フォーラムの最終報告会。
平成14(2002)年 3月 26日

//

研究科では、平成14(2002)年 から、板

橋区の部長クラスが講師となる「現代

政治論特殊講義Ⅱ」も新設されました。

こうして2年 間の地域連携研究は、地

域社会の課題に具体的な政策を提言

するなど、多くの成果をあげて無事終

了しました。

平成14(2002)年度からは、第2期と

してこの地域連携研究を継続発展。す

公
開
講
座
の
開
催
や
産
業
振
興
も
進
め
る
な
ど

、
多

く

の
成
果
を

あ
げ

、

今
後
も
連
携
研
究

に
よ
る
地
域
社
会

へ
の
貢
献

・
共
生
を

目
指
し
ま
す

。

心は放て天地間、まなこはさらせ litの 移り
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畑判雄酬響
群餞
７

エ
ク
ス
．天
、ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
聞
四珈収
１０
周

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
東
松
山
校
舎
で
開
催

本
学
が
長
年
培
っ
て
き
た
知
的
財
産
を
広
く
地
域
社
会
に
開
放
、
還
元
す
る
方
針
に
基
づ
き
、

平
成
５
（１
９
９
３
）
年
に
開
設
し
た
、
生
涯
学
習
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ツ
ジ
で
す
。

平成5(1993)年 4月に本学で開設し

た「エクステンションセンター」は、大学

の知的財産を広く地域社会に開放す

るという方針に基づいて開設された、

生涯学習のためのオープンカレッジです。

発足時はわずか2講座という形でのス

タートでしたが、現在では春期、秋期を

あわせて200近い講座を開講するまで

になりました。講座の内容も、「東上線

沿線学」、「郷土の歴史を学ぼう」など

の地域に沿った歴史講座をはじめ、語学、

文学、考古学などの一般教養から、陶芸、

パソコン、フィットネスなどの趣味、実務、

健康に至るまで多種多様にわたります。

会員数も年 増々加し、現在1,730人ほど

を擁し、センターの規模、講座内容でも

今や東上線沿線の大学では屈指の存

在となりました。

平成10(1998)年 10月 24・ 25日の両

日には、エクステンションセンター開設5

周年を記念したシンポジウムが、本学

東松山校舎・記念講堂にて開催されま

した。「稲荷山古墳の鉄剣研究20年の

成果と課題-115文字の銘文が語る

古代東国と大和政権を改めて考える」

というテーマで、30年ほど前に埼玉稲

荷山古墳から出土した辛亥銘鉄剣 (国

宝金錯銘鉄剣)から115文字の銘文が

検出されてから20年になったのを記念し、

日本、韓国、中国の古代史・考古学研

究の第一人者11人を招いてのシンポジ

ウムです。2日間の講演には、エクステン

ションセンター会員120人 を含むのベ

600人を超える参加者があり、熱心に受

講していました。

平成14(2002)年 10月 26日には、

開設 10周年イベントとして、沖縄

民謡の L原正吉さん一行に

よる「宮古調琉歌 (ナーク

ニー)」 の公演を東松

山校舎記念講堂

で行いました。

この席で、

開設時から尽

力された金井塚良

一氏、金子廣行氏、倉田

信靖氏に感謝状が贈られました。

このエクステンションセンターーには2つ

の役割があり、1つ は常に地域と

密接なつながりを目指してとも

に歩む存在、もう1つは学

生たちの知的向上と

就職に役立つ資

格講座の増強

です。平成

13(2001)

年ころか

らスタート

したダブルスク

ールは、板橋校舎、

東松山校舎、大東文化会

館を会場に、秘書技能検定や簿

記検定、宅地建物取引主任者の受験

対策講座など、計41講座を導入して取

り組んでいます。

安岡路洋氏

招いて「
平成11(1999)年 11月 13日
東松山校舎記念講堂

平成14(2002)年 10月 |

エクステンションセンター |

10周年記念、沖縄民謡公演 |
東松山校舎記念講堂 |

黒
ぬ
「

%
´ ∠

日
１

¨′

/
/

■
■
ロ

`′

  ‐‐《
メ

．が

Ｊ
ヽ

ご
ヽ
　
・ソ
”

穫

発

足
時
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講
座
で
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ス
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、

現
在

で
は
内
容

も

規
模
も
充

実
拡
大

し

、
２
０
０
講
座
も

開
講
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平
成

＝
（１
９
９
９
）
年
か
ら
試
み
が
始
ま
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
・イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

．

地
域
連
携
研
究
の
〓
員
で
、
板
橋
区
役
所
と
東
松
山
市
役
所
で
の
研
修
も
始
ま
り
ま
し
た
。

鯰
一妙
・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
始

本 学 で最

初にインターン

シップを試み

たのは平成11

(1999)年 で、

経営学科のゼ

ミと板橋 区と

の共催により、

板橋 区 内の

製造業3社の

協力で実施さ

れました。8月

下旬から3週

間の期間で、経営学科の3年生22人が

参加。インターンシップとは、学生が企

業や地方自治体などの現場で仕事の

一端を担当させてもらい、体験研修し

ながら勉強する方式ですが、製造業の

現場に文科系の学生が入るのは珍し

い例で、地元企業の理解と協力の結果、

実現しました。

また、板橋区と本学との地域連携研

究 (地域デザインフォーラム)の一環と

平成12(2002)年 9月
研修先の日興産業株式会社で

学
生
が

実
社
会

の
現
場
で
体
験

研
修
し
な
が
ら
学
ぶ

、

ビ
ジ
ネ

ス

・
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ツ
プ

。して、ビジネス・インターンシップが開始さ

れることになり、平成12(2000)年 から

法学部政治学科の新カリキュラムに設

置されました。研修先は板橋区役所内で、

地方行政機関の現場体験を通して、

学生たちに区政および地域社会を身

近に学んでもらうのが趣旨です。その後、

東松山市との連携も得られ、平成15

(2003)年度からは、東松山市役所イン

ターンシップ研修もスタートしました。
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ア
ジ
ア
諸
国
の
社
会
や
文
化
に
知
的
関
心
を
広
げ
る
場
と
し
て
、

国
際
関
係
学
部
が
学
部
創
設
時
か
ら
構
想
し
、
民
族
資
料
室
を
手
が
け
ま
し
た
。

剛
齢
係
学
部
の

東
松
山
校
舎
管
理
棟
に

設
置
さ
れ
た
民
族
資
料
室

国際関係学部の民族資料室は、学

部創設時より、アジア諸地域の社会や

文化に対する知的関心を広げる場とし

て構想され、資料収集に着手しました。

資料整理にとりかかったのは平成3

(1991)年からで、資料室も東松山校

舎の第2研究棟から、現在の同管理棟

の4階に移転しました。

平成5(1993)年 1月に初めて3日 間

の学内公開を行い、東は韓国から西は

エジプトまでのアジア全域にわたる珍し

い楽器や生活用具、民族

衣装など民族資料に、

多数の見学者が

訪れ好評を得

ました。資

料室は

同年6月 か

ら週1回の定期

公開となり、平成 8

(1996)年 以降は週2回の一般

公開に。近年では、地域の小学生の「総

合学習」の場としても利用されています。

アジジ諸地域の文化に対する
知的関心を広げるために集められた資料

現在の標本資料は約800点で、文献

資料 (図版・図録)約 250点 をはじめ、

映像資料、音響資料、地図類が公開さ

れています。この資料室を、学生たちの

現地研修や卒業研究、または個人旅

行などにも情報提供できるよう、アジア

地域研究の総合情報センター的機能

をもつ資料室に育てようとしています。

週
２
回
の
定
期
公
開
と
な

り

、
地
域

の
小
学
生

の

「
総
合
学
習
」
の
場

と

し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

。

ヽ
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族
資
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室
を
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文
学
部
英
米
文
学
科
の
発
案
で
集
め
ら
れ
た
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・ボ
タ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、

広
く
全
国
に
開
か
れ
た
学
会
を
目
的
に

「ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

嘲
剛
　
・否
ツト
デ
‐

（英
文
学
会
／
〔ヒ
ア
ト
リ
ク
ス
・ポ
タ
ー
・コ
ン
ク
シ
ョ
ン
）

平成13(2001)年 6月 23日、本学

東松山校舎六十周年記念講

堂で英文学会による「ピ

―ターラビット・デー」

と称した春期

学会が開

催されま

した。英文

学会は、英米

学科の専任教員

生、大学院生、卒業生で構

され、年2回の学会を開催。今回は広く

全国に開かれた学会を目指し、世界中

に多くの読者をもつ児童文学の傑作『ピ

ーターラビット』をテーマに開催した

ものです。作者ビアトリクス・ポタ

ーの生涯のビデオ上映や

『ピーターラビットのお

はなし』の英語と

日本語による

朗読会、

明治 35
タイトル名

作者・ビアトリクス・ポター
Rabbit」 初版本

ピータ

ーラビ

ットの研究

で知

新 一

授の講演ほか、数々の展示

や閲覧コーナーに、多くの一般人や学

生が集まり楽しみました。

この学会で披露した資料、書籍は、

本学図書館・文学部英米文学科所蔵

のビアトリクス・ポター・コレクション

によるもので、平成12(2000)

年度から英米文学科の

のです。このコ

レクション

には、貴

重な初

版本や今で

は入手困難な

も含まれ、各地で開催され

る「ピーターラビット展」にも1蓼夕�鉤目目|
貸し出されるほど、その質の高さメ牌1猥槽
価されています。いずれ一般公開しな

がら、ポターファンとともに研究の輸を広

げようと考えています。

Pair」

明治 35
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所
蔵

コ
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ク

シ

ョ
ン
に
は

、
現
在
入
手

困
難
な
資
料
が
多
く

、

そ

の
質
の
高

さ

で
も
評
価

さ
れ
て
い
る

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
す

。
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本学が実践してきた教育ならびに学術研究の

集大成とも言うべき論文などの知的資産が .

書籍[い援 ェ緯春●輌しI]_l_1……
また.長年培ってきた本学の知の集積を

広く一般の人々へと運元するため、

公開講座やシンポジウムなども開催しています。

本学は、こうした地道な活動を通じて、

社会に開かれた大学を目指していきます

‘
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創
立

６０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
十
余
年
を
か
け
て
編
纂
、

中
国
語
辞
典
と
し
て
最
大
規
模
の
内
容
を
誇
り
ま
す
。

２６
万
語
の

中
国
語
大
辞
典
が
ル

幅
広
い
研
究
活
画
」
Ｅ
Ｆ
ア

総
五
帖薫

中国語辞典として最大規模の内容

を誇る『中国語大辞典』(全 1巻、2分冊)

が、平成6(1994)年 3月に完成し、角

川書店から発売されました。創立60周

年記念事業として、昭和57(1982)年 4

月から十余年をかけたもので、編纂室

では「国際化時代に贈る中国語辞典

の決定版。研究図書、実用図書として

も最高の内容」と自負しています。

本文約4,200ペ ージ、親文字 1万

5,000、 見出し語26万語。編纂方針は

①語彙の処理には中華民国以降の特

に昭和24(1949)年 の解放後の研究成

果を取り入れる②虚詞は記述を平易、

詳細にする③語彙の範囲を拡大し、普

通語、方言、専門語のほか、現代で使

用される古語にも広げる④古い白話語

(口語・俗語など)は宋代以降の文学に

見られるものを取り入れ、現代語に継承

されているものは年代順に掲出する⑤

例文を多くし、読む辞典としての性格を

強く出す、の5項目。B5判、上製箱入り。

日
中
交
流

の
架
け
橋

と
な
る
ば

か
り

で
な
く

、

研
究

図
書

、
実

用
図
書
と

し
て
も

最
高

の
内
容

。

の
民
族
と
国
家
』

Ｈ
巻
）を
刊
行

平成5(1993)年 から5年計画で進

められた「創立七十周年記念学術調

査・研究事業」の研究成果が、平成10

(1998)年 3月までに『21世紀の民族と

国家』として刊行され、国内外から高い

評価を得ました。

本シリーズは、第1巻『民族と国家の

国際比較研究』、第2巻『21世

紀の主権、人権および

民族自決権』、第3巻

『イスラーム諸国の民

主化と民族問題』、第

4巻『アジア太平洋地

域の経済的相互依存』、

第5巻『発展途上国の

経営変容』、第6巻『風

土・技術・文化―アジア

諸民族の具体相を求

めて』、第7巻『多文化

社会と教育改革』、第8

巻『ボーダーレス時代の外

国語教育』、第9巻『ヒューマ

ニズムの変遷と展望』、第10巻『ア

ジアの芸術と文化―エロスをめぐって』、

第11巻『少数民族の生活と文化』の

全11巻です。学内外 100人以上の研

究者が欧米やアジアなど世界各国を

取材。政治・経済。文化など多方面から

研究・調査し、まとめあげた70周年記念

論集です。

創
立

７０
周
年
記
念
と
し
て
進
め
た
学
術
調
査

・研
究
事
業
ｃ

５
年
の
月
日
を
か
け
た
研
究
成
果
に
、
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
。

⌒
E¬

全21
幅

広

い

研

究

学
内
外

１
０
０
人
以
上

の
研
究
者
が
各

国
を

取
材

、

政
治

・
経
済

な
ど
多
く

の
分
野
か
ら
研
究

・
調
査

。
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規
甦
対̈
化
大
学
創
立

七
十
周
年
記
念
論
集
が
完
成

創
立
７０
周
年
記
念
事
業
の
一環
と
し
て
、
文
学
部

・
外
国
語
学
部
・経
済
学
部

・

法
学
部

・国
際
関
係
学
部
の
５
学
部
よ
り
記
念
論
集
を
出
版
。

中
一
　

生
文
学
部
教

創立70周年記念事業の一環として

企画されていた『大東文化大学創立

七十周年記念論集』三巻 (上。中・下)が、

平成6(1994)年 1月に完成しました。

A5判の上製本で、各600ペ ージ。上

巻は文学部と外国語学部、中巻は経

済学部、下巻は法学部と国際

関係学部となっています。

巻頭の発刊の辞では、「5

学部総力を挙げての『記念

論集』は、本学にとって画期的試

みであり、大東文化大学創立70周年を

記念するにふさわしい充実した事業と

なった」と述べています。

中村教授は「表層的な笑話として楽

しんで下さって一向に構いませんが、

同時にいろいろな小説上の仕掛けと詐

術もひそかに凝らしてありますから、そ

の点にも気付いてくださればなおありが

たい」と喜びを語りました。中村教授は、

昭和53(1978)年、文学部教養課程専

任講師に着任。現在文学部教授にな

りました。多数の研究論文や創作のほ

か、バーセルミの『罪深き愉しみ』など

の翻訳があります。

第77回文学界新人費を受賞した中村邦生先生 (文学部)

５
学

部
が
総
力
を
挙
げ
た
画
期

的
試
み
。

創
立

７０
周
年
記
念

事
業
に
ふ
さ

わ

し
い
充
実

の
内
容

。

１
、
４
４
４
篇
か
ら
選
ば
れ
た
力
作

『冗
談
関
係
の
メ
モ
リ
ア
ル
』

審
査
員
の
作
家
ら

「大
き
な
変
化
を
予
感
さ
せ
る
」
と
絶
賛
。

文
学
界
新
人
賞
を
受
賞

文学部の中村邦生教授が平成 5

(1993)年 12月 、『冗談関係のメモリア

ル』で第77回文学界新人賞 (文藝春

秋社主催)を受賞しました。応募総数

1,444篇から選ばれ、日常生活における

軽妙な会話を通じて、現代の複層性を

照射した力作です。審査員で作家の

柴田翔氏は「今の時代の深層でひそ

かに進行する大きな変化を予感させる、

主題の鮮明な現出という点で第一に

推す」と絶賛しました。

軽
妙
な
会
話
を

通
じ
現
代

の
複

層
性
を

照
射

し
た
作

。

「
仕
掛

け
と
詐
術
も

凝
ら
し

て
あ
り
ま
す

」
と
中
村
教
授

。
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究
所
が
主
催
し
て

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催

研
究
成
果
の
発
表
や
議
論
の
場
と
し
て
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
数
々
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て
い
ま
す
。

環境創造フォーラム大会シンポジウム

経済研究所では、中国・韓国・台湾・

沖縄地域の研究機関と協力し、各国

持ち回りの国際シンポジ

ウムを共同開催

しています。これは平成5(1993)年 1

月に東京での開催がきっかけでした。

本学経済研究所、上海国際問題研究

所、ソウル大学経営研究所、台湾逢甲

大学の4研究機関の研究者が出席して、

「東アジアにおける国際経済協力」を

■

共通テーマに討論し、

共同シンポジウムか

ら始まりました。

第1回国際シンポ

ジウムには、ソウル

大学から5人、上海

国際問題研究所か

ら5人、台湾から2人

の学者が来日。在日

の学者や日本の学

者が加わって、活発

な討論が展開され

ました。

初日は一般向け

の経済シンポジウム

で、中国、韓国、台湾、

日本の4人 の学者

による特別講演で

構成されました。さらに2日目は専門家

たちによる学術シンポジウムとなり、東ア

ジア4カ国の地域の学者による報告が

行われ、それに基づく討論がありました。

大陸と台湾の学者が同席することは

最近は珍しいこ

とではありませんが、これ

を契機に、上海での開催時は台湾の

学者も招待することが確認されました。

また北朝鮮からも参加の意思表明が

あったことが紹介されました。東アジア

地域は政治的に複雑な問題があって、

名称の問題にも苦労しましたが、中国

の学者から「東アジア四カ国・地域」と

呼んだ方が望ましいという提案があり、

今後そのように統一することで意見の

一致をみました。一方で韓国の学者か

ら東アジアの経済協力を推進するため

には、この地域における政治的安定、

緊張緩和、戦争回避が必須条件であり、

この地域の問題を解決するためには

北朝鮮の参加が必要であるので、次

回から北朝鮮を参加させるために努め

てほしいという提案がありました。

第2回シンポジウムは、平成5(1993)年、

12月 9・ 10日に上海で開催されました。

本学から永野慎一郎経済研究所長を

団長に高山洋一教授、近藤正臣教授、

渡部茂教授、竹内亨夫教授の5人が

参加。ソウル大学から5人、台湾から2

人の学者が参加しました。さらに上海

国際問題研究所を中心に中国の専門

家約40人が参加し、「東アジア地域に

おける経済協力に関する新構想」につ

いて討論が行われました。

開会式は、李儲文上海国際問題研

究所名誉所長・上海市政府顧間の司

会で始まり、徐匡迪上海副市長、永野

慎一郎所長、李正浩ソウル大学経営

「朝
鮮
半
島
の
雪
解
け
な
る
か
？
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た

第
３
回
国
際
比
較
政
治
研
究
所
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中
国

・
韓

国

・
台
湾

・
沖
縄

の
研
究
機

関
と
協
力

し

、

東
京
で

の
開
催
を
機

に
始
ま

つ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
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法学研究所の主催による
「少年法改正を考える」と題した
公開法律シンポジウム。

研究所長の祝辞がそれぞれ述べられ

ました。

開会式の後のシンポジウムでは、陳

侃尭上海国際問題研究所長が「中国

の改革・開放とアジア太平洋地域の経

済協力」と題して基調講演し、日本側

からは永野所長が「東アジアにおける

地域協カー日本の立場」について、また

韓国側からは金正年ソウル大学教授

が「東アジア経済協力の現況と提言」、

レ

台湾からは簡宣博逢甲大学教授が報

告しました。この他にも中国の学者によ

る報告があり、本学の参加者は全員司

会やコメンテーターとして活躍しました。

平成6(1994)年、10月にソウルで開

催された第3回に続いて、第4回シンポ

ジウムは、平成8(1996)年の12月 9・ 10

日に、台湾逢甲大学で開かれました。

この年は中・台間の緊張が高まった

悪い時期に重なったために中国からの

参加はありませんでしたが、本学や沖

縄国際大学など日本側から19人、韓国

ソウル大学から5人の海外参加者に加

え、台湾の学者40余人が参加。2日 間

にわたって8人の報告をもとに真摯な討

論が展開されました。

本学からは中本博皓経済研究所長

を団長に、8人が参加しました。近藤正

臣教授が「日米構造協議 (1989か ら

90)の意味」と題して報告を行い、中本

教授はセッションの司会者として、さらに

渡部茂教授、岡田良徳教授らがディス

カッションに参加。2日間のシンポジウム

の後、主催者側の企画により新竹科学

工業団地や故宮博物館を視察し、台

湾の経済が急速に発展していることを

実感し、中国の歴史の奥深さと優れた

文化を感じました。

共同シンポジウムは以後も、東京、上海、

ソウル、台湾と持ち回りで開催されました。

相互理解と学問分野での交流を一層

深めつつあります。一方で、シンポジウ

ムを通じて、実際にたくさんの政策提言

がなされており、その中で実行に移され

たものも少なくありません。

平成5(1993)年、本学経済研究所、

上海国際問題研究所、ソウル大学経

営研究所、台湾逢甲大学の4研究機

関から始まった同シンポジウムには、10

年の時を経て、沖縄地域から沖縄経済

学会が加わり、一方で台湾逢甲大学に

代わり台湾綜合研究院が、また、ソウ

ル大学に代わり韓国産業入力公団

(CHD)が新たに加わっています。

平成15(2003)年 10月には、第12回

東アジア地域国際シンポジウムが東京

の大東文化大学で開催されます。

ヽ́た
● 1に σ

t"
主み多

女■'

第20回経済シンポジウムで
演壇に立つ猪瀬直樹氏

「ドル・リスクー世界経済不安定化の
震源―」と題して開催された、
第21回経済シンポジウム
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書
教
育
の
振
興
に
尽
く
し
、
独
自
の
書
風
確
立
に
高
い
評
価

本
学
Ｏ
Ｂ
と
し
て
初
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

上
條
信
山

文
化
功
労
者
に
選

書家で本学OBの上條信山(周一 )

氏が、平成8(1996)年の文化功労者

に選ばれました。長年にわたって書教

育の振興に尽くす一方で、「信山流」と

いわれる新鮮かつ重厚な独自の書風

を確立した功績が讃えられました。本

学OBとして初の栄誉で、上條氏は「書

の世界は奥深く、芸術とし

て無限の美しさがある。

今後も自分の考

える美しさを

表現でき

る作品を

書くため、

さらに精

進してい

きたい」

と喜びを

語りました。

上條氏

は長野県出身。

大東文化大学の

前身の大東文化学院本科

9期・高等科16

期を卒業。宮

島詠士に師事

し、正統な中

国古典の書法

を学び、昭和

26(1951)年・

同28(1953)

年の日展で特

選を獲得する

など数々の賞

を受賞。日展

理事として後

進の指導に当

たる。教育者

としても活躍し、昭和24(1949)年 から2

度も文部省教育課程審議会委員を委

嘱され、昭和31年から59(1956から84)

年まで本学で非常勤講師、昭和41から

46(1966か ら71)年まで東京教育大学

(現・筑波大学)教授をつとめるなど、書

教育に力を尽くしました。[平成9(1997)

年2月 12日、90歳で没]。

そ
ア

“
，ゴ
留八
日

「信
山
流
」
と
い
う
斬
新
な
書
風
を
確
立
し
た
上
條
周
一氏
の
重
厚
な
書

「
書
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世
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限
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が
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さ
ら

に
精
進
し

て
い
き
た

い
」
と
上
條
氏

。
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明
治

・大
正
期
の
政
治
経
済
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
労
作
。

本
学
の
一大
事
業
と
し
て
も
高
い
評
価
を
集
め
て
い
ま
す
。

⌒ 東洋研究所

による『松方正

義関係文書』

(東洋研究所

刊行、全18巻、

別巻)が、平成

10(1998)年
明治の政治家松方正義    10月 に刊lイ予さ

れました。完結を祝う祝賀会が東京・

千代田区のアルカディア市ヶ谷私学会

館で開かれ、当主の松方峰雄夫妻も

出席して盛大に開催されました。

『松方正義関係文書』の研究は、明

治時代の財政史上に中心的な役割を

果たした政治家の松方正義について、

故・藤村通元教授 (本科15期、同研究

所兼任研究員)を長とする研究班が、

昭和51(1976)年に開始。大久保達

正兼担研究員・経済学部教授を中心と

する研究班が事業を継続し、国立国会

図書館などに分散していた主要な関

係書類などを、松方家の全面的な協力

を得て資料収集。昭和54(1979)年 11

月から第1巻の発行を開始し、22年の

努力が実を結んで完結しました。明治・

大正期の政治経済研究を大きく前進させ、

本学の一大事業として高く評価されて

います。

∠Iヽ
三l主

松
方
家
の
協
力

で
主
要
な
関
係
書
類
を
資
料
収
集

研
究
班
に
よ

る
２２
年
の
努
力
が

実
を
結
び

完
結

。
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平成14(2002)年の文化功労者に、

本学で学んだ落語家の桂米朝 (本名・

中川清)氏が選ばれました。

米朝氏は、本学の前身である大東

文化学院本科第20期生。在学半ばで

大阪に戻り、衰退しつつあった上方落

平成8(1996)年春、
重要無形文化財保有者 (人間国宝)に認定

撮影・宮崎金次郎

語を、笑福亭松鶴や桂春団治らととも

に再興し、現在の発展にまで導いた立

て役者として知られます。

「仕事が趣味」と語る米朝氏は、研

究熱心で漢詩や漢文を愛し、古典落

語の発掘に取り組むなど話の数は130

を超え、高座はCDやビ

デオとして保存されて全

国のファンを楽しませて

います。たゆまぬ研究と

確かな学識に裏打ちさ

れた、理知的で華やか

な技芸を持ち、平成 8

(1996)年 には、関西の

落語家として初めて重

要無形文化財保持者

「人間国宝」に認定され

ました。落語家としては

柳家小さんに続いて2人

目でした。昭和62(1987)

年には紫綬褒章を受賞。

著書に『桂米朝落語全

集』(全7巻 )など多数。

た

ゆ

ま
ぬ
研
究

と
確

か
な
学
識

に
裏
打
ち
さ

れ
た

理
知
的
で
華
や
か
な
技
芸
を
持

つ

「
人
間
国
宝

」
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平
成
１４
（２
０
０
２
）
年
度
の
文
化
功
労
者
に
本
学
で
学
ん
だ
落
語
家
の
桂
米
朝
氏
。

衰
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上
方

語
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い
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立
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者
、桂
米
朝
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大東文化大学創立80周年記念◎特別対談
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初学徳に入るの問なり

米朝●江戸時代の落語に『郭大学』というのがある。

これは『大学朱喜章句』のパロディです。ご存知の

ように、「御亭主の曰く、大廓は格子の内にして、初

客床に入るの門なり」、寝床に入るということですな。

濱●「子程子いわく、大学は孔氏の遺書にして、初

学徳に入るの問なり」ですね。初めて学問やる人が

徳に入る門だっていうのを。

米朝●それが原典ですわね。「初学徳に入るの問

なり」と言うのを「初客床に入るの門なり」と言う。そ

れからあとは、「今において古入学をなすの次第を

見るべき者は独りこの篇の存するに頼る」なんて、

本学の前身である大束文化学院本科第20期生で、

関西の落語家としては初めて「人間国宝」に認定された

桂米朝師匠。米朝氏と同期で、本学元教授の

濱久雄文学博士が、学生時代から

今日に至るまでの足跡を克明にインタビューし、

人間国宝・米朝氏の魅力と神髄に迫りました。

ヽ 文=漬 久雄

撮影・宮崎金次郎

そこのところのパクリはないんですよ。どうもところど

ころ。一番おしまいはどうだったかな、あれ。これは

高座でしゃべる場合はまたしゃべり方は違うたんや

ろうけども、短いものにまとめたものがある。刊行され

ているんです、これ。

この間のあれ、濱君の文章 (「大東文化学院の

想い出」、大東文化大学新聞参照)を読ましてもら

って、いろいろ思い出しましたが、加藤梅四郎先生。

あの人に『孝経』を教わったんや。

濱●あれ『孝経』だった。『御注孝経』でしたね。

米朝●それから鈴木由次郎さんの『十八史略』ね。

『文章軌範』は詳しくやった。猪口先生だった。

濱●1年生の時でしたね。記憶に残るのは笠井南

ヽ

ヽ
フ

朝師
l」 、
Ч

ゝ
Ｆ
Ｌ
Ｖ
■

日時◎平成14(2002)年 8月 21日

場所◎大阪ベイタワーホテル

人間国宝●桂 米朝
文学博士●濱 久雄

対談参加者
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確かに、旧制中学の漢文の教科書というのは、
ずいぶん程度高いし、豊富やったからね。

学
生
時
代
に
学
ん
だ
漢
学
が
、

後
の
米
朝
師
匠
の
落
語
家
人
生
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

村先生の『唐詩選』でしょう。

米朝●それはそうですよ。

濱●何といってもね。

米朝鬱あれは一番もう、強烈な記憶。

濱●この前大東へ来られて特別講義をされたとき、

色紙に李自の客中行の「ただ主人をして、よく客を

酔わしめば、知らずいずれの処かこれ他郷」と書い

てもらったけれど、

これはみんな暗記             ,
させられたんだ。               l

いてね (笑 )。

そんなことが

あってね。

濱●これはお

もしろい話で

すね。

米朝●そした

らね。「なから

んなからん故

人なからん、西

のかた陽関を

出づれば故人

なからん」やな

んか言い出し

てね。もう……。

濱●今、陽関

三畳ってこと知らないでしょう。

米朝●知らないでしょう。その時の電話がコレクトコ

ールで、私がもってしまった。(笑 )

濱●だから、そういう点でも米朝さんの漢学は、やっ

ぱり大東に入った何かその自負みたいなものが、尾

を引いているでしょう。

米朝●調子がいいからあれ、覚えられるんですかね。

濱●それでは古典落語と漢文との関係はどうなん

ですか。

米朝●それはあんまりないけれとヽ 、さきの『郭大学』

のシャレがわかったんだから、案外漢文を知ってた

んでしょうね。とにかく調子のいいものは覚えられる

ということです。暗記というか、私らは覚えなきゃいか

んからね。リズミカルな、ですから平家物語の文章な

んか覚えやすくできてますよね。

米朝●そうやな。

玉碗盛り来る琥珀

の光、ただ主人を

してよく客を酔わし

めば。知らずいず

れの処かこれ他郷。

濱●そう、蘭陵の

美酒、鬱金香が起

句ですね。

米朝●もう10年ちょ

い前になるけどね、

小松左京が中国

へ行って、私は行

かなんだけども、渭水のほとリヘ来て、これが渭水か。

あれが渭城ですと。それで、とたんに彼、「渭城の朝

雨軽塵を氾す、客舎青青柳色新たなり」と感動した

が、だあれもわからへん、同行している連中はね。

濱●小松左京という人は、そういう人なんですか。

米朝●彼は昭和6年生まれやけど、早生れなので、

昭和5年の連中と一緒なんです。ギリギリやな、旧制。

旧制高校、大阪高校から京大へ行ったのよ。

濱●じゃあ、もう漢文は強いですよ。旧制高校行った

人はね。

米朝●ですから、彼の旧制中学、そのときの漢文の

知識なのね。確かに、旧制中学のあの漢文の教科

書というものは。

濱●程度高いですよ。

米朝●もう随分程度高いし、豊富やったからね。週2

米朝さんと濱さんのツーショット。米朝「演さんと一緒に学んだあの時分の大東と、
マンモス大学になった大東とは随分違いますからね」。
濱「我 の々ときは、まだ松下村塾だと言っていたんですもんね」。

心は放 で天地間、まなこはさらせ世の移う ● 077

時間ぐらいあったんやないかな。「西のかた陽関を

出づれば、故人無からん」って、だれもわからへん。

それで、通訳の中国人に聞いたら、これも知らない。

濱●そうでしょうね。もう、中国人は古典だめですよ。

米朝●それで、うちに電話をかけてきた。「米朝さん

聞いてくれ、だあれも応じてくれへんのや。おれ一

人感激しているのにな」。その電話でさんざんぼや
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S ecial Talk

人間国宝桂米朝師匠、
大いに語る

桂米朝 (かつら・べいちょう)●大正14(1925)年生まれ、大東文化学院中退 (兵役に就き復学せず)
(1947)年 7月 、四代目桂米団治に入門。大阪北新地で初舞台。
(1970)年 、芸術祭優秀賞受賞、2年連続の栄誉。昭和49(1974)年 、株式会社米朝事務所設立。
(1975)年 、第13回ゴールデンアロー賞芸能賞受賞。
(1980)年 3月、昭和54(1979)年度芸術選奨文部大臣賞受賞。11月 、米朝落語全集 (全 7巻 )刊行開始。
(1987)年 4月 、紫綬褒章受賞。平成8(1996)年 5月、重要無形文化財保持者 [人間国宝]認定。

平成14(2002)年 10月、文化功労者に認定。

昭和 22

昭和 45

昭和 50
昭和 55
昭和 62

神
主
の
家
系
に
生
ま
れ
な
が
ら
、

ど
う
し
て
も
東
京
へ
行
き
た
い
と
の
思
い
か
ら

大
東
文
化
学
院
に
入
学
し
た
。

落語家への道

濱●ところで今回の、米朝さんとの対談は、大正12

(1923)年に創立された現在の大東文化大学の

前身である大東文化学院に学んだ、人間国宝の桂

米朝師匠に、学院時代の思い出や、落語との出会

いなど存分に話して頂こうという趣旨なのです。そ

れは私たちの先輩に「人間国宝の桂米朝さんがお

られる」という事実を知って貰うことは非常に意義の

あることと、広く大東生に大きな励みとなり、誇りと自

信にもなると思っ

ているからです。

米朝●うわあ、そ

れはえらいことに

なった。濱さんと

一緒に学んだあ

の時分の大東と、

マンモス大学に

なった大東とは

随分違いますか

らね。

濱●我々のときは、

まだ松下村塾だ

と言っていたですもんね。

米朝●そうそう、本当にそういう感じですよね。昔の

漢学塾というような。独特の雰囲気があってね。ま

たおもしろ味もあったんですがね。

濱●たまに米朝さんは遅刻して来たでしょう。そうす

ると、教壇の前をこうやって、にこにこ笑いながら、こ

うやって(右手を少し前に出して、失礼しますといっ

たような格好で)通って、必ず窓際の一番前の席に

座っていましたね。

米朝●いつもそこに座っていたのですか。

濱●そう、いつも、そこに座るんですよ。

米朝●へええ。

濱●それで、噂によって、中川君 (桂米朝師匠の本

名は「中川清」)は正岡容のところに出入りしている

ようだ。落語やってるらしいぞ。このうわさがパーッと

流れたんですよ。僕はあのときから正岡容という人

の名前を知ったのです。容というから、落語家にあ

らず、僕はどういう人かと思っていたのです。『天保

水滸伝』の原作者でしょう。

米朝●そうそう、『灰神楽三太郎』の作者でもある。

あの人、吉井勇さんの弟子みたいになってね。

濱●それで、しかもそれが大塚の三業通りのところ

にいたっていっんでしょっ。

米朝●まあ、変なところにばっかりいたんですよ、あ

の人は。

濱●この米朝さんが書かれた『私の履歴書』を見る

と、いろんな新事実が出て来ますね。いや、僕は米

朝さんが神主さんの出だっていうのを知らなかった。

国学院大学に行くところを大東に来たって、これは

またおもしろいですね。

米朝●親類なんかだましてね(笑 )。

濱●これは、台靖君も鈴木良雄君も知らないでしょう。

米朝●知らんかもわからんなあ。

濱●この『私の履歴書』を見ればわかるんですよ。

米朝●そんなこと今まで言わんもんね、人に。神宮

皇學館へ入れと言われたけど、おれはどうしても東

京へ行きたかったんでね。

濱●それがやっぱり成功のもとだったですね。

米朝●また、これは大東とは余り関係ないかもわか

らんけども、あの時分は芸人にはなれない時代やっ

たんですよ。若い噺家なんか一人もおらん。みんな

兵隊にとられるか、軍需工場へ徴用でとられる。で

すから、どっか具合よくないやつだけが残ってた。ど

っかが悪い。もう痴楽さんなんてのは、日は片一方

見えへんじね、脚は不自由やしね。

濱●痴楽さんというのは、奥多摩の出身なんですよ。

米朝●もう亡くなったけどね。あの人なんかも、やっ

ぱり身障者であったから残ってたし、戦後ワーッと売

り出した三遊亭歌笑なんていうのも、あの人ももう目

はほとんど片一方が0。 2ぐらいでね。片一方も0.1か

何かそんなん。とてもとってもらえないというような状

態やったからね。でも、おったんです。そのころは役

者でも何でも健康な者は皆とられてね。映画俳優や

078=大 東文化大学創立 80周 年誌
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●
中川君は、正岡容のところに出入りしているようだ。
落語やっているらしいぞ。このうわさがパーッと流れたんですよ。

「桂米朝私の履歴書」日本経済新聞社
著者・桂米朝
初版。平成14(2002)年 4月 25日

桂米朝師匠は、昭和18(1943)年 4月に大東文化学院 (現大東文化大学)に入学。
大東文化学院時代に、祖母 (前列右)、母 (前列左)、弟 (後列左)とともに。
『柱米朝 私の履歴書』日本経済新聞社より

なんか

られて向こう

団をこしらえさせ・ら

ね (笑 )。 軍隊へ来て芝居

てたような連中もおりますよ。

の文学青年だつた学生時代

濱●さて米朝さんが、学生時代に一番印象に残っ

た授業はなんですか。

米朝●やっぱり笠井南村でしょう。妙なことを覚えて

いるもんでね、あの時分酒が配給になって、もちろん

配給は前から配給なんやけども、どんどん量が少な

くなって、飲む配給が1日に杯に3杯しか飲めない。

杯に3杯で酔う方法というのを、とくとくとそれを学生

の前でしゃべるの。

濱●そうですね。甲陽の一酒徒ということをね。本来

は高陽の酒徒で、郡食其が漢の高祖に見えたとき、

「吾は高陽の酒徒にして、儒人にあらず」といった

故事で、酒飲みのことをいいますが、甲州 (山梨)出

身の先生は高陽を甲陽にかけて云ったんですね。

米朝●戦後お酒が自由に飲めるようになって、随分

飲んだらしいな。

濱●だから、私が「大東文化学院の想い出」に書い

たように、鈴木君 (旧姓高橋君)と一緒に青砥の校

舎に行ったときには、通夜の飲ですよ。夜通し飲んで、

酔眼もうろうとして我 を々迎え、もう李白を気取ってい

たんでしょう。

米朝●そうねえ、だれも呼びに来ないけど。(編集委

員会注 :『飲中八仙歌』に、「天子呼び来れども船

に上らず、自ら称す臣は是れ酒中の仙」とある。)

濱●「唐詩選」の授業のときに、李白は転んでも杯

をいつでも水平に保ったということをよく言っていた

でしょう。

米朝●あれはね、昔の中国の酒屋なんかにもあった

んだけど、絵があるんですよね。舟に、嫌やと言うて

いるのを無理やり乗せようとするときに、つかんでい

る徳利は水平に保ってて、こぼれないようにしている

という(笑 )。

濱●あれ、だれが描いた絵なんですかね。

米朝●さあ、中国からあるんやろうね。画材としては

おもしろいやろけどなあ。「飲中八仙歌」なんていう、

杜甫の。

漬●だから、あれを読むだけ読んで解釈しないわ

け(笑 )。『長安古意』という長い七言の古詩でも。

米朝●長安の都の。

濱●そうなんですよ。「古意」、音を懐かしむ心を詠

じた詩です。そして、どうもこれは教育的でないなあ

と言って、ニコリとされていたんです。ところで、今でも、

色紙には漢文で書きますか。

米朝●いやいや、もう書けませんがな。

濱●いつぞや、「唯だ主人をして能く客を酔わしめば、

知らず何れの処かこれ他郷」と漢文で、スラスラッと

書いたとき、小川秀男君が、「唯」は「但」だと指摘

しましたね。

米朝●これが違う。ああ。そうだ、そうや。

濱●だから、僕はみんな優秀だと思った。あのときに、

みんな暗記させられたから覚えている(笑 )。

米朝●「中原また鹿を逐う。筆を投じて戎軒を事とす」

(『唐詩選』)あれが最初やったかな。

心は放て天地間、まなこはさらせ lltの 移り
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大東文化大学創立00周年記念◎特別対餃

S ecial Talk

人間国宝桂米朝師匠、
大いに語る

濱久雄 (はま・ひさお)●大正14(1925)年生まれ。中央大学法学部卒。大東文化学院本科卒業。
元大東文化大学教授。文学博士。中国思想史専攻。
主な著書に、F蘭学事始 (現代語訳)』『西太后』教育社、F王陽明の詩 (訳注)」
1山田方谷の文i明徳出版社、F公羊学の成立とその展開』国書刊行会などがある。

戦
争
で
食
う
も
の
に
も
事
欠
く

暗
い
時
代
に
も
か
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わ
ら
ず
、

講
釈
場
通
い
の
日
々
を
送
る
。

濱●あれが一番最初、五言古詩のね。

米朝●巻頭ですね。

濱●よく覚えてる。物すごい。

米朝●詩は好きでね。もう本当に、『唐詩選』なんか

は好きでしたよ。

濱●『唐詩選』の七言絶句は「九月九日望郷台。他

席他郷客を送るの杯。人情すでに厭ふ南中の苦、

鴻雁なんぞ北地より来る」あれから始まるんですよ。

米朝●ああ、それは。

濱●今は九月九日(くがつここのか)と読む先生が

多いけどね、昔

の先生は九月

九日(くげつくじ

つ )と読んだん

ですよね。

米朝●わざとそ

ういうふうに。『和

漢朗詠集』か、

ああいうのは独

特の読み方が

あった。仮名が

ついたやつ、片

仮名でね。

濱●その『和漢朗詠集』的な漢文の読み方は、江

戸時代の漢詩の読み方とは違うんですよね。やわら

かい感じの。またひとつの味がありますよね。

米朝●そうですよね。非常に送り仮名なんか複雑でね。

濱●時 漢々文の本なんか読んでいますか。

米朝●いや、もう詩ぐらいですね。

漬●詩はだれのを読んでいますか。

米朝●笠井先生の『漢詩の味』か何かいう本がある。

あれは書道の本に連載したものを集めたものらしい。

あれは分かりやすくて、いろいろ脱線の仕方もおもし

ろいしね。まあ、大体唐詩から始まって、晋の「菊を

採る東籠の下」。

濱●陶淵明のね。

米朝●陶淵明の詩がかなりの量載っているわ。李

白と陶淵明と、自楽天もちょっと出ているけど、王安

石とかね。王安石なんて人は、あんな詩人やとは思

わんかった。

濱●「王荊公詩集」という立派なのがありますよ。も

うとにかく優秀なんですよね。

米朝●また、詩文ができなんだら、政治家にもなれな

んだ。

濱●科挙の試験に受からない。

米朝●そうや。

濱●みんな優秀ですよ、中国人は。書もうまいしね、

みんな。

米朝●うまいなあ、もう。無造作に書いてあるのでも。

日本人も本当に樋ロー葉の日記というのはね、影印

本で出たらしいけど、新聞で見たけど、見事な字で

すよねえ、あんな若くして。今度5,000円札か何か

に載るんで、今取り上げられている。

濱●そうそう、樋ロー葉ね。

米朝●ちょっと読めんけど、うまいなあと思って。日記

なんやからね、人に見せようと思って書いたもんやな

いんやから。あんな若いのに、先輩の小説家をかな

り手厳しくその日記の中では批評しているらしいん

でね、長いこと活字にならなんだ。その影響が、それ

を斎藤緑雨とか幸田露伴なんか、自分がかなりきつ

く書かれているのに、いやこれは出版すべきである

とか言うて、一遍出たことがあるらしい。今度はその

筆跡はそのままで出るというような。ところで、このご

ろ私は本が読めなくなってね。

濱●私も、最近はね。

米朝●近年本当に読めませんな。書くことどころか、

読む方もだめですわ。

濱●しかし文章は、特に枝雀さんについて書かれた

あの文章は僕は名文だと思う。簡にして要を得て、

やっぱリピシャッと決めている。いや、枝雀さんは大

束の文学部特別講義に来られて、たっぷり90分間

話をして頂いたのですが、自殺するような雰囲気な

んか全然なかった。オ気焼発でね。

米朝●ワァワァワァワァ言わさんと気が済まん男やか

らね。

濱●僕も一緒に写真撮ったのを整理しなくて、探し
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0 とにかく私は、いろんな勉強ができましたよ。学校の勉強もせずにね。もちろん寄席へも芝居にも行く。

『公羊学の成立とその展開』国書刊行会
著者・演久雄
初版・平成4(1992)年 6月

昭
和
１７
（１
９
４
２
）年
こ
ろ
の

目
白
駅
付
近
の
風
景

きたんだけど、|

脚なくてね。今度あった

ばして送りますよ。

米朝●それは珍しい写真ですね。

濱●研究室で何人かで写真撮っている

んですよ。特別講義で、大東には2回来てますからね。

米朝●私も二度行ったな。

濱●そうですね。文学部の特別講義でね。だから

枝雀さんも喜んで、大学生を前に、もう張り切っちゃ

ってね、英語の落語もやったしね。よかったですよ、

何か言うたら、ポロポロと涙をこぼし出すじね。

濱●それは亡くなるどのくらい前なんですか。

米朝●一遍ちょっとよくなって、また再発して。もうあ

れで、うちの事務所はもう大変に困ったわけなんです。

もう仕事を受けていたのをキャンセルする。必死に

なってこっちも損もし、かなり損をしキャンセルした。

調子がようなる。「迷惑かけました。もう大丈夫です。

仕事とってくれ」なんか言う。とったら、また当日前に

なると、とても出られへん。

濱●それは気の毒だったですね。

米朝●そんな状態で、1年半ぐらい前からそういう躁、

欝が繰り返しに。躁状態にまたなって、また欝になっ

たり。ジキルとハイドやないけど、だんだん欝の方が

時間が長くなってね、躁の時間がだんだん短かくな

って、しまいにはもう完全に欝になってしまった。

食べる物もないのに講釈場通い

である池袋の時代というものは、何しろ食べるもの

はないし、酒なんかはないし、本も簡単に買えない時

代やったからなあ。

濱●太平洋戦争の真っ只中で、米はもちろんイモで

さえ、貴重品の時代でしたからね。米朝さんは、日自

のどこら辺に下宿してたんですか。

米朝●学習院大学と女子大学との間ぐらいの路地

をずっと入ったところなんですよ。

濱●僕はあそこの目自小学校を出てるんですよ。昔

の高田第五小学校。

米朝●学生時代はまあ、僕にとってはおもしろかっ

たです。

とにかく私は、いろんな勉強ができましたよ。学校

の勉強はせずにね。もちろん寄席へも行く、芝居に

も行く。講釈場なんてところは、若い者一人も行って

なかった。ですから、あの時分の戦中の講釈場の

味なんか知っているのは、もうおらんね。

濱●講釈場というと、特別のものがあったんですか。

米朝●講談だけの寄席なんです。

濱●それを講釈場と言うんですか。

米朝●これは江戸時代からあるんです。明治時代

は東京だけで30軒ぐらいあったんやないかな。もう

あの時代、2軒だけ残っていましたよ。八丁堀に「聞楽」

というのと、深川の高橋というところに永花亭というと

ころと2軒だけありました。それやとか、そんなところ

を見に行って、いろんな人の話を聞いたり、それから

お神楽というのが、テケテッツクテテツクテレツクという、

あのお多福の面とひょっとこの、ああいう神社でやっ

てまっしゃろ。

濱●やってたんですよ。

米朝●あれ、関西にないのですよ。

濱●関西にないんですか。

米朝●ないんですよ、あれは。田舎へ行くと里神楽と、

これはまた大分雰囲気の違うものがあるけれども、

町中ではない。

濱●ひょっとこみたいなのは出てこないのですか、関

西では。

米朝●関西では、とにかく京都や大阪には、あの種米朝●今振り返って見ると本当に、僕らの学生時代

心は放て大地間、まなこはさらせ世の移め
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米朝●もう、本
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くしたんでしょ

うね。

濱●やっぱりそ

うでしょうね。

米朝●もう大
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大東文化大学創立80周年記念◎特別対議

S ecial Talk

人間国宝桂米朝師匠、
大いに語る

関
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化
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え
に
も
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心
を
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日
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米朝師匠が通ったころの

のものはないんです。あれは、やっぱり翁というお能

の方の、あれに、三番曼も出てくるけれども、あれの

パロディというか、あれをちょっとおもしろく変えたよう

なものが始まりらしい。

濱●それがどうして神社と能楽が結びつくのですかね。

米朝●神社と翁の能楽は結びつくのですよ。お能

の翁のそれこそ崩したものというようなもの、芝居で

も一応あるけどね。お神楽のそういう起源について

書いた本があるはずやねんけどな。技術的なことは

松本源ノ助社中という人が伝えてて、それを伝えて

いる人は今

でもある。

濱●例の「古

事記」にあ

る天の岩戸

の天の字受

売の命踊る。

米朝●「裳

の緒を番登
大東文化学院の校門         に忍し垂り

き」という。『古事記』でもみんな書いてあるからね。

濱●それで、岩戸をあけたらば、みんなの顔が自い

からおもしろいということになったとか。

米朝●ですから、あれは鳥居の始まりやね。鶏をこ

の台の上に乗せて並べた。鏡を用意して榊に、そ

れでワーッと天の字受売の命が踊ってみんなでヤン

ヤと騒ぐさかい、私が岩戸へこもっているのはみん

なシュンとなっているはずやのに、何でこんなに騒い

でいるのかしら。すばらしい神様がお越しになった

ので喜んでいるのですわ。どんなやつかとあけて覗

いて見ると、鏡を出した。自分の顔が映っているん

ですわな、天照大神の顔が。何がすばらしいんだと

か言うたか何か知らんけど、ともかくもうちょっと見よ

うとあけると、手力男命がウワッと引きあけると一遍

にパーッと明るくなって、鶏が一斉に鳴いて、鶏がこ

ういう台の上に立っていたので、鳥居というのの発

祥なんだ、これが。

濱●あ、それなんですか。

米朝●まあ、俗に読み解いたらそんなことですよ。

濱●『古事記』は大束でやらなかったですね。

米朝●やりませんな。

濱●『万葉集』もやらなかったんですよ。

米朝●あ、『万葉集』もやらなんだか。いや、高等科

入ったらやったん違う。

濱●我々の前に金子元臣先生が『万葉集』をやって、

僕はあの先生の本をみんな持ってたんですが、我々

の入ったときに、病気か何かで亡くなってんですよ。

それでやらないんですね。鳥野幸次先生には『古

今集』を習いましたね。

米朝●鳥野という先生はうまい講義でした。大宮人

という感じがする。あのヒゲといい、淡々と進めて。

濱●淡々とね。

米朝●何か味のある人やったなあ、あの講義も。お

歌所の寄人。大した先生がそろってたんでしょう。

濱●それはもう超一流ですよ。

米朝●あんたが「大東文化学院の想い出」に書い

ているようにね。

濱●本当ですよ。

米朝●あれにも書いてあったけど、吉田精致さんの

倫理学。あの本買うて来たら一字一句違わんのに

はもうびっくりした、あれは本当に。

漬●『倫理学原論』ね。もう言うことと先生の本と、

一字一句違わない。

濱●あの頃、大東では食堂があったでしょう。

米朝●なさけない食堂がね。

濱●飯と味噌汁で。

米朝●そうそうそう、それしかないの。

濱●それがまた、雰囲気がよかったですね。

米朝●私は、あそこ、あの時分食べるのは大変やっ

たから、安いしよく利用はしましたけどね。私は、あん

たは家から通ってたから知らんやろうけど、下宿し

ている連中は外食券というものを持って、それを持っ

て行かないと食堂へ行ったって、御飯は米の飯は

出してくれない。もうそのうちに出してもだめになっ

てきたけどな。

濱●我々も勤労動員で浦賀ドッグに行ったって、もう

082=大 東文化大学創立80周年誌
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●
それは大阪じゃなくて、東京で体験した
というところに意味があったんですね。

F笑」作品社
著者・桂米朝
初版・昭和59(1984)年 1月

雑炊です

知的でユーモアに満ちた米朝師匠の洒脱な語りに、
魅了された観客は我を忘れて聞き入ります
撮影・宮崎金次郎

もんね。ひどかっ

たですよ、戦争中は。

米朝●あれはもう、それだけ

の配給はちゃんとあっても、みん

なには雑炊しか食わさないんだ。

落語家桂米朝を育てた東京時代

米朝●私は東京の寄席のことでも、東西の噺家ひっ

くるめて、私より1つ、2つ上の人がまだ2、 3東京にい

ますけど、もういなくなってしまいました。ことに講釈

場のことなんか知っている人は、今の伯竜と芦川と

いう古い講釈師が2人だけ。

濱●講釈場ですか。

米朝●そう、講釈場。これは明治時代にできた狂詩

の本なんかにも講釈場が出てきます。洋弓場へとか

そんなのと一緒に狂詩の本に、七言絶句か律かで

狂詩の本があの時分随分出ています。復刻された

りしてちょいちょい欲しいのが出てますわ。やっぱり

大変喜こばれたと書いてあるな。そんなんで、あの

時代結局東京には1年半ぐらいしかおらなんだけれ

とも、私はいろんなところを見て回ったりしたおかげで、

あの学生時代に貴重な体験をするということは生

涯残ります。10代後半のね。(編集委員会注:狂詩

は狂歌に対して云う。内容は滑稽なもの)

濱●それは大阪じゃなくて東京で体験したというと

ころに意味があったんですね。

米朝●そうなんですな。

濱●大阪にはなかったんですか。

米朝●講釈場はもうなかった。小芝居は、全然ない

ことはない。京都に一軒、兵庫の方に一軒。大阪に

は小芝居はもうなかったな。東京にはまだ、本所の

緑町に寿座という小芝居があって、そこへよく行った。

濱●それは、米朝さんの自伝の『私の履歴書』には

出てないですね。今の話した物語は。

米朝●それも本にするについて大分書き足したん

ですがね。

濱●今の話は非常に貴重ですよ。

米朝●お芝居の方は、演劇の研究家はたくさんいる

から、これはもうそんなに詳しく言及している人がた

くさんおりますけど、寄席の方は余りそれがないんでね。

正岡さんのものなんかも大変な記録としても貴重な

んですよ、今。

米朝●我々の同級生で、もう亡くなってしまった中嶋

岩雄君を偲ぶ会をやったとき、私仕事受けてたんで

行けなかったんや。

濱●やはり仕事があると来られないですよね。スケ

ジュールが組まれていると。

米朝●家族が死んでもそれだけやってから飛んで

帰ってくるというような、私かわりがないんですよ。ま

だ少し前なら枝雀が私のかわりに行けば、それで代

理で務まった。

濱●枝雀さんを後継者に目していたんですか。

米朝●今は私が何かで行けなくなったから代わりと

いったら、古い春団次とか文枝とかいう私よりちょっ

と歳下やけどな、そこいら。それは病気で倒れたと

受 ヘ
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SDeCial Talk
■因コ整目回コロ罰圏甕団国D
人間国宝桂米朝師匠、
大いに語る
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は
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文
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か入院したとかいうんなら、それはそれでうちの弟

子でも納得するやろうけど、そのほかのことでは、納

得してもらえないでしょうね。いわゆる興行として、や

はり興行者は客が集まってくれないと困るからね。

落語は文学か否か?

濱●それはそうですよね。ところで、例の「落語の

記録」も30集出されて、「落語全集」も出されたとい

うでしょう。しかもそれが埋もれていた東西の古典落

語を数多く発掘したんですからね。これは文学的に

言っても大きな

功績ですよ。

そこで、「落語

は文学かどうか」

について米朝さ

んのご意見を聞

きたいのですが。

つまり落語はい

わば文学作品に

匹敵する中身で

もあるわけでしょう。

米朝●そうなん

です。前にも今

は文庫本になっている『落語と私』という本に書い

てるんやけど、「すばらしい内容があっても、それを

下手な落語家がしゃべると文学作品でも何でもなく

なってしまう。」ということがあるのです。

濱●しゃべり手によって、変わってしまう。

米朝●そうそう。話芸であるから、しゃべり手によっ

て80点のものが40点になってしまう。そこがちょっと

問題やということをね。ですから活字にして読む場

合には、いい内容のものは立派な作品ですよ。

濱●つまり活字化された落語の中身、内容というのは、

文学作品に値するわけでしょう。

米朝●活字に書かれたものは、これは文学作品と

言っていいものは幾つもあります。

濱●あるでしょうね。特にいろんなパロディあたりのも

のなんか、これまとめたらおもしろいと思うのですがね。

084=人 束文化 入学創 立80周 年誌

米朝●たくさんあることはあるんやけどね。パロディ

というのは、もとを知らなんだら成り立たないわけ。

濱●そのもとを、特に漢文と関連するパロディあたりで、

そのもとの漢文と落語の作品との比較をつくったら、

これはおもしろいですね。

米朝●寺子屋の教育がかなりのものであったと思う

のは、壁に穴あけて泥棒が手を出して、そいつを家

の者が見つけてつかまえて、けしからんやっちゃと、

ここに縄でくくって、ここへ釘づけしろとか何とか言

うてると、儒者が、そんな乱暴なことをしてはいかん。

よほど困ったからやろうと言うて、何ぼかわずかな金

をその手に握らせてやる。その手をあけてみて、「少

なきかな仁」と言うた(笑 )。

濱●いや、それは、程度高いですよ、これ。「巧言令

色少なし仁」、あれから来ているわけ。これはおもし

ろい。そういうものでまとめたらどうです。

米朝●いや、まとめるったって、思いついて今ふっと

ひとつ思いついたけど、まだもっとあるでしょう。ある

けれども、探したりまとめたり書いたりするのも大変

でできないんでね。その程度の寺子屋の教育でも、

そういうものは大衆のお笑いの落語の中には出てく

るということね。

濱●でも、今それ言ったって、笑うその原典が、知っ

ている人は共感を覚えて笑うけれども、わからない

人は笑えない。

米朝●「巧言令色少なし仁」というのは、あれは『論

語』の一節ですよね。

濱●ところで落語には定本というのはあるのですか。

米朝●定本があるようでないんですよね。

濱●米朝さんはそれをつくったということになるんで

しょうね、定本を。それが「落語全集」ですね。

米朝●今の時点における私の解釈による定本です。

濱●これがいわゆる古典落語定本。

米朝●それは先々ずっと定本とはいかんけども、一

応ほかにないからね。

濱●これを正岡容という第一師匠がこういうものを

つくろうと工作したんですか。

米朝●あの人はむしろ、落語なんて定本なんかない

.`



0 すばらしい内容があっても、それを下手な落語家がしゃべると文学作品でも何でもなくなってしまう。

『米朝・上岡が語る昭和上方漫才:朝日新聞社
著者・桂米朝/上岡龍太郎
初版・平成12(2000)年 7月

当
時
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大
学
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門
学
校
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学
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服
に
学
生
帽
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出
で
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だ
っ
た

ものだというのが持

論やったような気がするな。

定本の内容のすばらしさは十分認

るんやけどね。あの人の場合はこの演者が

やったときにすばらしかったということがあるでしょうね。

濱●正岡容という人について、米朝さんは「破滅型

の奇人」だと書いてあるけど、「破滅型の奇人」とい

う表現はおもしろいと思いますね。

米朝●そうでも言わなしょうがないからね。

濱●もう1人の人が正岡容のことを書いているこの

文章ね。これもまたおもしろい。

米朝●最近小沢昭

一がエッセイを集めたようなものを出して、その中に

正岡容のことが書いてあって、昔私が正岡容につ

いて書いた文章も引用してありましたが、彼も正岡

容のいわば弟子やからね。変なのが門下にいるん

ですよ。

濱●何か破門された人も結構多いと。

米朝●すぐまた仲直りするんやけどね。絶交状を送

った次の日に、おれが考え違いしてたって謝りにや

ってくるというようなね。

濱●人のいい人なんですね。

米朝●まあまあ、根は善人でしたよ。まことに変わっ

た人でね。

濱●ところで落語研究家と言わないで、寄席研究家

で作家と書いてあるんですよね。

米朝●落語だけじゃないんですよね。

濱●寄席研究家というと、落語以外の話芸も入るこ

ととなる。

米朝●もう浪花節も入ってりゃ、漫才も入ってりゃ、手

品も曲芸も入ってりゃ、百面相のようなものでも、もう

そういうふうなちょっと広い範囲になる。

濱●そういう意味で寄席と言ったんですね。そうで

すか。

米朝●本当に不思議な人やった。けとヽ そのときに、

小沢昭一が引用している私の文章のおしまいのと

ころに、「けれども非常に低く見られていた落語とか

寄席とかいう世界を、学生層とかインテリ層に認めさ

せたという功績においては、もう

多大なものがある」。最

初であったかもしれん。

それまで落語を

認めていた人は、

皆いわゆる通人

型の江戸趣味の

人とか、そういう人は

大変高く買うてたけども、

それを昭和の10年代ぐら

いから学生が興味を持つ

ようになったのは、これは正岡

容の力やと思います。

濱●そうでしょうね。やはりいい師にめぐり合わせると、

その弟子はやはり伸びますね。もちろん才能がなけ

れば、その弟子は伸びないけれとも。

米朝●そうですな。私も師匠の米団治という人が、

生涯売れなかった人ですけどね。陰気な噺家でね、

いわゆる稽古場名人みたいな意味においては。で

すから先代の春団治師匠なんかでも自分の息子を

うちの師匠のところに稽古にやったりという、そんな

ことをする。うまいとは皆認めているけれども、ちっと

も売れなんだ、あの人は。

濱●何かずぼら、紋付着てそのまま寝転んじゃって。
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米朝●そうそう、そんなことは日常茶飯事。だから、も

う高座着がいつもしわくちゃになってしまう。酒がめ

ちゃくちゃ好きでね。金が欲しかったには違いない

けど、太鼓持ち的によいしょするというようなところは

まるっきりなかったですね。自分をわかってくれるお

客とは大変低姿勢で親しく話をするんやけど、こい

つはちょっともわかってないなと思うたら、もうね、途

端に冷淡。

人間国宝米朝たる所以

(写真上)戦場へと次々と送られていった壮行会学友。昭和19(1944)年
(写真下)平野教授による詩経の講義の様子。昭和12(1937)年

濱●ところで、現在落語家の中から、これから人間

国宝に指名される人というのは、僕はほとんどもうい

なくなってしまうのではないかと思うのですが。

米朝●志ん朝が死んだんでね。彼は次の候補やっ

たんやけどな。

濱●今候補って、いるんですか。小さんっていう人

は亡くなったでしょう。

米朝●そのちょっと前に志ん朝が先へ死んだ。これ

は志ん生さんの息子で、志ん朝がおるから東京はま

あ大丈夫やというふうに。一時代前の回生さんは、

その時分は人間国宝とかそういうものの対象に落

語がなってなかったですからね。なってたら、一番に

なった人でしょう。

濱●米朝さんの場合、人間国宝になった理由の中に、

古典落語を発掘して将来に伝える功績というのが

高く評価されているでしょう。

米朝●それから後進を育てたということが。

濱●この『私の履歴書』にも書いてある。落語家は

食えないよと言われたって。確かに大変ですよね、こ

れは。

米朝●文楽の連中に聞くと、しかし考えてなれば松

竹の時代の方がよかったとも言えると。本当に食え

ない。今は最低生活保障してくれる、国が。これは

良し悪しだと言うんです。

濱●それで芸が落ちてしまう。

米朝●もう努力しなくなる。

濱●司馬遼太郎さんが米朝さんのファンだったとい

う有名な話がありますね。

米朝●一番最初に会うたのは、何か物書きやら作

家やらそんな連中が集まっている席で私も一緒に

連なってたんやけど、「実は米朝さん、あんたのレコ

ード全部、おれ持ってるんのや。それを毎晩聞いて

いるんです。あれぐらい寝やすいものはない」と言っ

て(笑 )。 子守唄。あれぐらい気持ちよう寝られるも

のはない。その時分はLP、もうカセットになってたや

つで、それを聞きながら床につき、眠ってしまってもテ

ープの方はカチャッといって勝手にとまってしまう。

濱●それは大阪弁のリズムかしら、子守唄っていう

のは。

米朝●それもあるんですけどね。とにかく、実は私は

隠れたるファンなんですよと言われて、ただ一遍も生

を聞いてない。一遍聞いてくださいと言って招待して、

サンケイホールかなんかへやって来た。その後の打

ち上げのちょっと軽いパーティやったんですけれども、

086=大 東文化大学創 立80周 年誌
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●
将来、貴重な資料が沢山ある米朝さんの蔵書は、
日本で唯一 の 落語図書館にでもなると良いでしょうね。

‐
上方落語ノード青蛙房
著者・桂米朝
初版。昭和53(1978)年 12月

米朝「ウーン、もうこの歳ですから、今後の抱負などありません。
今の若人には古い文化の蓄積というものを見直してもらいたい……」
撮影・宮崎金次郎

生ちょっと一言と

言うたら、「実は私20年

米朝さんを聞いているんやけとヽ 、

生 で のはきょうが初めてや。この人には何と

も言えん色気がある」ということをしきりに言うてくれた。

書いてもくれています。私のことを、著書にかなリペ

ージ数を費やして書いてくれてます。

濱●いや、僕は米朝さんは初代だと思ったら、三代

だというでしょう。

米朝●今までの二代は、みんな大きい存在になった

ら名前をかえていって。

濱●でも、この『桂米朝 私の履歴書』という本がな

ければ我々は何も知らないですよ。これはいい本で

すよ。

米朝●日本経済新聞社から、たびたび話を持ってこ

られてとうとう書いた。考えてみたら今しかないかも

しれんな思うて、それで去年の11月に。

濱●米朝さんの蔵書の数が多いのは有名ですが、

相当すごいんでしょう。

米朝●私は実は整理してどこかへおさめるところへ

おさめてしまい、それがなかなかできない。ちょんま

げ時代の出版した噺本なんかは今は高価なんです。

私が古本屋回りをしていた時代は、それは昭和20

年代、30年代は安かったんです、そういうものは。落

語に関する本なんて非常に安かった。明治の末に

出た『文芸倶楽部』の臨時増刊なんていうのは、1

冊あの時分500円かな。1,000円しなかったんです。

そんなんでどんどん買い集めていた。今は1冊が3,

000円ぐらいする。江戸時代の噺本、大概あれは5

冊が単位なんですよ。5冊本なんかは、ちょっと高い

なと思うたけど2万円ぐらい出して買うたようなもんが、

今はやっばり40～ 50万です。そういうのはちょっと

別にして、雑多な本はもう整理しようと思うて。

濱●そうですね。将来への貴重な資料が沢山ある、

米朝さんの蔵書は、日本で唯一の落語図書館にで

もなると良いでしょうね。ところで、最後に、現在の若

者に対して一言、今後の抱負についてお聞かせ願

います。

米朝●ウーン、もうこの歳ですから、今後の抱負など

ありません。今の若人には、古い文化の蓄積という

ものを見直してもらいたい。それと日本には資源が

ないということ、石油も金属もパルプも木材もすべて

輸入に頼っている。ストップしたら車も走れない。パ

ンも麺類もなくなる。豊富にあるのは水だけです。何

もない国であることを再認識してもらったら、生活態

度も変わるでしょう。

濱●本日は貴重なお話をお聞かせ頂き誠にありがと

うございました。1人でも多くの大東生が、本日の米

朝さんのお話に触発されて、自分の夢や希望を大き

く持ち、それに向かって努力し、各分野で活躍され、

自分たちの夢や希望を実現させてくれることを願っ

ています。このことが、大東文化大学が今後90周年、

100周年へと大きく発展する原動力になると信じて

いるからです。

米朝さんもきっと同じお考えだと思います。本日は

ありがとうございました。

心は放て大地間、まなこはさらせ世の移り
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知的活動を支えるための環境整備は、

大学にとって、いわばもう一つの教育でもあります

美しく整った快適な教育空間で、

柔軟な思考力と豊かな感性を育みたい。

本学では、板橋キャンパスの再開発をはじめ、

セミナーハウスや

ソフトハードの両面

体制の
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板
橋
キ
ャ
ン
バ
ス
整
備
の
第

一期
工
事
の
開
始
な
ど
、
個
性
を
の
ば
す
知
の
空
間
を
構
築
．

図
書
書
庫
棟
、
徳
丸
研
究
棟
も
建
設
ｃ

完成後の板橋キャンパス・

イメーンパース

「緑のキヤンバス」をテーマに、
板橋キャンバス再開発

平成14(2002)年 8月に始まった板

橋キャンパス整備の第一期工事は、狭

い校地を再開発して機能性や効率性

を高めるばかりでなく、空間をさらに魅

力的なものにし、学生や教職員、地域

の人たちからも愛され、親しまれ、

ヒューマニテイあふれ

る環境とするこ

とを狙い

としています。

大きな特徴は、大東文化大学のスク

ールカラーである「緑」をキーワードにし

た「緑のキャンパス」の創出です。東の

中庭はハードな路盤と落葉樹の高木で

造成され、学生同士や学生教員間のコ

ミュニケーションが取れる活動的な緑

の空間「交流の社」とします。西側には、

斜面を横切る小径に沿って「思索の社」

を点在させ、緑濃く奥行き感をもたせて

「一人になれる」静かな空間を造ります。

このようにして、中央棟・図書館を東と

西の異なる2つの中庭で包み込む

ように配置し、人と人の交流を

生む空間を造り、食堂やカフェ、

体育館などの各館につな

がるように設計されて

います。

キャンパス内

では学 生

同士、

学生と

教職員の

交流ができ、教

育研究活動が活発

に行われるように、大学機

能が有機的に連結されています。

3号館の南側には、「スパイン空間」と

名付けた交流空間を設け、人と人の出

会いの場を造ります。「交流の社」に面

し、暖かな日差しがそそぐ立地を利用し

心は放て大地間、まなこはさらせ世の移り
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板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
完
成
予
想
模
型
。

（写
真
上
）
左
か
ら
１
号
館
（既
設
）
、中
央
棟
・図
書
館
、体
育
館
・厚
生
棟
、
３
号
館

（写
真
下
）手
前
の
木
々
に
覆
わ
れ
た
庭
が
「交
流
の
社
」

て太陽光発電装置を設置し、また環境

共生への取り組みとして、屋根には風

力発電のための風車を取り付けます。

3号館の1階から2階は教室ゾーンに、3

階から5階は研究室ゾーンとし、低層で

のびやかに各層が連結し、人の流れと

交流の場を造り出します。さらに屋上

は緑化し、「ヒートアイランド現象」の防

止に役立てるほか、ほかの階とは違っ

た趣のラウンジを造り、静かな環境を形

成しています。

体育館。厚生棟には、公式のバレー

ボール・バスケットボールコートが十分に

とれる体育館と、学生活動の中心とな

る部室棟を整備します。アメニティ施設

として中央棟・図書館の北側は福利厚

生を中心に配置し、南側に食堂とカフ

ェと書店をもち、北側道路からも利用で

きるようにして郵便局や売店をおきます。

上階には文化系サークルの部室と学

生自由ホールを配置して、学生の生活

環境の中心とします。3号館の教育・研

究ゾーンと体育館ゾーンにはさまれ、交

流と憩いの空間になります。

キャンパスの中心には、文化的シン

ボル(中央棟・図書館)を建設し、十分

な蔵書数および閲覧席を確保するだ

けでなく、情報メディアの自由な利用が

可能な創造の場とします。2階から5階

に図書館をおき、3階には1号館の情報

教室群と図書館を連携する情報センタ

ーを設置。中央棟・図書館2階テラスに

は開放的な情報ラウンジを設け、学生

が常に利用できるようにします。この場

所は図書館出入り回のすぐ脇であり、

大学全体を見渡せることから、学生主

体の情報発信基地としてもふさわしい

場所となるでしょう。また、地下には、20

万冊が収納できる図書館の自動化書

庫を設けています。書庫の書籍などは

2階の事務室内のカウンターまで機械

化されたシャフトで運ばれます。外部は

晴れた日にはくつろぐことができる大階

段を設けます。階段の下は多目的ホー

ル(360人収容)となり、自由な活動の場

として活用されます。

伝統的な学問と先端技術の
融合による新たな価値の創造

平成15(2003)年 9月に完成

した板橋キャンパス中央棟・

図書館は、メディアミックス型

図書館として建設されました。グ

ループ学習室および個人用閲覧席を

含む充実した図書館機能に加えて、レ

ポート作成にも使えるPCフロアと情報

ラウンジをもち、さらに情報教室・マルチ

メディアエ房・LL教室をも一体的に利

用することができます。

さらに、中央棟・図書館の真価は設

教室ゾーン・研究室ゾーン・
スパイン空間が、配置される新3号館
[平成15(2003)年 7月現在]

中
央
棟

ｏ
図
書
館
は
、
メ
デ

ィ
ア
ミ

ツ
ク

ス
型
図
書
館

と

し
て
、

情
報
メ
デ

ィ
ア
の
自
由
な
利

用
が

可
能
な
創
造
の
場
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情報メディアなどを自由に利用できる、
創造の場としての中央棟・図書館
[平成15(2003)年 7月・現在]

レ

備だけではなく、伝統的な学問と先端

技術の融合による新たな価値の創造

にあります。本学の新たな発展基盤を

支えるため、図書館と学園総合情報セ

ンターが協働で運営にあたります。

蔵書約70万冊とマイクロフイルム
約3万4,000り…ルの収容を誇る

板橋校舎の図書書庫棟は、平成10(1

998)年 4月に完成しました。建築面積

522.8ぷ、延床面積 1,487.25ぷ 、鉄筋

地上3階建ての造りです。

書庫内には7段式の集

密書庫が設置され、

蔵書収容

冊数は約70万冊、マイクロ

フィルム約3万 4,000リ ールが保

管できます。最新式の循環式空調設

備により、書庫内は常時、温度22℃ 、湿

度50%に保たれています。

図書館では平成8(1996)年から、学

内の図書・雑誌のコンピューターによる

検索に加え、インターネットやCD―ROM
を通じての国内外の図書・雑誌の情報

サービスが開始されました。これにより、

世界の和文・欧文の雑誌記事情報や

図書情報の検索・提供など実現し、教育・

研究の国際化に対応して幅広い利用

がなされるようになりました。

平成11(1999)年 2月徳丸研究棟が
竣工。東洋研究所が3月から使用

大東文化大学徳丸研究棟は、平成

11(1999)年 2月 20日に完成しました。

平成10(1998)年 9月から工事が始

められ、板橋区徳九2-19-10に建設

されました。本学板橋校舎と最

寄り駅である東武東上線東

武練馬駅のほぼ中間に

位置しています。

建物は鉄筋コ

ンクリート造り

の地上 3

階、塔屋

1階で、敷地

面積458.37だ 、建

築面積273ぷ 、延床面

_́   積837.04ぷ 。1階は事務室、
共同研究室、書庫、資料庫、マシンル

ームなどがあり、2階には研究室6室、書庫、

倉庫、3階には会議室3室と書庫などが

設けられています。同年3月から東洋

研究所が利用しています。

ヽ    |

東洋研究の殿堂「徳丸研究棟」。
平成11(1999)年 2月竣工

マ
ル
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未
来
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
が
羽
ば
た
い
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
込
め
て

「
卵
」
を
モ
チ
ー
フ
に
設
計
し
た
新
合
宿
所
が
完
成
。

キャンパスの整▲備▲〔一〕▼）　　・

陸
上
競
技

愛
称
は
「Ａ

陸上競技部の新合宿所「A
THLETE― EGG」 (アスリ
ート・エッグ)が、平成9(1997)

年9月に完成しました。「卵」

をモチーフに設計した建物で、

未来のスポーツマンが羽ば

たいていくイメージが込めら

れています。建築面積395.

71だ、延床面積732.93ボ。

鉄筋コンクリート造りで、2階

建て。1階にはエントランスホールと中

新設された陸上競技部の合宿所。
平成9(1997)年 9月完成

玄関には、愛称である「ATHLETE― EGG」 の
レリーフが掲げられている

D.B.u.滑な狸卜臨

「
さ

ら
な

る
大
き

な
成
果
に
期
待

」
森
崎
震

二
理
事
長
代

理

「
念

願
の
夢
が

か
な

い
、
感
謝

の
気
持
ち
」
青
葉
監
督
。

部
の
新
合
宿
所
の

Ｔ

Ｈ

Ｌ

Ｅ

Ｔ

Ｅ

‐
Ｅ

Ｇ

Ｇ

」

庭 (トレーニングスペース)が設けられ、

学生室4室、トレーナー室、事務室、食堂、

浴室、2階には学生室16室があります。

完成を祝って行われた竣工式で、森

崎震二理事長代理が「箱根駅伝や全

日本大学選手権で優勝経験が多く、卒

業生はオリンピックに出場するなど目覚

ましい実績を誇ります。今後も努力を重

ねて大きな成果をあげられることを期待

します」とあいさつ。陸上競技部を代表

して青葉昌幸監督が「念願の夢がか

ない、感謝の気持ちでいっぱいです」と

お礼の言葉を述べました。

現
役

・Ｏ
Ｂ
の
部
員
は
じ
め
部
長
や
理
事
長
ら
が
出
席
。

完
成
を
祝
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
竣
工
式
を
開
催
。

ラ
グ
ビ
ー
部
合
宿
所
が
竣
工
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型
托

平
成
Ｂ
（１
９
９
９
）年
５

ラグビー部合宿所の完成

を祝って、平成11(1999)年

5月に竣工式が行われました。

新設の合宿所はこれまで

合宿所があった敷地に建

設され、鉄筋コンクリート造

り、地上4階建て敷地面積

496.63だ、建物面積313.19ぷ、

延床面積969.36ぷ 。堅固

な屋根が設置され、夏でも

最上階の室内気温が上昇しないように

グレーを基調とした落ち着いた外壁の真新しい合宿所

特別の設計がなされています。外壁は

グレイのタイル貼りで、比企丘陵の自然

に美しく溶け込んだ外観が目を引きます。

1階は玄関ホール、マネージャー室、多

目的室、厨房、食堂兼ミーティングルーム、

浴室、脱衣室など。2階から4階は学生

室で、各階とも10室計30室が設けられ

ています。

竣工式には、竹内哲夫理事長や須

藤敏昭学長、ラグビー部の中本博皓部

長、中野敏雄前部長。名誉教授、現役

のラグビー部員らが出席し、和やかな

雰囲気の中で完成を祝いました。

鉄
筋

４
階
建
て
で

、
堅
固
な

屋
根

を

設
置
し

、

夏
で
も

最
上
階

の
室
内
気
温
が

上

昇
し
な

い
造

り

。

イ
り

,

′

月ヽ
ラグビー部合宿所の竣工式。
平成11(1999)年 5月 28日
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埼
玉
県
坂
戸
市
に
完
成
し
た

「大
東
文
化
大
学
留
学
生
会
館
」
。

駐
車
場
と
談
話
室
を
備
え
た
３
階
建
て
１６
室
の
留
学
生
会
館

各
国
か
ら
の
留
学
生
た
ち
が
毎
日
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

快
適
に
生
活
で
き
る
た
め
に

平
成

１０
（１
９
９
８
）
年
３
月

キャンバスの整
▲備」藤摯Ｆ７

交
換
留
学
生
が
安
全
で

大東文化大学留学生会館が平成

10(1998)年 3月、坂戸市に完成しました。

同年の4月からアメリカ、カナダ、オースト

ラリア、韓国、中国、台湾、インドネシアな

どからの交換留学生たちが、ここで毎

日の生活を送り、通学しています。

留学生会館は、海外から

の交換留学生たちが、

安全で快適に留学生活を送れるように

という目的で建設されました。立地は最

寄りの北坂戸駅まで徒歩3分で行き来

でき、交通の便も良い場所にあります。

建物の外観は茶色の

タイル張りで、周囲

の住宅と美しく

調和してい

ます。建

築面積は232.

29ボ、鉄骨鉄筋コ

ンクリート造りの3階建てで、

1階には談話室と駐車場があり、

2階と3階に宿舎として計16室が設けら

れています。所在地は埼玉県坂戸市

溝端町4-10。

周
囲
と

調
和

し
た
タ
イ
ル
張
り

の
蒲
洒
な
外
観

北
坂
戸
駅
か
ら
徒
歩

３
分
の
好
立

地
に
建
設

。

ヽ

「―
―学

内
の
情
報
環
境
は
常
に
時
代
の
先
端
に
近
い
状
態
が
保
た
れ
、

教
育

・研
究
に
お
い
て
快
適
な
利
用
環
境
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

掘
削
膊
究
におけ
る

情
報
環
境
の
進
展

本
学
で
は
、
学
生
全
員
に
Ｉ
Ｄ
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

与
え
ら
れ
、
自
由
に
パ
ソ
コ
ン
お
よ
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

情報分野の技術進歩は特に急速で、

大学の情報環境はできる限り時代の

先端に近い状態を保ち、教育・研究に

快適な利用環境を提供しています。

情報実習教室数・学生利用可能パ

ソコン台数は、平成6(1994)年 の5教

室253台 (板橋2教室・80台、東松山

4教室173台 )から、平成13(2001)年

28教室993台 (板橋10教室290台、東

松山18教室703台 )へと年々充実して

きています。パソコンOS(オペレーティ

ング・システム)は、Windowsの ほかに

Unix系 OSの Linuxを 搭載し、少数で

すがMacOSも完備しています。

また、インターネット利用サー

ビスは、平成12(2000)年

度には在学生のほぼ8

割弱が利用し、平成

13(2001)年 4月から、

在学生と教職員全員に利用

1・
‐
者IDを付与して、パソコンで自由にイ

ンターネット利用 (メール送受信、ホーム

ページ作成など)ができるようになりました。

ネットワーク環境は、学内LANの敷

設および整備を順次実施し、学外との

接続では、平成4(1992)年 10月 、JP

NIC(現 日本ネットワークインフォーメー

ションセンター)からIPアドレスの割当

認可、平成5(1993)年 2月ドメイン名

(daito.acjp)承認、同年4月 TRAIN(現

東京地域アカデミックネットワーク協会)

加入による学術ネットワーク(SINET)
への接続開始で、インターネット利用の

幕が開きました。

回線速度は、段階的に増強して現

在では1.5Mbpsと なっています。また、

学外からの利用を可能とするダイヤル

アップ接続サービスを、板橋校舎は平

成9(1997)年 5月 、東松山校舎は同

年7月に開始しました。平成11(1999)

年1月には、東松山校舎から商用ネット

と接続してインターネット環境を充実し、

ダイヤルアップ接続サービスの代替として、

平成15(2003)年 5月より、インターネッ

ト経由で学内サーバ (メール等)の利

用を実現しています。

平
成

１３
年

か
ら
学
内

の
全

員
が
利

用
者

ｌ
Ｄ
を

も
ち

、

自
由
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
等
を
利

用
し
て
い
ま
す

。
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ラ
グ
ビ
ー
の
メ
ッ
カ

「菅
平
高
原
」
に
厚
生
施
設
が
完
成
。

落
成
を
祝
い
、
関
係
者
ら
が
盛
大
に
祝
賀
会
を
開
催
。

キ
，
ャ嬬
恋

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

菅
平
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
完
成

学
問
（ま
な
び
）の
湯

キャンバスの菫�▲一一一▼・　・　　　　　　　　　　　　　　・　　・
・

平
成
６
（１
９
９
４
）年

ラグビーのメッカとして知られる長野

県菅平 (小 県郡真田町 )に、平成 6

(1994)年 6月、菅平セミナーハウスが

完成しました。

平成5(1993)年 7月から建設されて

いた同施設は、宿泊収容人数40人、全

天候型のテニスコートや多目的グラウン

ドが設けられています。1階にある吹き

や教職員の研修と福利厚生の

目的で建設された「菅平セミナーハウス」

「嬬恋セミナーハウス」(群馬県吾妻

郡嬬恋村 )に温泉施設「大東嬬恋温

泉 学問 (まなび)の湯」が完成し、平
成9(1997)年 7月に温泉開きを行いま

した。

学問の湯は、岩風呂から浅間山など

の秀峰を望むことができます。温泉の

色はスクールカラーと同じ、澄み切った

緑色のエメラルドグリーン。源泉の温度

は摂氏64℃ で、毎分662の 豊富な湯量

臨ぃ  を誇っています。

温泉の泉質

はカルシ

群馬県嬬恋村に建設された

「嬬恋セミナーハウス」

抜けのラウンジは、天気の良い日は北ア

ルプスまで眺められ、「ダボススキー場」

も一望できます。

建物の地下 1階には大小浴室、ラン

ドリー、乾燥室、1階はラウンジ、食堂、ゼ

ミ室2室、管理人室など、2階は宿泊室

10室、談話室などがあります。信越本

線上田駅からJRバスでも0分、徒歩20分。

平成11(1999)年には、シャワー棟を建設。

広々とした空間のラウンジには、

暖炉も設置されています

ウム・ナトリウム硫酸塩温泉 (石膏泉 )。

平成5(1993)年 秋に現地調査を始め、

平成7(1995)年 6月にポーリングを開始。

500mを掘削して湯層に当たり、平成8

(1996)年 10月に完成。冬期間の閉鎖

を経て平成9(1997)年 7月から利用が

開始されました。

嬬恋セミナーハウスは、各サークルやクラブ活動の

合宿所として学生の利用が多い

４０
人
収
容

、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

を

備
え
た
宿
泊
施
設

天
気

の
良

い
日
は
北

ア
ル
プ

ス
ま

で
望
め
ま
す

。

恵
ま
れ
た
自
然

の
中

に

『ま
な
び

の
湯
』
の
誕
生

合
宿
や
ゼ
ミ

、
交
流

の
場
と

し
て
活
用
。

ヽ

ヽ

浅
間
山
な
ど
の
秀
峰
を
望
む
止
信
越
高
原
国
立
公
国
内
に

ス
ク
ー
ル
カ
ラ
‥
と
同
じ
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
温
泉
。
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スポーツ、文学、芸術など、

文武両道に秀でた本学の学生たちが、

日々、研鑽を重ねてきたその成果を発揮じ:

賞賛という形で実を結んでいます6

限りない夢と、大いなる希望に向かって

ひたむきに努力する大東文化大学の気風こそ、

我々に与えられた唯―無二の財産であり、

本学の存在意義がそこにあります。

国

輝 く学生 の栄光の記録
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最
難
関
の
国
家
試
験

・
司
法
試
験
に
本
学
か
ら
初
め
て

永
丼
美
奈
さ
ん
が
合
格
。
翌
年
に
は
永
嶋
実
さ
ん
も
続
く
。

爆
で”́司
法
試
験
コー

高
度
な
実
力
を
養
成

文
　
　
新
人
賞
の

橘
川
有
輛
さ
ん
が
、学
長
賞
も
受
賞

最難関といわれている国家試験・司

法試験。この平成10(1998)年度の司

法試験に、本学から初めて永井美奈さ

ん (大学院法学研

究科法律学専攻博

士前期課程1年 )が

合格しました。2年生の

春休みから本格的に司法

試験の勉強を始め、3度目の

挑戦で超難関を突破しました。

この永井さんの合格に続き、翌年

には、平成8(1996)年度本学法学部

4度目の挑戦で司法試験に

合格した永嶋実さん

しました。

永嶋さんの

司法試験合格の礎となっ

たのが、在学時から研修室員として連

日勉学に励んだ法学研究所。この研究

所は法律学科所属の教員を中心に法

律学に関する研究を行うほか、東松山

と板橋校舎にそれぞれ研修室を設置。

研修室には勉学の便を図るために20

程度のデスクもあり、永嶋さんのように

研修室員として個人のデスクをもつこと

もできます。司法試験をはじめ資格試

験の受験を希望する学生や卒業生に

対し、充実した受験指導を行って高度

な実力を養成しています。

書き上げたと言います。

この受賞により橘川さんは、平成10

(1999)年 度の卒業式で学長賞に輝き

ました。受賞の際に「学長賞という名誉

ある賞を頂き大変光栄に思っています。

卒業後も文学の道を続けて、大東文化

大学の名前に恥じないように努力して

行きたい。目標はできるだけ大きい方が

良いと考え、将来ノーベル文学賞を受

賞できる日を夢見て頑張りたいと思って

います」との言葉を残しています。

｀

ヽ
｀

永
嶋
さ
ん
が

研
修
室
員
と
し
て
勉
学

に
励
ん

だ

法
学
研
究

所

研
修
室
が

、
司
法
試
験
合
格

の
礎

。

た永嶋実

日の挑戦

■ 法律学

科を卒業し

さんも、司法

で見事合格
本学初の司法試験

合格者となった永井美奈さん 試験 4度

平成9(1997)年 、本学の日本文学

科3年の橘川有爾さんが、第85回文学

界新入賞 (文芸春秋主催)を受賞しま

した。この名誉ある賞を射止めた作品

のタイトルは『くろい、こうえんの』。幻想

や理想像ではない普通にいるような女

の子を主人公に現代の若者風俗を描

いた作品です。小説を書き応募を始め

て2作 目にしての快挙でした。前年応

募した作品も候補作に残り、創作につ

いての選考委員や編集者の指摘を

参考にしながら、半年をかけて110枚を

中に文学界新人賞を
した橘川有備さん

日
本
文
学

科
在
籍
中

、
第

３５
回
文
学

界
新

人
賞

に
輝

く

。

小
説

の
創

作
を
始
め
て
応

募

、
２
作

目
に
し
て
の
快
挙

。

目
標
は
大
き
く

、
将

来
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

を

受
賞

で
き
る

日
を
夢

見
て
頑
張
り
た
い
。
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輝

く

学

生

の

栄

光

の

記

録

第
２８
回
日
展
に
初
出
品
で
入
選
を
飾
る
。

本
学
初
１

１
年
生
で
初
め
て
の
入
選
。

権

一さ
ん
が
、

在
学
中
に
日
展
に
３

可Ａ一配
土Ｏ

．

ノ

ヽ

１

¢

日本の美術界をリードし続け、日本の

美術振興を目指す、日展。平成8(1996)

年に開催された第28回 日展第5科の

書で、本学中国文学科1年の権田瞬一

さんが初出品ながら見事入選しました。

1年生の入選は本学で初めてです。権

田さんは「一生懸命いいものを作ろう、

せっかく作ったものだから出品してみよ

日展に3度入選の
快挙を成し遂げた権田瞬一さん

うと思ったまでで、入選して驚いています。

今後もいい作品を出品していきたい」と

喜びを語りました。権田さんは在学中に、

蒙刻で3度も入選し、卒業時に学長賞

を受賞しました。

尊徳性道間学 4.9× 4.9権田逸騒

翰墨済戯38× 3.7権田逸底

コ
生
懸
命

い
い
も

の
を
作
ろ
う

、
せ

っ
か
く

作

っ
た

も

の
だ
か
ら
出

品
し
て
み

よ

う
」
と
権

田
さ
ん
。

●
´

ヽ

ロ

●
"口
●

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝

本
学
教

育

学

科
を
卒
業

し
た
下
田
純
義
さ
ん
が
、

第

１４
回

ス
ペ
イ
ン
ギ
タ
ー
音

楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
グ

ラ
ン
プ
リ
に
。

第
輝

く

学

生

の

栄

光

の

記

録

クラシックギター音楽の普及と向上を

目指すとともに、優秀なギタリストを発掘

し世に送り出すことを目的に開催され

ている「スペインギター音楽コンクール」

(日本・スペインギター協会主催、スペイ

ン大使館後援 )。 平成8(1996)年 10月

に行われた第14回 大会で、プ

ロのギタリストら64人の

中から見事優勝したのが、本学の卒業

生である下田純義さん。下田さんは、ピ

アニストの叔母の影響で幼少のころか

ら音楽に親しみ、12歳でギターを始め、

古瀬恵一、田部井辰雄、佐野正隆の

各氏に師事しました。コンクールでは第

1、 2次予選後の本選で課題曲の

アルベニス作曲「朱色の塔」、

自由曲トローバ作曲「ソ

ナチネ」を演奏。「美

しい音、巧みな

歌い口で課

題曲は

ベスト

の演奏

をした」

と審査員にも

評されました。優

勝後、下田さんは「小学

校教諭と演奏活動との両立を目指

すとともに、クラシックギターの美しさ、し

なやかさをアピールしていきたい」と語

っています。

■
１
■

ス
ペ
イ
ン

■
―
―
日
●

音
楽

己
日目
遍議

■
■

「
美
し
い
音

、
巧
み
な
歌

い
口
で
課
題
曲

は
ベ
ス
ト

の
演
奏
を

し
た
」
と
評
さ
れ
た
入
魂

の
ギ

タ
ー
演
奏

。

■

』
轟

本学教育学科卒業生の
下田純義さん
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第
２６
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
平
成
８

（１
９
９
６
）
年
、
米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
で
開
催
。

卒
業
生
２
人
が
マ
ラ
ツ
ン
と
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
選
手
出
場
。
レ
ス
リ
ン
グ
で
は
Ｏ
Ｂ
の
下
田
正
二
郎
氏
が
、
全
日
本
監
督
と
し

瑚
砕ガ
ン
タ
・オ
リ
‘
ッ
ク
の

マ
ラ
ソ
ン
と
レ
ス
リ
ン
グ
で
、本
学
Ｏ
Ｂ
が
健
闘

日本レスリング協会の強化委員長に
下田正二郎氏が就任

日本レスリング協会の強化部門の最

高責任者である「強化委員長」に、同

協会コーチ委員で、OBの下田正二郎

氏が就任しました。バルセロナ・オリンピ

ック以降、低迷を続ける日本レスリング

の再興という重大な使命を背負い、アト

ランタ・オリンピックで金メダル獲得を目

指して全日本チームの強化に当たりま

した。下田氏は「日本のレスリングが一

番厳しいこの時期だからこそ、自分が

推されたと思います。オリンピック選手

にもなれなか

った私がやるということ

は初めてのことですので頑張ら

なければ」と決意を語りました。

下田氏は昭和47(1972)年 3月に経

済学科を卒業。佐藤明弘・レスリング部

監督の厳しい指導を受けて練習に汗

を流し、2年生の時には全日本レスリン

グ選手権大会に出場。フリースタイル

100kg級 で優勝するなど輝かしい成

績をおさめました。卒業後に渡米して

本場のレスリングを学び、昭和51年に

帰国。山梨学院大学のレスリング部監

督となります。同大レスリング部は平成

5(1993)年 のリーグ戦3位、バルセロナ・

オリンピックにはOB2人が出場するなど、

下田監督の指導は着実に実を結んで

います。これらの実績が日本レスリング

協会に高く評価され、昭和63(1988)

年からの同協会交流副委員長をはじめ、

バルセロナ・オリンピックコーチまで数々

の重職を歴任。強化委員全員の推薦

により、大役決定となりました。下田氏

は「大東文化大学のOBとして、自分の

役割をしっかりと呆たしたい。自己を見

つめて我を忘れることなくこの仕事をや

っていきたいと思います」と話しました。

大東応援団、
緑の小旗で声援

アトランタ・オリンピックの男子マラソンに、

実井謙二郎選手 [平成3(1991)年経

済学科卒]が出場し、本学応援団の声

援を背に走り抜きました。実井選手は1

年生の時に箱根駅伝第1区で区間賞

に輝き、平成2から3(1990か ら91)年の

連覇に貢献。卒業後、平成8(1996)

年の東京国際マラソンでは驚異的な

追い上げで、日本選手では5年ぶりの8

分台となる2時間8分50秒を記録し、オ

リンピック代表に選ばれました。

大会最終日の8月 4日、実井選手はカ

強い足取りでオリンピックスタジアムを飛

び出し、7つの丘を越える史上最も過酷

なコースに挑みました。スタートから先

頭集団に付けていた実井選手ですが、

スローペースのレースに巻き込まれてし

まいます。田村房夫常務理事や小野

男子マラソンに出場した

実井謙二郎選手

本
学
卒
業
生
の
下
田
正
二
郎
氏

最
後
ま
で
力
強
く
走
り
抜

け

、
戦
い
続

け
た
選
手
た

ち

日
本
中
に
大

き
な
夢
と
感

動
を
与
え

て
く
れ
ま
し

た

。
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幸二体育センター所長ら本学関係者ら

の応援団が、緑の小旗を振って12km

地点のビーデモント通りで熱い声援を

送りました。しかし、20km地点で先頭

グレコローマンスタイル130kg級で、下田

正二郎氏が監督を務める日本代表チ

ームに、鈴木賢一選手 [平成4(1992)

年法律学科卒]が前回のバルセロナ・

オリンピックに続いて2回目の出場に臨み、

合計6試合に出場して3勝3敗の成績

でベスト8入りを果たしました。

130kg級 には“世界最強の男"と言

われ、オリンピック3連覇の偉業を達成し

たロシアのカレリンが出場し、ジョージア

国際会議センターを会場に第1試合か

ら熾烈な戦いが繰り広げられました。

鈴木選手は第1試合でハンガリーの

ケケシュと対戦し、延長戦に持ち込ん

だものの、惜しくも判定負け。第2試合

は不戦勝。第3試合では、強豪のチュ

ニジアのアヤリに判定勝ち。前半にポイ

ントされたものの、あわてず落ち着いて

試合を進め、後半に入って得意のグラ

ンドで得点し勝利しました。翌日の第4

試合では、タジキスタンのドグバレリを8-

0で判定勝ち。試合開始から首投げや

がぶり、グランドでキメるなど理想的な

試合運びで完勝し、8位以内を決めま

した。しかし、第5試合では、今大会銅

メダルのモルダビアのムレイコにテクニカ

ルフォール負け。7・ 8位決定戦では、元

世界チャンピオンのスウェーデンのヨハ

ンソンにフォール負けに1にわりました。

試合後に鈴木選手は「大東文化大

OBとして精一杯戦い、6試合もオリンピ

ックのマットに上がれたことに満足して

います。私に勝負の厳しさ、うれしさ、そ

してレスリングの素晴らしさを教えてく

れた大東文化大レスリング部を誇りに

思います」と感謝の言葉を述べました。
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● 緑

の
小
旗
を

振

っ
て

エ
ー
ル
を
送
る
大
東
応

援
団

大
声
援
を
背

に
Ｏ
Ｂ
ら
は
世

界
の
舞
台

で
輝
き

ま
し
た
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゛r のスピードが

上がった際に、リズムが

合わず後退します。その後は歯を

食いしばって走り続け、約7万 人の観

衆が見守るスタジアムに戻りました。本

学応援団の「ジツイー、ガンバレー」と

の声援の中、最後の力を振り絞ってゴ

ール。その場に倒れ込み、係に抱えら

れるようにして退場しました。タイムは2

時間33分27秒、93位の成績でした。帰

国した実井選手は「レース展開を考え

すぎ、予想よりずっと遅いペースでレー

スが進み、リズムが作れず、体力を消耗

した。最後は完走するのがやっとだった。

今後は今回の反省を生かし、一年一

年を大切に頑張りたい」と決意を語りま

した。

パルセロナ・オリンピックに続いて、
アトランタ・オリンピックに出場

アトランタ・オリンピックのレスリングの

ヽ

選手に声援を贈る
大東文化大学の応援団

下田監督率いる日本代表チームで、
グレコローマンスタイル130kg級 に臨む鈴木賢―選手 (中段一番左)

アトランタオリンピック激励会であいさつする諏訪学長。
壇上右から実井、鈴木、下田の各選手。平成8(1996)年 6月
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金
井
洋
、
第
１３
回
全
日
本
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
２
階
級
制
覇
で
４
連
覇
。

平
成
２

（１
９
９
０
）
年
か
ら
１３
年
の
間
、
同
大
会
で
通
算
１０
回
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。

５
０
０
ｍ
競
技
で
優
勝
し
、
１
、
０
０
０
ｍ
で
も
３
位
に
入
賞
。

女
子
ス
ケ
ー
ト
部
の
五
味
利
恵
さ
ん
が
活
躍
。
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金
九
選
手
が
ア
ジ
ア
大
会
の

テ
コ
ン
ド
ー
で
銅
メ
ダ
ル

銅
メ
ダ
ル
を
下
げ
て
、少
し

照
れ
く
さ
そ
う
な
表
情
の
金
井
洋
さ
ん

平成5(1993)年に広島市安芸区ス

ポーッセンターで開催された第13回全

日本テコンドー選手権大会で、本学テコ

ンドー愛好会に在籍していた金井洋さ

ん(法律学科2年 )が大会随一の激戦

区・ライト級で優勝しました。金井さんは、

平成2から4(1990から92)年まで1階級

下のフェザー級で3連覇をしており、こ

の優勝により見事2階級制覇、通算4連

覇を達成。その後の全日本選手権大

会でも平成7(1995)年 、平成9(1997)年、

平成10(1998)年にライト級、平成12

算10回もの優勝を飾っています。

10歳のころからテコンドーを始めた

金井さんは、14歳で全日本選手権に初

出場。その後、斉藤博勝コーチに師事

するため第一高校に入り、その後本学

に入学しました。金井さんの大学時代

には愛好会だったテコンドーも、同好会

を経て今では部に昇格しています。

また、金井さんは平成10(1998)年

の12月にタイのバンコクで開催された第

13回アジア競技大会ライト級で見事銅

メダルを獲得しました。このほか、平成9

(1997)年 に全日本テコンドー選手権で、

三宮猛司 (政治学科4年 )が3連覇。世

界の大会でも平成12(2000)年韓国オ

ープンで大谷主水 (中国語学科2年 )

が銅メダル、平成14(2002)年 には同

大会で小杉直樹 (英米文学科4年 )が

銅メダルを獲りました。さらに平成15

(2003)年全日本学生選手権では本

学テコンドー部は、6階級の制覇と団体

優勝に輝き、学生テコンドー最強の座を

ゆるぎないものとしています。

500m競技で42秒61のタイムで

優勝を飾ったのをはじめ、

1,000m競技でも1分 29

秒05のタイムで3

位入賞。さら

に2,000rn

リレー

でも2

分55秒

90の タイムで

見事優勝しました。

・
‐・  そして総合点数8点で、
スケート部女子念願の初の総

合優勝の栄冠に輝きました。

納
得

の
練
習
、
コ
ン
デ

イ
シ
ョ
ン
で
望
ん
だ

第

１３
回
ア
ジ

ア
大
会

に
お
い
て
銅

メ
ダ
ル
を
獲

得

。

(2000)年 ミド

ル・ヘビー級、平成13

(2001)年 ミドル級で優勝。通

スケート部門女子総合優勝表彰式。
左から、五味利恵、小林和代、鈴木敬子の各選手。

平成8(1996)年 1月

平成8(1996)年 1月 6日から9日に北

海道釧路市柳町スピードスケート場な

どを舞台に開催された、第68回 日本学

生氷上競技選手権大会 (インカレ)に

おいて、本学スケート部女子が大活躍。

中国文学科4年の五味利恵さんが、

ス
ケ
ー
ト
部
女
子
が
総
合
優
勝

チ
ー
ム
は
２
．
０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
も

１
位
と
な

り

、

念
願
の
初

の
総
合
優

勝

を
飾
り
ま

し
た
。
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武
蔵
川
部
屋
に
入
門

昭
和
５９
（１
９
８
４
）
年
の
相
撲
部
創
部
以
来
、
全
国
大
会
で
初
優
勝
。

松
坂
監
督
と
の
二
人
三
脚
に
よ
る
特
訓
が
実
を
結
ん
だ
栄
冠
。

平成10(1998)年 5月大分県宇佐市

で開催された第38回 全国大学選抜

相撲宇佐大会で、本学相撲部の経済

学科4年の山内隆志さんが個人戦で

優勝を飾りました。相撲部は昭和59

(1984)年に創部されましたが全国大

会での優勝はこの大会が初めて。山

内さんは準決勝で前年度アマチュア

横綱の日大・田宮選手(現・琴光喜)を

見事な引き落としで破り、

決勝で同じ日大の   ´``

加藤選手 (現・高

見盛 )を寄り切りで破り、栄

冠を手にしました。大会前は優勝予想

にも上がらない無名の選手で、これまで

大きなタイトルを取ったこともなかった

山内さんは「優勝できたのは恵まれた

環境と“稽古 ''。 12月 の終わりから3月

までの授業のない日は武蔵川部屋に

通い、力士の胸を借りて稽古させても

らったことが自信につながった。大い

に感謝しています」と言葉を残しています。

山内さんは、武蔵川部屋に平成 11

(1999)年 に入門。この年の初場所に

本名「山内」の四股名で幕下付け出し

で自星デビュー。本学から初の幕下力

士となりました。

その後、「武州山」と四股名を

改名。下の名前も「隆志」から

「隆士」に変えました。この四

股名を付けたのは、本学相撲部

の監督であり学生時代に基礎から指

導をし、寝食を共にした松坂憲明さ

ん。「武州山隆士の最初と最後を取

ると“武士"になる。山内は心が優し

すぎるので、土俵では心を取って武

士になれ」と激励したと言います。

武
蔵
川
部
屋
の
入
門
記
者
会
見
で

少

々
緊
張
気
味
の
山
内
隆
志
さ
ん
（中
央
）

武
蔵
川
部

屋
へ
八
門
。
幕

下
付
け
出
し
で

自
星
デ
ビ

ュ
ー
し

、
本
学
初

の
力
士
誕
生

。
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ミ十三ヒ
了日

手
が
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般
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大
会
史
上
初
の
優
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平成9(1997)年 開催の'97東京国

際マラソンで、本学陸上競技部OBの

清水康次選手 [平成4(1992)年法律

学科卒、NTT西日本勤務]が、一般参

加としては大会史上初の優勝に輝きま

した。出場したのは、アトランタ。オリンピ

ック銀メダルのエリック・ワイナイナ選手 (ケ

ニア)や、谷口浩美選手 (旭化成)ら国

内外の招待選手27人を含む131選手。

ハイペースで進むサバイバルレースとな

ったこの試合が動き始めたのは中盤以

降。清水選手はいったんは離されます

が、辛抱強く先頭集団に加わり、終盤

39km地点の上り坂で勝負を賭けてス

パート。首位を走っていた服部孝宏選

手 (鐘紡)を一気に振り切り、2時間10

分9秒のタイムでゴール。マラソン2回 日、

自己最高を9分 51秒も更新する力強

い走りで見事サバイバルレースに競り

勝ちました。大会後「優勝できて大変

嬉しい。30km過 ぎからは前へ前へと

いう気持ちで走りました。チャレンジ精

神で走ったのが良かったと思います。

l∞%自分の力をだすことができました」

と話しています。

その後も清水選手は、平成10(1998)

年の第53回びわ湖毎日マラソンで2時

間9分57秒で3位入賞、平成11(1999)

年の'99東京国際マラソンで2時間9分

00秒 で3位入賞、平成13(2001)年の

'01福 岡国際マラソン大会で2時間9分

28秒で2位、第14回アジア競技会で2時

間17分47秒で銀メダル獲得、平成 15

(2003)年のびわ湖毎ロマラソンでは

自己ベストの2時間8分28秒を出して4

位に入賞するなど、輝かしい記録を残

しています。
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ラ
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ル
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場
の
金
井
選
手
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子
最
長
不
倒
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ｋ
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平成14(2002)年 9月 28・ 29日に長野

オリンピックの舞台にもなった長野県白

馬村で行われたHakuba杯サマージャ

ンプ大会女子の部 (全日本スキー連盟

主催)で、本学スキー部の金井理恵子

選手 (当時・英語学科3年 )が見事優

勝に輝きました。金井選手はラージヒル

に出場し、2回 目のジャンプで女子最長

不倒の117.5mを飛びました。

金井選手は、長野県飯

山南高校出身。

小学生の

15(2003)年 6月
・木島平で飛ぶ金井選手

中央が優勝した金井さん

ころから、菅平のスキー場でジャンプの

練習を始め、高校2年生より本格

的に競技に入りました。この

Hakuba杯 サマージャンプ

大会前、8月に新潟県塩

沢で開催されたジャ

ンプ大会でも優勝

しています。

同選手は、平成13

(2001)年から3年連続ヨーロ

ッパのFISレディースグランドツアースキ

ージャンプ大会日本代表に選ばれ、平

成15(2003)年 の大会では日本人選手

最高成績となる8位をマークしています。

ちヽい
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小
学
生

か
ら
ジ

ャ
ン
プ

の
練
習
を

始
め
、

高
校

２
年
生
か
ら
本
格
的
に
競
技

へ
入
る
。

■

全
日
本
４
大
大
会
で
優
勝

平成13(2001)年 開催の全日本学生

レスリング選手権大会で、本学経済学

科3年の加藤賢三選手が、97kg級グレ

コローマンスタイルで優勝を飾りました。

全国大会での優勝は、11年前アトランタ・

オリンピックに出場した鈴木賢一さん[平

成4(1992)年 度法律学科卒]以来で

した。

加藤選手の快挙は

続きます。経済

ンに。まずは、6月開催の全日本選抜レ

スリング選手権大会では、1回戦シード、

2回戦、準決勝を勝ち進み決勝で、太

田選手 (自衛隊 )と対戦。延長に突入

するも首投げで3ポイントを取り、栄冠に

輝きました。前年8月に行われた97kg

級で優勝した全日本学生レスリング選

手権大会では、国際階級基準が変更

され96kg級へ出場。見事優勝し大会2

連覇を成し遂げ、優秀選手にも選ばれ

ています。

11月 に開催された全日本大

学レスリング選手権大会では、

96kg級フリースタイルに

出場し、この大会で初め

てのフリーでの優勝を決めま

した。そして、肋軟骨を負傷し、ケ

ガを押して出場した天皇杯全日本レス

リング選手権大会でも96kg級グレコロ

ーマンスタイルで優勝に輝いています。

藤沢信雄レスリング部監督は「アテネ・

オリンピックに出場してくれることを期待

している」と話しています。

加
藤
賢
三
選
手
が
全
日
本
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
を
は
じ
め

平
成
１４
（２
０
０
２
）
年
度
の
全
日
本
４
大
選
手
権
大
会
を
制
覇
。

叫
ヲ
手
ズ
リ

圧
倒
的
な
強
さ
で
他
を

寄
せ
付
け
な
い
加
藤
賢
三
選
手

（赤
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
）

レ
ス
リ
ン
グ
全

日
本

４
大
大
会
優

勝
に
よ

り

ア
テ
ネ

・
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
出
場

へ
も

期
待
。

学科4年 に

リング部のキャ

(2∞2)年には、

レスリング全日本4大大会でチャンピオ

レス :
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毎
年
各
大
会
で
輝
か
し
い
実
績
を
挙
げ
続
け
る
林
道
部
。
中
で
も

平
成
元

（１
９
８
９
）
年
は
、
史
上
初
の
全

国
学
生
・全
日
本

。世
界
の
三
冠
王
を
達
成
。

膨
】ガ
＾

史
上
最

実践、法形、展開の

3競技で競い合う鉢道競技

生
外
道
優
勝
大
会
で

多

Ｈ

の
優
勝

他

校
を
圧
倒

し

て
優
秀
な

男
女
選
手
た
ち
が
活
躍

数
多
く
の
タ

イ
ト
ル
を

勝
ち

取
り
続
け
ま

し
た

。
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「最もアクロバテイックな武道」と呼ば

れて海外へも広がりを見せる、日本が

生んだ武道・外道。本学林道部は平成

3から8(1991か ら96)年まで学生日本

-6連覇を果たすなど、全国学生殊道

優勝大会において史上最多11回の優

勝を誇り、毎年各大会で輝かしい実績

を打ち立てています。

中でも4度目の総合優勝に輝いた平

成元 (1989)年 11月に開催された第23

回全国学生大会では、宮原輝子さん (当

時・中国文学科4年・現外道部コーチ・

就職部職員)が史上初の全国学生・

全日本・世界の三冠王を達成し、実践・

法形・展開の外道の3競技全てにおい

て全日本チャンピオンに輝くという、殊道

史上いまだ破られることのない大記録

を成し遂げました。

また平成5(1993)年 10月 の第27回

全国学生大会では、千葉章博主将 (当

年毎に輝かしい記録を積み上げていく本学の鉢道部員

時。経済学科4年 )

「

  中心に、全9競技中5競技
に優勝するという圧倒的強さを発揮

し、2位に大差を付けて7度目の学生日

本一に輝きました。千葉選手はこの大

会の最優秀選手にも選ばれています。

総合4連覇 (通算8回目)を達成した

平成6(1994)年 10月開催の第28回全

国学生大会では、本学林道部初の女

子主将となった法月奈津子さん(当時・

政治学科4年 )が個人女子法形で3連

覇を飾り、個人女子実践競技でも2年

ぶりの優勝を奪還し、自身2度目の2冠

王を達成しました。この大会で法月さんは、

個人男子実戦で優勝した日吉正幸さ

ん (当時・英語学科4年 )とともに優秀

選手に選ばれました。

平成11(1999)年 11月に開催された

第33回全国学生大会で11回 目の学生

日本一に輝くとともに、本学林道部は昭

和62(1987)年以来、平成14(2002)

年まで、実に16年連続総合3位以内と

いう不減の金字塔を打ち立て、今年ま

た新たな気持ちで12回 目の学生日本

一に挑みます。
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姿から垣間見えてきます|:l大束文化大学の未来を語るとき、      ||:臀 |
「東西文化の融合」という建学の精神に立脚しますが、それは、世界の全ての

人々に辮鷲|られた普遍的かつ根元的なテーマでもあるのです。

大東文化大学創立 80周年記念◎特別座談会
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― 創立
80周年ということで、まず大東文化大学

の伝統について、お聞きしたいと思います。

須藤●本学の伝統として最初に言えるのは、中国

に強い、アジアに強い、ということですね。私は4年前

に学長に就任して以来、大学問の協定締結などの

件で海外の大学を訪間する機会に恵まれましたが、

とりわけ中国の大学で、本学と中国の大学や研究

者とのパイプの太さを、それまで感じていた以上に

実感しました。しかも、いまや数多くの日本の大学が

盛んに中国の大学と交流をもつ中で、大東はほとん

ど別格という感じで処遇されるようなところもあって、

その重みはスゴイな、という感じがしました。それだけ、

長年にわたって積み重ねられてきたものがあるとい

うことなんですね。

岡田●そうですね。やはり中国とか漢文とか、そして

書道とか、これらこそが大東文化大学の原点であり、

伝統なんですね。アジアは本学を語る際のキーワー

学長からキャリア3年の若手まで、
いずれ劣らぬ論客が揃い、
大学教育への熱い思いを語った。

106=大 東文化大学創立 80周 年誌

ドだと思います。もともと東洋の文化を研究、教育

し、創造するという中から、“東西文化の融合"と

いう建学の精神が生まれているわけで、アジアは

大東にとって伝統の柱とでも言うべきものです。中

国の歴史を専門とする私自身、大東に職を決めたと

きの理由の一つが、中国に関わる第一人者で優秀

な研究者が多数おられたからでした。

マクドナルド●私は大東との関わりがまだ10年し

かありませんが、私が感じるいい意味での伝統、そ

れがこの大学にはあると思います。それは、昔から

のものをただ単に伝承するのではなく、時代や状況

に応じて、どんどん変えていこうとする姿勢。つまり、

実行力ということですね。

実際、私が働いていた日本の商社には大束の卒

業生が大勢いて、みんな中国語がペラペラだったし、

すごくがんばっていた。そんな人たちがいることがう

れしくて、大東が誇りをもっていい伝統なんじゃない

噌
■
■
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「
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中



どう未来を見据え、どこへ向かうのか。創立80周年を記念し、

現在、教鞭をとられる先生方に語っていただいた。
‐ ヽ

ー

こうしたゼミの延長やら、先輩

後輩やら、卒業後も人間

的な交流が続いて

いるケースが多 」
いことも、大

東らしい伝

統を支えている要因だと思います。

マクドナルド●そういうネットワークは国内だけでは

なくて、海外にもあるんですよ。この前、仕事でマレ

ーシアに行ったとき、大東文化大学から先生が来る

ということで、大束を卒業した元留学生が集まってく

れました。みんな自分の会社をつくったりして、バリ

バリやっている人たちでしたが、そこでも交流を大

切にする大束の伝統を感じました。

須藤●あとは、スポーツが強いこと。これは一般にい

ちばん知られているのかもしれないけれど、箱根駅

伝にしてもラグビーにしても、本学の看板だね。いろ

いろなところで、「大東といえば

駅伝」のように言われるし、

これももう ‐つの伝

統になってい

るかな、と思

います。

モスグリーンのユニフォームは部員の誇り。大東の誇りでもある

心は放て天地間、まなこはさらせ litの 移う
=107

盛んなスポーツ活動、アジアを中軸に諸国に開かれた国際性、

そして自由闊達な学びの精神。伝統と進取双方の表情をもつ大学として、

内外に名を馳せる大東文化大学。では、険しさを増す日本の教育システムの中で、
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かと思ったんですね。

下山●私も卒業生と接して、伝統の重みを感じるこ

とがあります。創立当初からある日本文学科は、従

来からやはり教員をめざす学生が多いのが特徴の

一つですが、今でも教育実習のために全国に散っ

ている学生のもとへ担当教員として呼ばれて行きま

すと、その学校に大東の卒業生の教師がいる割合

がけっこう高いんです。しかも、その教師がまた教え

子を大東に送りこんでくれる。それと、ゼミに卒業生

が頻繁にやってきては、経験談などに花が咲いたり

閣
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大東文化大学創立oo周年記念〇特別塵議会

Table Talk

大東文化大学の現状と
未来を語る

”め
ん
ど
う
み
“
の
よ
い
大
学
。

外
部
か
ら
も
そ
う
評
価
さ
れ
る
点
は
、

伝
統
と
も
い
え
る
、
強
み
。

― そう
したさまざまな伝統のある大東文化大学。

では、その特徴という点について、現状、強み、弱

みなどを含めて、見解をお願いいたします。

須藤●ここ数年来、全学をあげて組織やカリキュラ

ムの改革に努めてきた中で、これは伝統ということに

もつながると思うんですが、決して好条件ばかりで

はないのに、ウチは非常にめんどうみのいい大学だ

と改めて感じた次第です。その点では、先生と学

生の距離が近くて、親密に交わっているという外

部からの評価もあるくらいで、これは大事にしたい

強みだな、と思っています。

岡田●先生と学生の親密さでは、我が国際関係学

部は大東一ではないかと自負しています。何しろ、

意従 目榜ミ、そオしさえあオ
´
しば、

相当な力を発揮すると思います。
ウチの学生をみていて、そう思います。

国際関係学科と国際文化学科合わせて200人

の定員に対し、教員は計40人。かなり行き届いた

教育ができるわけです。しかも学生は1年から4年

までずっと東松山で、徹底した少人数教育の中で

いっしょに過ごしますからね。

中でも数年前に目玉的に始めたのが、1年生向

けのチュートリアルという基礎ゼミ的な授業です。

約12人を1クラスとしていて、すぐにお互い

に名前も覚えるような家庭的な感じの授

業で、図書館の利用方法をはじめ、大学

生活に早くなじんでもらうためにサポートし

たり、さらに大学の講義についていけるよ

う「読み・書き。まとめ」の仕方などについて

もガイダンスしたりします。

で、その後2年、3年でゼミをこなして、4年

で卒論。こうして、自分が興味をもったことを

じっくりと、あたたかい雰囲気の中で勉強で

きるというのは、大学4年間の過ごし方とし

てはたいへん大事なことで、大学側もそれ

をもっと生かしてあげることが必要なのではないかと

思いますね。

須藤●国際関係学部の場合は、4年間一貫して

同じキャンパスにいるというのが大きいですよね。私

から見ても、いろいろなイベントをやったりして、みん

な非常によくまとまっているようだし、いい友だちを

108■

も

□

昭
和
１８
（１
９
４
３
）
年
生
ま
れ
。

日
夜
奮
闘
す
る
、
気
さ
く
な
学
長
で
あ
る
。

大
東
文
化
大
学
を
い
か
に
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
怠
ら
な
い
。

あ
る
い
は
メ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
、
学
生
と
の

学
長
に
就
任
し
て
も
担
当
し
て
い
る
ゼ
ミ

学
内
の
改
革
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
む
一方
で
、

４
年
前
に
学
長
に
就
任
。

着
任
し
、
今
年
で
３０
年
目
を
迎
え
る
。

本
学
に
は
教
育
学
科
開
設
か
ら
３
年
目
に

専
門
は
教
育
学
、
教
育
方
法
学
。

学
長
・文
学
部
教
育
学
科
教
授

須
藤
敏
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ヨF常
`こ

大規模なの

`こ

、

学生の個性を尊重する。

大東の不変の特徴ですね。

つくっているな、という印象を受けます。その点で

は、日本文学科のほうが条件は悪いかもしれない

という状況の中でも、よくめんどうみているな、という

気がするんですが、どうでしょう。

下山●確かに、国際関係学部に比べたら、日本文

学科の学生数に対する教員数の割合は約半分。

その差はいったいどうしたことなのかと…… (笑 )。

もっとも、そういうことも含めて、現在、学科を改革中

なんですけれども。

その一つとして、日本文学科の新カリキュラムの

中に、国際関係学部のチュートリアルに相当する授

業があります。日本文学基礎演習というんですが、

濃密な時間を過ごした

学生たちは,卒業後も
よく顔を出してくれます。

東松山の1年の段階で、やはり図書館の利用方法

や自分で勉強するためにはどうすればよいのかとい

った初歩的なことから指導を始めて、2年になると文

学部ではとくに必須である読解の訓練などへと進

みます。このあと板橋に移り、3年から4年のゼミと

卒論という順ですが、できるだけ少人数にして、め

んどうをみる側もみられる側も、結果的にとても密度

の濃い時間を共有しています。

マクドナルド●私が卒業したブリスベンの大学は、

全体でも5,000人くらいの小規模なところだったん

です。その大学を10年ぶりに訪ねたとき、驚いたこ

とに、先生たちが私の名前を覚えていたんです。でも、

もっと驚くのは、大東にもそういう親しい関係がある

ということ。大束の方がずっと規模が大きいのに。そ

れが、この大学のいいところなんですね。

そして、経営学部にも1年 生に基礎演習という

プレゼミ的な授業がありますし、3年から4年生のゼ

ミも充実しています。でも、私の基礎演習をとった学

生には、「私のゼミに入らないで、他のところへ行き

なさいよ」と勧めるんです。というのも、学生はいろ

いろ挑戦してみたいだろうし、社会に出たときの準

弁護±3人 、立法関係公務員経験者 1

人 )、 まさに、理論と実務を架橋するにふ

さわしい教員構成です。

法科大学院修了者には法務博士 (専

門職)の学位が与えられます。その上で

新司法試験を受験することになります。

それだけに授業は厳しく、少人数によ

る徹底した双方向授業が行われます。も

ちろん、自発的学習も重要で、このため交

通至便なJR信濃町駅ビルの 3階 (約
700坪 )に校舎を設置することにしました。

早朝から深夜までの利用が可能になり、ま

た広く市民に開放するため法律相談所を

併設します。

法科大学院 (ロースクール)は法学部出身者だけでなく、
広く社会人にも門戸が開放されています。
【大学院・大学ロースクール/法曹養成教育シンポジウム】

法科大学院 (ロースクール)の設立を目指した

様々な検討が、進められています
本学では平成16(2004)年 4月開設に

向けて法科大学院 (ロースクール)の設

立準備を進めています。法曹人として、21

世紀の司法を担いうる人材を幅広く養成

するために設立されることになつたのです。

このため、法科大学院入学者は法学部

出身者だけでなく、文学系。経済系学部

出身者はじめ広く社会人にも門戸が開放

されます。入学定員は50人を予定してい

ます。

本学では、「地域に根ざしつつ、アジア・

世界に発信する」という教育理念に基づ

き重点目標を設定しました。

教育プログラムでは理論研究を土台と

Aょ下の■体(=を ネめて

しながら実務教育が重視され、教授陣

にも多くの実務家教員が加わります。専

任教員14人のうち半数の7人は実務家教

員で (裁判官出身者2人、検事出身者1人、

L2\4r>+t'

心は放て大地間、まなこはさらせ世の移り
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国
際
関
係
学
部
の
主
な
学
習
対
象
は
ア
ジ
ア
。

広
域
で
、
民
族
や
言
語
も
多
種
多
彩
な
だ
け
に
、

教
え
る
側
も
学
ぶ
側
も
や
り
が
い
が
あ
る
。

Table Talk

大東文化大学の現状と
未来を語る

れなんか、まさに

学生までが

大東のめ

んどうみ

備としても、大学時代に多くの出会いがあったほう

がいい、というのが私のポリシーだからです。こうい

った大東のシステムが学生の個性を生かすことにも

つながっていると感じています。

岡田●つながりますね。手取り足取りの指導で少人

数教育のゼミを重視しているというのは、最終的に

は学生一人ひとりがきちんと学問を身につけてほし

いからであって、それは私たちに課せられた役割、

義務でもあります。とくに、国際関係学部にはかなり

個性の強い学生も少なくありませんから。

須藤●そういえば、エジプトに留学している本学の

学生から私あてにメールがきたことがあります。向こ

うでエジプト人の親友ができて、その親友がこちらに

留学したいというんで、それこそ親

身になって心配して相談

してきたんです。こ

のよさを実践している例で、そこまで溶け込んでやっ

ているのか、と驚かされました。

留学生が行つたり来たり
有意義な学生生活

岡田●実際、国際関係学部の卒業生には、学生

時代に留学し、海外で就職している人もたくさん

いて、活躍しているんですね。これもやはり大

東文化大学の伝統、そして特長として、もっと

世の中にPRして、広めてもいいのではないか

と思っています。

須藤●そうなんですね。それも含めて、本学が

努力してきた国際化への対応について、社会

的に充分認知されるほどには、情報発信しき

れていないということは、弱点なのかもしれま

せん。その責にある者として、もっと社会に知

ってもらう必要性は感じています。奨学金留

学制度とか、交換留学とか、制度的には完備

しているほうだという自信はあるんですから。

岡田●とくに、学問の対象となる地域をアジアに限

定している国際関係学部では、正規の教育課程の

一環として、現地研修という形でアジアの9つの地

域への短期留学を実施しています。これにほとんど

の学生が参加しているという事実はPRに値するは

ずです。留学先の受け入れ大学が体制を整えてき

ちんとサポートしてくれることもあって、私

たちもたいへん安心なんです。

そのほか、主に

英語圏には全学

科共通の奨

l｀
““
:` tt彗 11,

学金給付派

遣留学生制

lI()■ 人束文化 大学創 立80周 年誌

春3月 、卒業証書と未来への希望を胸に、母校となる大東から巣立つ
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意欲と目的意臓。これさえ
あれば、力はつく。

すでに学生が証明済みです。

度もありますし、私費留学する学生も多い。それぞ

れ行った先の言語はもちろん、文化や歴史、そのほ

かの専門分野を学ぶことで、将来の糧になります。

ことに海外での学習という点では、かなリシステムが

整っているから興味のある学生はそれを利用しな

い手はないわけです。

下山●交換留学とか奨学金給付留学は、文学部や

経済学部にも広がっていて、最近では倍率が高くな

ってきたと聞きます。それとは逆に、大東には、海外

から来ている留学生も多いですよね。

マクドナルド●そうなんです。もう一つの大束の国

際化の特徴は、ここにいながらにして、多くの違う文

化と接触できること。世界のいろんな国からの留学

生もいれば、私みたいな外国人の先生もいる。大東

がスゴイと思うのは、留学生を日本人の学生と一緒

にして授業を受けさせるところ。そのおかげで、私が

いかに学びの環境を向上できるか。
それは今、本学の課題であり、
私にとっては任務でもあります。

状況はいろいろあつても

学生自身に「哲学」が

あるかどうか、が基本。

留学していたときも、日本人の友だちがたくさんでき

たんですけどね。そして、国際関係学部でアジアの

言語を勉強している学生たち、学内にあふれる留

学経験のある学生たち。そういうインターナショナル

な感覚の中で勉強するのは、大東では当たり前の

ことになっている。これが、ホントの国際化だと思うん

ですよ。

下山●そうは言っても、外国語と母国語との関係で

いうと、やはり自分がネイティブで育った環境でしっ

かりものを読んだり、考えたりしなければ、外国語で

挨拶ぐらいはできても、深いところのことまではやりと

りできないわけでしょ。だから、やっぱり基本は自分

が立っている場所で深く掘り下げて、それから外国

との関係をつくる。それが重要なのではないかしら。

須藤●意欲だよね、結局。意欲と目当て。それさえも

てれば、相当な力を発揮すると思うんですよ。これま

での偏差値序列なんてあんまり関係ない、という感

じがするくらいに。ウチの学生たちを見ていて、そう

思います。

一 かなり有意義な学生生活が送れそうですね。

その一方で、大東を含め、日本の大学教育がおか

れた状況での課題にはどんなことがあるのでしょうか。

マクドナルド●日本の教育について、まだはっきりし

たイメージをつかんでいるわけではないんですが、

一つ言えることは、ホントの先生とはどういう存在で、

岡
田
宏
二
億
かだ
こう
じ

国
際
関
係
学
部
国
際
文
化
学
科
教
授

専
門
は
東
洋
史
（中
国
史
・民
族
史
）
。

特
に
中
国
王
朝
の
民
族
政
策
や
少
数
民
族
の

歴
史
的
研
究
を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
。

本
学
で
の
教
員
歴
は
、今
年
２６
年
を
迎
え
る
。

東
松
山
校
舎
を
拠
点
に
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

昨
年
度
、
東
松
山
学
部
連
合
教
務
委
員
会

委
員
長
に
就
任
し
、
日
下
、

東
松
山
に
お
け
る
教
育
改
革
に
携
わ
る
な
ど
、

大
東
文
化
大
学
の
向
上
、

発
展
に
尽
力
す
る
熱
き
教
授
で
あ
る
。

昭
和
２０
（１
９
４
５
）
年
生
ま
れ
。
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■

ホントの学問とはどういうことなのか、を考えてみる

べきだということ。先生が広い教室で何百人もの学

′Lの前で一方的に講義して、学生は一生懸命にノ

ートとって……みたいなスタイルではなくて、先生は

どういうふうに勉強すればいいかを教えると同時に、

学生自身がその方法を開発できるように導く、という

スタイル。つまり、先生も学生もそれぞれのレベルに

ありながら、一緒に勉強していくことですね。

それができれば、たとえば、私が教えている「問題

解決法」などでも、学生自身が自分のアタマで考え

てもっと実I:夫的な方向に進めるはずですし、そういう

能力こそ、いまの日本企業に求められているものだ

と思うんです。大学で学んだことが、実社会であまり

役立たないといわれている日本で、その状況を変革

することが、私たち大学関係者の課題なのかもしれ

ません。

須藤●確かに、マクドナルド先生のそのビジョンは重

要かつ最先端の課題だと思うんですが、実際には、

すべて少人数、問題解決型の授業というわけには

いかない事情もいろいろとありますからね……。

下山●でも、教員のあり方が重要だという考えには、

私も同感ですね。どういうふうに学生に接し、何を伝

えていくのか。やはり教員も大いに勉強していかな

くてはいけない、これに尽きると思うんですよね。

というのも、学科主任をやらせていただくことにな

って、教育基本法を読み直してみたんです。すると、

抽象的だとか理想論だとか、敬遠されているけれとヽ 、

なかなかちゃんとしていることが改めてわかりました。

その第6条に、教員の役割は「全体への奉仕者」だ

とうたってあって、学校の教育は社会的に、また世

界の中でどうあるべきか、ということを示唆している

んですね。

だから、学生と関わっていく上では、目指すところ

は何かを考えることが、どうしたら全体が向上する

のかということにつながるわけです。しかも、アクティ

ブに現在と関わり、発信していくことが重要です。こ

れからの時代は、謙遜しているつもりで遠慮して前

へ進まないでいるようなスタンスでは、教員も大学も

存在し続けられないでしょうから。
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大東文化大学の現状と
未来を語る

教
養
教
育
と
専
門
教
育
。
ど
ち
ら
も

必
要
か
つ
深
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

大
学
の
存
在
意
義
は
そ
こ
に
あ
る
か
ら
。

課題山積だが、
教育の理念を追求して

須藤●大学の役割とか使命とか、そういうことを日本

全体でも考えなくてはいけないし、ウチの大学として

もきちんと検討していかなくてはいけない。その中に、

いくつかの重要な課題があると思うんです。ざっと

挙げてみると、ひとつは大学の種別化の動きに対す

る対応、次に教養教育の問題。これには、教員の教

育と研究の関係という問題もからんできます。また、

大学評価システムの問題もありますね。

中でも、教養教育と専門教育の在り方について

は慎重に議論を重ねていくべきだと感じています。

就職に有利な資格などに結びつく学

科や学部は、本学でも人

気が高いわけで、実

社会へ向けて

の専門的な実

力養成とい

う点では、それも大事です。その一方で、人間として

ものを見る基本を養うための教養教育。それは文

学でも、社会科学でも得られると思うんだけれども、

どうやって身に付けていくか。これも大事。その両輪

を大切にしていくという点で、方向性をどうたどって

い|ナばいいσ)か。・・・・・。

岡田●須藤先生のおっしゃることは、たいへん重要

だと思います。大学という場には、研究

と教育という両輪をもった教員がいて、

さらに教養教育と専門教育という両輪

もある。理想的には、どちらもバランスよ

く追求していきたいけれども、現状がそ

れをなかなか許してくれない。18歳人

口の激減による全入時代が遠からず

到来するということは、やはり教養教育

の重要性を認識する時期なのではないか、

と。しかも、教員の問題も付随してきま

すから、やり始めたら相当たいへんなこ

とになるでしょう。

現に、東松山学部連合教務委員会では、すでに

いくらか議論を重ね、大東文化大学独自のものとい

える改革案を進めています。そうした改革の仕事に

携わって、私個人としては、人文科学とか社会科学、

自然科学といったカテゴリーに入る科目が学問の一

番基礎にあって、そういう知識教養を大学教育の

中で、学生にきちんと身に付けさ

せて、社会に出すことが私

たちの使命ではな

いか、と感じま

したね。

笑い声が絶えないキャンパスは、学生のコミュニケーションステージ

l]4=大 束文化大学創 ウ80周 年誌
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1地域社会や多様な分野と
■ ともに歩んでいく

人間教育の

基本としても

教養教育は必要です。

マクドナルド●要は、中身なんですよね。仕組みも

大事だけれど、一歩踏み込んだ勉強ができればいい。

たとえば、歴史なんて、それを書く人の立場や視点

の違いで、まったく別のものになってしまうでしょ。だ

からおもしろくもなるんですが、経営学部だからとい

って、哲学が関係ないわけじゃない。企業をどういう

ふうにしていくのか、学問をどうしていくのか、そこに

こそ、哲学が必要だと思います。

須藤●そう、哲学とか理念とか、そういうことを踏まえ

て教養教育を、さらに専門も含めた大学教育をどう

やっていくのか。実は、文部科学省の政策のブレな

どの苦い経験もあって、いま、ある種の軌道修正が

必要だと思います。人間として、市民として、どこで

どういうものの見方ができるか。そういう教えにくいも

のを、学生が自分で身に付けていく、その保障を教

養教育でやらなくてはいけないのではないかと・……。

今後、大学全体が一丸となって、
互いに切磋琢磨 していくべきでしょう。
よき学舎としての光を放つためには。

大学を目指 したいですね。

下山●昔は、教育といえば、「読み書きそろばん」

でしたが、いま求められているのは、大学を卒業し

たら、せめてこの部分はマスターしているんだ、こ

の部分は信用してくださいよ、というようなことを社会

に発信できる教育だと思われます。大東もそれを目

指していかなくてはならないし、その根底には、理念

をきちっと打ち立てていることが大前提でしょう。学

長がおっしゃるような、人間として、この社会でどうし

ていくのか、というような。

岡田●そのためにも、いままで触れられてこなかった

部分にも大ナタを振るって、教養教育とは何か、とい

うことからしっかり認識する必要がありますね。

― それでは最後
に、大東文化大学は、今後、どう

いう方向を指向していけばいいとお考えでしょうか。

それぞれのビジョンをお聞かせください。

マクドナルド●難しいテーマですが、変化のスピー

ドが非常に速くなっていると同時に、状況が決して

明確ではない社会状況の中で、どんなビジョンを描

けばいいのか。それを自分なりに考えたら、コミュニ

ティとダイバーシティ(多様性 )というキーワードがあ

るんじゃないかな、と思います。まず、学生と教員、教

育のプロフェッショナルとしての大学職員、それとこ

こなら板橋という地域社会を含めた社会環境、キャ

ンパス外のビジネスの現場など、教育というつながり

のなかでオープンな可能性をもつ場。それが私のい

下
山
嬢
子

しも
やま
じよう
こ

文
学
部
日
本
文
学
科
教
授

専
門
は
日
本
近
代
文
学
。
と
く
に
島
崎
藤
村
や

夏
目
漱
石
の
ほ
か
、
明
治
か
ら
昭
和
に
お
け
る

日
本
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
わ
り
な
ど
を

研
究
テ
ー
マ
と
す
る
。

昭
和
５４
（１
９
７
９
）
年
に
日
本
文
学
科
に

着
任
し
て
以
来
、
２５
年
目
に
あ
た
る

今
年
４
月
か
ら
は
、
学
科
主
任
の
職
に
就
任
。

現
在
は
、
少
人
数
教
育
な
ど
、
さ
ら
に
高
品
質
な

大
学
を
目
指
し
、
学
科
改
革
の
た
め
に

奔
走
中
の
、
優
し
く
も
厳
し
い
教
授
で
あ
る
。

昭
和
２３
（１
９
４
８
）
年
生
ま
れ
。
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Table Talk

大東文化大学の現状と
未来を語る

社
会
に
と
っ
て
必
要
な
人
材

ｏ
人
財
を

よ
り
多
く
育
む
た
め
に
も
、

理
念
を
も
っ
た
大
学
教
育
が
望
ま
れ
る
。

つコミュニティです。

一方、ダイバーシティというのは、人間は違いがあ

るからおもしろいんだという発想から、個人個人の

個性を認めて、それを応用できる教育があること。

そこからもっともっと新しいことが広がっていくような

キャンパスになって欲しいですね。

須藤●そうですね。すでに一般向けの公開講座とか、

板橋区との共同研究や高校との高大連携も一部

は始動しています。今後は、こうした活動をもっとも

っと発展させていきたいと思っています。

下山●将来のことを考えると、少子化や文部科学

省の教育改革といった波もあって、大東は規模が

大きいだけに、やっぱりのんきにしてはいられないで

すね。だから、それぞれの分野

でどうしたいのか、よくし

たいのかといっ、熱  .1

ういう“思いの共有"が各部署で起こって、各自が

努力し、私たち教員ももっと切実に取り組まねば…

・̈ ということを痛切に感じるわけです。そうしないと

この先、やっていけなくなるでしょう。

そこで、みんなで切磋琢磨していく必要があるん

ですね。結局、高校生が、あの大学

にはああいう先生がいるとか、ああい

う場があるとか、希望をもって入って

来られるような場に、さらに質を高め

ていかなくてはいけないということな

んでしょうね。そういう意味での切磋

琢磨なんです。

須藤●そう、切磋琢磨は大切ですよ。

本学が学生による授業評価を他大

学に先駆けて行ったり、第三者評

価を受けたりしたのも、そういう発想

からだったんです。今後はそれをも

っと実のあるものにしていきますよ。事務職員の方

でも3年間の経営革新運動 (MIP)を経て、今年度

から新人事システムがスタートしました。評価 (考課)

が公正に行われ、職能開発制度が十分に活用され

るなどして、真の活性化・切磋琢磨につながってい

ってほしいと思っています。

岡田●下山先生がおっしゃったとおり、やっばり大学

は本当に厳しいです。大東文化大学も例外ではあ

りません。この状況をいかに安定し、

発展させていくか。その

ためには、今後の

方向性をきち

っと見定め

る必要が

Ｉ
Ｌ
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旧来のあり方を打破する

ような改革を進めたい。

ロースクールもそのひとつ。

ありますね。例えば、学部教育では専門性をもった

教養人の育成を目指し、その先の高度な専門につ

いては大学院に任せる、とか。これを確認した上で、

大学院から各研究所、それから各学部学科までの

改革に取り組んでいかなくては、と思います。

いま、学部学科間の相互乗り入れが始められて

います。これは、カリキュラムや教員の専門など、す

べてを情報公開することで、大学全体の再編に役

立てていこうとする動きです。いま勤務している先

生方に横断的に動いていただけば、ある程度、効

率がよくなりますよね。

そのほか、研究所機関の充実やクラス担任制の

復活、学生による授業評価の続行、外国人留学生

の教育の見直し等々、やるべきことはまだまだたくさ

んあります。でも、手をこまねいていないで、関係者

の皆さんと一つひとつ積み重ねていって、きめ細か

変化の激 しい社会に対応 しながら
学生 と先生が一緒に学んでいく。
それが私の考える理想の姿勢です。

どの改革を進めるにしても、

きめ細かい教育の大東は

忘れたくないですね。

い教育という大東の看板を自信をもって掲げられる

ようにしたい、というのが私の希望なんです。

須藤●先生方にほとんどの問題について触れてい

ただいた感じですが、やっぱり大事なのは“文化"と

いうものがもつ意味ですよね。国際的視野を備えな

がら“文化"の意味を大切にしているという本学の

個性。そういう強みをさらに打ち出していく必要が

あると思うわけです。経済的合理性を追求する傾

向がますます強まっている世の中だからなおさらの

こと、“文化"が重要です。

また、個々の改革テーマなど、すでに取り掛かっ

ていることはグレードアップあるいはスピードアップし、

これからのことで言えば、例えばロースクール(法科

大学院)の開設などに果敢に挑戦する。そんな気

持ちです。

学びの共同体。もっと言えば、生き生きとした学び

の共同体。私は大東文化大学をそういうものにし

たいんです。そう常々言ってきているわけなんだけ

れども、これからはその中身を一層グレードアップし

ていくことが大事かな、と思うんですね。学生主

体の授業や学園運営に対して学生がもっと発言

できるシステムとか、大学内外のコミュニティの創

造とか、とにかく一つずつ、着実に……。期待して

いてほしいですね。

一 本日
は、どうもありがとうございました。
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大東文化大学の前身である大東文化協会は、大正12(1923)年 国会の決議によって創設されました。

このことは、東洋の文化を基礎として西洋の文化を吸収し、東西文化を融合して新しい文化の創造を図ろうとする有識者の提案によるものです。

無批判に西洋化する日本を憂い、自国の文化、アジアの文化を知り、ゆるぎないアイデンティティに基づいて西洋文化の良さを吸収していこうとする、

まさに現代の国際社会の規範ともなる考え方が、80年前からはじまっていたのです。

大東文化学園は、東西文化の融合の在り方を説いたこの理念を、建学の精神としています。

大正 12(1923)年 9月 20日  財団法人大東文化協会設立並びに大東文化学院 (本科。高等科、旧制専門学校 )設立認可

大正 13(1924)年 11月   校舎と事務所を麹町区富士見町6丁目16番地に置く

昭和 7(1932)年 10月   創立 10周年記念式典挙行 (於日本青年館 )

昭和 16(1941)年 2月   九段より豊島区池袋 3丁目に移転

昭和 19(1944)年 3月   校名を大東文化学院専門学校と改称

昭和 20(1945)年 4月   戦災により池袋校舎焼失

昭和 21(1946)年 2月   葛飾区青砥に校舎移転

昭和 24(1949)年 4月   新学制に拠る大学 (東京文政大学 )設置認可

文政学部 (日本文学専攻・中国文学専攻。政治経済学専攻 )

大東文化学院専門学校を廃止

5月   法人名を財団法人東方文化協会と変更

6月   新学制に拠る大学 (東京文政大学 )開講

10月   池袋の旧地に校舎完成復帰

昭和 26(1951)年 2月   法人名を学校法人文政大学と改め、校名を文政大学と変更

昭和 28(1953)年 3月   法人名を学校法人大東文化大学と改め、校名を大東文化大学と変更

昭和30(1955)年 3月   文政学専攻科 (日本文学専攻。中国文学専攻。政治経済学専攻)設置認可

4月   文政学専攻科 (日本文学専攻。中国文学専攻・政治経済学専攻 )開講

10月   文政幼稚園設置認可

昭和 35(1960)年 6月   法人名を学校法人大東文化学園と変更

12月   大東柔道整復専門学校設立認可

昭和 36(1961)年 4月   大東柔道整復専門学校を大東医学技術整復専門学校に名称変更、衛生検査科を増設

東洋研究所設立

8月   大学を池袋より板橋区志村西台町に移転

併設校大東文化大学第一高等学校設立認可

東京文政学院廃止認可

昭和 37(1962)年 1月   文政学部を改組し、文学部日本文学科・中国文学科、経済学部経済学料の設置認可

4月   文学部日本文学科。中国文学科、経済学部経済学科開講

併設校大東文化大学第一高等学校開校

12月   経済学部経営学科設置認可

昭和 38(1963)年 4月   経済学部経営学科開講

文政幼稚園廃止認可

昭和 39(1964)年 3月   大学院文学研究科日本文学専攻 (修士課程 )。 中国学専攻 (修士課程 )設置認可

4月   大学院文学研究科日本文学専攻 (修士課程 )。 中国学専攻 (修士課程 )開講

昭和 41(1966)年 12月   文学部英米文学科設置認可

昭和42(1967)年 3月   大学院文学研究科中国学専攻 (博士課程)設置認可

4月   文学部英米文学科開講

大学院文学研究科中国学専攻 (博士課程 )開講
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昭和42(1967)年 4月   大東文化大学東松山校舎 (東松山市岩殿 )開校

6月   大東医学技術整復専門学校を大東医学技術専門学校と名称変更

12月   文学部外国語学科設置認可

昭和 43(1968)年 4月   文学部外国語学科開講

昭和 45(1970)年 6月   第一高等学校新校舎落成

昭和46(1971)年 12月   大東医学技術専門学校の衛生検査科を臨床検査科と名称変更

昭和47(1972)年 1月   文学部教育学科設置認可

文学部外国語学科を改組し、外国語学部中国語学科・英語学科設置認可

3月   学校法人盈進学園との合併認可 (大東文化大学附属盈進高等学校、大東文化大学附属盈進中学校、

大東文化大学附属盈進小学校、大東文化大学附属盈進幼稚園 )

大学院文学研究科日本文学専攻 (博士課程 )設置認可

大学院経済学研究科経済学専攻 (修士課程 )設置認可

大東文化大学附属青桐幼稚園設置認可

4月   文学部教育学科開講

外国語学部中国語学科。英語学科開講

大学院文学研究科日本文学専攻 (博士課程 )開講

大学院経済学研究科経済学専攻 (修士課程 )開講

大東文化大学附属青桐幼稚園開園

昭和 48(1973)年 2月   法学部法律学科設置認可

4月   法学部法律学科開講

10月   板橋校舎に50周年記念館を竣工

昭和 49(1974)年 3月   板橋校舎第二校舎を高島平9丁目に竣工

4月   大東医学技術専門学校を第二校舎に移転

大東文化大学附属盈進幼稚園を改組し、大東文化大学附属第二青桐幼稚園設置

昭和50(1975)年 4月   大東文化大学附属第二青桐幼稚園を大東文化大学附属盈進幼稚園と名称変更

5月   1嬬恋セミナーハウスを群馬県吾妻郡嬬恋村に竣工開設

昭和51(1976)年 12月   大東文化会館を板橋区徳丸 2丁目に竣工開設

昭和 52(1977)年 3月   大学院法学研究科法律学専攻 (修士課程 )設置認可

4月   大学院法学研究科法律学専攻 (修士課程)開講

7月   大東文化大学附属盈進高等学校、大東文化大学附属盈進中学校、大東文化大学盈進小学校、

大東文化大学盈進幼稚園の設置者変更 (分離 )認可 学校法人盈進学園に移行

12月   別科日本語研修課程設置届出受理

文学専攻科日本文学専攻。中国文学専攻、経済学専攻科経済学専攻設置届出受理

昭和53(1978)年 3月   大学院経済学研究科経済学専攻 (博士課程後期 )設置認可

大学院文学研究科英文学専攻 (修土課程 )設置認可

4月   大学院経済学研究科経済学専攻 (博士課程後期)開講

大学院文学研究科英文学専攻 (修士課程)開講

別科日本語研修課程開講

心は放て大地間、まなこはさらせ世の移 り
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大東文化大学80年の軌跡

昭和 53(1978)年 4月    文学専攻科日本文学専攻。中国文学専攻、経済学専攻科経済学専攻開講

12月    大東医学技術専門学校女子寮を高島平 9丁目に竣エ

昭和55(1980)年 5月   板橋校舎研究管理棟竣エ

昭和58(1983)年 7月    東松山校舎開発造成工事起工

昭和 60(1985)年 4月    大東医学技術専門学校柔道整復科二年制から三年制へ移行

12月   国際関係学部国際関係学科。国際文化学科設置認可

昭和61(1986)年 4月   国際関係学部国際関係学科。国際文化学科開講

昭和 63(1988)年 3月    東松山校舎建設および開発造成工事竣工

昭和63(1988)年 4月   板橋校舎新 1号館建築起正式

平成元 (1989)年  3月    板橋校舎 1号館竣工

12月   法学部政治学科設置認可

平成 2(1990)年 4月   法学部政治学科開講

12月   文学専攻科教育学専攻設置届出受理

平成 3(1991)年 4月   大学院法学研究科法律学専攻 (博士課程後期)開講

文学専攻科教育学専攻開講

平成 4(1992)年 12月   夕1国語学部日本語学科設置認可

平成 5(1993)年  4月 1日  夕1国語学部日本語学科開講

外国語学部中国語学科恒常的定員減 (200→ 180)実施

外国語学部英語学科恒常的定員減 (300-270)実 施

大学院経済学研究科経営学専攻 (修士課程 )開講

別科日本語研修課程を東松山校舎に位置変更し開講

8月 17日 大東文化大学附属青桐幼稚園恒常的定員減 (400-300)申 請

9月 22日 大東文化大学附属青桐幼稚園恒常的定員減認可

11月 30日 大学院法学研究科政治学専攻 (修士課程 )設置認可申請

平成 6(1994)年  3月 16日 大学院法学研究科政治学専攻 (修士課程 )設置認可

4月 1日  大学院法学研究科政治学専攻 (修士課程 )開講

6月 27日 長野県菅平セミナーハウス竣エ

11月 30日 大学院経済学研究科経営学専攻 (博士課程後期 )設置認可申請

12月 19日 東松山校舎ボクシング場竣エ

平成 7(1995)年  3月 16日 大学院経済学研究科経営学専攻 (博士課程後期 )設置認可

4月 1日  大学院経済学研究科経営学専攻 (博士課程後期)開講

5月 22日 大東文化大学第一高等学校新校舎竣工

6月 30日 大学院法学研究科政治学専攻 (博士課程後期 )設置認可申請

12月 22日 大学院法学研究科政治学専攻 (博士課程後期 )設置認可

平成 8(1996)年 4月 1日  大学院法学研究科政治学専攻 (博士課程後期)開講

博物館学芸員の資格取得のための課程開講

平成 9(1997)年 3月 18日 大東文化大学第一高等学校部室棟竣工

9月 2日  陸上競技部合宿所を東松山市西本宿に竣工
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平成 10(1998)年 4月 7日  図書館書庫棟を高島平 1丁目に竣エ

6月 30日 大東文化大学大学院アジア地域研究科アジア地域研究専攻 (修士課程 )設置認可申請

大東文化大学大学院外国語学研究科中国語学専攻、英語学専攻、日本語学専攻 (修士課程)設置認可申請

8月 5日  大東文化大学附属青桐幼稚園恒常的定員減 (300→ 200)申請

10月 14日 大東文化大学附属青桐幼稚園恒常的定員減認可

12月 22日 大東文化大学大学院アジア地域研究科アジア地域研究専攻 (修士課程)設置認可

大東文化大学大学院外国語学研究科中国語学専攻、英語学専攻、日本語学専攻 (修士課程 )設置認可

平成 11(1999)年  1月 30日 長野 県管平セミナーハウスシャワー棟 (増築 )竣工

2月 20日 大東文化大学東洋研究所徳丸研究棟を徳丸 2丁目に竣工

4月 1日  大東文化大学附属青桐幼稚園恒常的定員減実施

大東文化大学大学院アジア地域研究科アジア地域研究専攻 (修士課程)開講

大東文化大学大学院外国語学研究科中国語学専攻、英語学専攻、日本語学専攻 (修士課程 )開講

4月 15日 インターナショナルハウスを高島平 1丁目に取得

4月 30日 大東文化大学経営学部(経営学科・企業システム学科 )設置認可申請

5月 31日 ラグビー部合宿所を東松山市岩殿に竣工

7月 31日 大東文化大学文学部書道学科設置認可申請

9月 30日 大東文化大学環境創造学部環境創造学科設置認可申請

10月 22日 大東文化大学文学部書道学科設置認可

12月 22日 大東文化大学経営学部 (経営学科・企業システム学科 )設置認可

平成 12(2000)年  4月 1日  大東文化大学経営学部 (経営学科・企業システム学科 )開講

大東文化大学文学部書道学科開講

7月 26日 大東文化大学経済学部経済学科の名称変更について届出《社会経済学科申請》

7月 31日 大東文化大学 (臨時的定員の恒常定員化)申請

大東文化大学経済学部現代経済学科設置認可申請

10月 26日 大東文化大学経済学部現代経済学科設置認可

12月 21日 大学院アジア地域研究科アジア地域研究専攻 (博士課程後期)設置認可

大東文化大学環境創造学部環境創造学科設置認可

平成 13(2001)年  4月 1日 大東文化大学環境創造学部環境創造学科開講

大東文化大学経済学部 (社会経済学科。現代経済学科)開講

大学院アジア地域研究科アジア地域研究専攻 (博士課程後期)開講

10月   板橋キャンパスマスタープラン及び基本計画策定

平成 14(2002)年  8月 8日  板橋キャンパス第 I期工事起工式

8月 31日 大東医学技術専門学校施術所竣工

平成 15(2003)年  4月 1日  大学院経営学研究科経営学専攻 (博士課程前期・後期)開講

大学院文学研究科書道学専攻修士課程開講

8月   板橋キャンパス第 I期工事竣エ

11月 7日 創立 80周年記念式典祝賀会 (予定 )

心は放て大地間、まなこはさらせ世の移り
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学部・学科組織表 平成15(2003)年 5月 1日現在

学校法人 大束文化学園

大東文化大学

日本文学科 中国文学科 英米文学科 教育学科 :iF道学科

中国語学科 英語学科 日本語学科

社会経済学科

経常学科 企業システム学科

法律学科 政治学科

国際関係学科 国際文化学科

環境創造学科

学部

日本文学専攻 中国文学専攻 教育学専攻

経済学専攻

日本文学専攻 中国学専攻 英文学専攻
(修士課程 )

書道学専攻
(修士課程 )

経済学専攻

法律学専攻

中国語学専攻
(修士課程 )

英語学専攻
(修士課程 )

日本語学専攻

アジア地域研究専攻
(博士課程前期・後期 )

経営学専攻

図書館 (板橋 )・ 六十周年記念図書館 (東松 山 )

東洋研究所・書道研究所・法学研究所 。語学教育研究所・経営研究所・

経済研究所 。人文科学研究所・現代アジア研究所・国際比較政治研究所

学園総合情報センター・体育センター・

エクステンションセンター。国際交流センター

付属機関

柔道整復科

臨床検査科

124=人 束文化大学創 立80周 年誌

文学部

外国語学部

経済学部

経営学部

法学部

国際関係学部

環境創造学部

文学専攻科

経済学専攻科

専攻科

文学研究科

経済学研究科

法学研究科

外国語学研究科

アジア地域研究科

経営学研究科

大学院

別科 日本語研修課程

図書館

研究所

センター

大東文化大学附属青桐幼稚園

大東文化大学第一高等学校

大東医学技術専門学校



平成15(2003)年 5月 1日現在

企画調査課

東松山就職課理
事
会

大東医学技術専門学校

ジヾく

|    は臨時的部署

(東松山分室 )

秘書係

庶務係

文書係

人事係

給与係

福利厚生係

財務係

会計係

管理営繕係

調達係

管財係

庶務係

会計係

管理係

調達係

施設設備営繕係

学生生活係

学生厚生係

学生生活係

学生厚生係

大学院係

庶務係

受入係

整理係

遂次刊行物係

閲覧係

庶務係

受入係

整理係

遂次刊行物係

閲覧係

(東松山分室 )

(東松山分室 )

(東松山分室 )

(東松山分室 )

心は放て天地間、まなこはさらせ世の移り
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大
学

エクステンションセンター



土地・建物の面積 平成15(2003)年 5月 1日現在

区 分 土地 (M) 建物 (ポ )   備考 (カッコ内は借用土地建物で外数)

合計
361,347.71

(57,096.10)

144,264.84

(556.22)

大学 大学計 330,014.18

(57,096.10)

128,920.87

板橋校舎計 21,367.00

291,492.30

(2,635.10)

42,389.78

東松山校舎計 76,773.42

計 225,152.30 107,451.48

校舎等 板橋校舎

東松山校舎

21,367.00

203,785.30

42,389.78

65,061.70

計 87,707.00

(2,635.10)

11,711.72   正代グランド含む

運動施設 板橋校舎

東松山校舎

0.00

87,707.00

(2,635.10)

0.00

11,711.72

計 17,154.88

(54,461.00)

9,757.67

(556.22)

嬬恋セミナーハウス (s3,438.00)

菅平セミナーハウス 10,151.00

大東文化会館 1,318.99

3,208.87

1,149.04

1,373.88

その他
図書館書庫棟

徳丸研究棟

746.00

455.40

1,437.34

792.37

インターナショナル・ハウス  153.00 262.20

徳丸校地

高坂校地

876.03 0.00   バス駐機場
1,862.00 0.00   バスタ~ミナル

陸上競技都合宿所

ラグビー部合宿所

六の橋借用施設

853.46

(1,023.00)

965.46

(556.22)

739.00 568.51

第一高等学校 高校計 22,518.65 9,471.24

校舎等 3,208.00

19,310.65

0.00

9,053.91

運動施設 417.33

0.00その他

幼稚園 幼稚園計 1,772.00 936.64

園舎等 849.00 936.64

運動施設 923.00 0.00

医学技術専門学校 医専計 5,494.00 4,936.09

校舎等 1,370.96

3,014.57

3,406.82

0.00運動施設

その他 1,108.47 1,529.27

その他 その他計 1,548.88 0.00

鳩山町用地 566.00

611.88

0.00

0.00東松山市南新井用地

第一板橋区高島平用地

第二板橋区高島平用地

233.00 0.00

12()■ 人 東文化大学創 立80周 年誌

138.00 0.00



学生数一覧 平成15(2003)年 5月 1日現在

<学部>

所属学部学科
1年

総計
男   女

文学部 日本文学科 169  159  328 1,328

文学部 中国文学科 101    91   192 754

文学部 英米文学科 68   87  155 664

文学部 教育学科 58   83  141 607

文学部 書道学科 16   47   63 232

経済学部 経済学科 736

経済学部経営学科 41

経済学部 社会経済学科   247  27 274 869

経済学部 現代経済学科   168  17 185 549

外国語学部 中国語学科   87  79 166 632

外国語学部英語学科 90  159  249 986

外国語学部 日本語学科   20  43  63 247

法学部 法律学科 222   56  278 1,351

法学部 政治学科 185   45  230 866

国際関係学部国際関係学科 66  57 123 525

国際関係学部 国際文化学科 56  71 127 534

経営学部 経営学科 226   61   287 1,113

経営学部企業システム学科 175  44 219 770

環境創造学部環境創造学科 123  63 186 540

学部合計 2,077 1,1891 3,266 13,344

<大学院>

博士課程前期・修士課程
1年 計

総計
男   女

文学研究科 16   10   26 45

経済学研究科 8    9   17 40

外国語学研究科 10   9   19 56

法学研究科 5    3    8 26

アジア地域研究科 4    2    6 33

経営学研究科 8    1     9 9

計 51    34   85 209

博士課程後期
年 計

総計
男 女

文学研究科 6 27

経済学研究科 1     1     2 14

法学研究科 1     0     1 10

アジア地域研究科 17

経営学研究科 3    0    3 3

71

2年 計

男   女
3年 計

男 女

4年 計

男   女

174  158  332 140  166  306 193  169  362

91    93  184 69  107  176 97  105  202

77  110  187 74   80  154 86   82  168

57   90  147 66  106  172 62   85  147

9   50   59 14   47   61 13   36   49

4    2    6 653   77  730

37    4   41

284   33  317 254   24  278

163   17  180 170   14  184

61    96  157 67   76  143 80   86  166

80  162  242 83 144  227 118  150  268

17   51    68 13   40   53 18   45   63

339   85  424 236   94  330 252   67  319

200   51   251 161    37  198 154   33  187

93   47  140 81    50  131 76   55  131

58   79  137 42   94  136 50   84  134

238   74  312 210   67  277 191    46  237

169   48  217 121    48  169 136   29  165

124   58  182 125   47  172

2,234 1,302 3,536 1,930 1,243 3,173 2,216 1,153 3,369

2年 計

男 女

10    9   19

14     9   23

15    22   37

16   2  18

17    10   27

72    52  124

2年 計

男 女

3年 計

男   女

2    1    3 12   6   18

1     1     2 6     4    10

2    1    3 5    1     6

3    1    4 4    2    6

8     4    12 27   13   40計 13   6  19

心は放て大地間、まなこはさらせ !lLの 移り ● 127
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台
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韓
国

中
国

学部     1`「  男  37  4   1   l   o  o  o   l   o  0  1   o  0   1   0   0   0  0  0  0  46

女  53  6   1   0  0  0  0  0   0  0  0  0  0   0  0   0   0  0  0  0  60

日+  90 10   2   1   o   o  o   1   0  0   1   o   0   1   0   0   0  0  0  0 106

2年  男   133  1   1   0   0   0  0   2   o  0   0   o   0   0  0   0   0  0  0  0  37

女  49  2   4   0   1   0   0   0   0  0   0   0   0   0  0   0   0  0  0  0  56

日+  132  3   5   0   1   0  0   2   o  0   0   o   0   0  0,   0   0  0  0  0  93

3年 男 12 1 1 1 l o o l o 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0 17

女   28  6   1   o   o   o  o   o   o  0   0   o   0   0  0   0   0  0  0  0  35

言+  40  7   2   1   l   o  o   l   o  O.   O   o   0   0  0   0   0  0  0  0  52

41F 多弓  15  2   3   1   2  1   2  o   o  o  O  o  0   0  0   0   0  0  0  0  26

女   19  3   o   o   o  o  o  o   o  o  O  o  0   0  0   o   o  0  0  0  22

日+  34  5   3   1   2   1   2   o   o  o   O  o   0   0  0   0   0  0  0  0  48

′」ヾ討
‐
 男  97  8   6   3   3   1   2   4   0  0   1   o   0   1   0   0   0  0  0  0 126

女  149 17   6   0   1   0  0   0   0  0   0   0   0   0  0   0   0  0  0  0 173

言+ 246 25  12   3   4   1   2   4   o  o   l   o   o   1   0   o   0  0  0  0 299

大学院修士(博士前期):調1  22  1   o  o   o  o  o  0   0  0  0  o  0   0  0   0   0  0  0  0  23

女   30  3   2   0   3   0  0   0   1   1   0   1   1   0  1   0   1   0  0  0  `44

目+  52  4   2  0   3  0  0  0   1   1   0  1   1   0  1   0   1   0  0  0  67

(博士後期)男   4  4   2  0  0  0  0  0  1  0  0  0  0  0  0  2  0  0  0  0 13

女 7130000000010000000012

日+  11   5   5  0  0  0  0   0   1   0  0  1   0   0  01   2   0  0  (0  0  25

別科 男 17100000010000000000019

女  6 o o o o o o o o o O o 0 0 0 o o o 0 0 6

言+  23  1   0  0   0  0  0  0   1   0  0  0  0   0  0   0   0,  0  0  0  25

交換留学生 男  o o o o o o o 0 0 0 1 o 1 0 0 0 0 0 0 1 3

女  1 l o o o o o o o o O o o 0 0 o 0 0 1 0 3

計 1 l o o o o o o o o l o 1 0 0 0 0 0 1 1 6

科目等履修生 男  2 2 o o o o o 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5

女 0 5 o o o o o o o o 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6

計 2700000000020000000011

大学院研修生  男   27  1   o   o   o   o  o   0   0  0   0   o   0   0  0   0   0  0  0  0  28

女   24  3   o   o   l   o  o   0   0  0   0   1   0   0  0   0   0  0  0  0  29

言+  51   4   0  o   1   0  o  0   0  0  0  1   0   0  0   0   0  0  0  0  57

大学院委託研修生 男l  o  o  o  o  o  o  o  o  o  o  O  o  0  0  0  o  o  1  0 0  1

女  o o o o o o o o o o o O o o o o o o o o 0

計 o o o o o o o o o o o o o O o o o 1 0 0 1

合計 男  169 17   8   3   3   1   2   4   2   0   2   1   1   1   0   2   0   1   1   0 218

女  217 30  11   0   5   0  0   0   1   1   0   4   1   0  1   0   1   0  0  1 273

昌+ 386 47  19   3   8   1   2   4   3  1   2   5   2   1   1   2   1   1   1   1 491

128=人 東 文化大学創立 80周 年誌
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●歴代総長

大正12(1923)年 9月 から
大正14(1925)年 2月まで

●歴代理事長

昭和20(1945)年 12月 から
昭和22(1947)年 11月 29日 (2年0カ月)

●歴代学長

初代総長
平 沼 膜 一 郎   

初代理事長
鵜 沢 総 明

第2代総長井上哲次郎   第2代理事長土屋 久泰 第2代学長平島 敏夫
大正14(1925)年 2月 から
大正15(1926)年 10月 まで

昭和23(1948)年 3月 10日 から
昭和29(1954)年 12月 (6年 9カ月)

昭和33(1958)年 4月 1日から
昭和37(1962)年 11月 30日 (4年 8カ月)

第3代絡長
大 島 健 一

第3代理事長尾張真之介   第3代学長南条 徳男
大正 15(1926)年 10月 から
昭和 2(1927)年 6月 まで

昭和29(1903)年 12月 1日 から
昭和36(1961)年 6月 30日 (6年 6カ月)

昭和37(1962)年 11月 30日 から
昭和44(1969)年 3月 31日 (6年 4カ月)

第4代・5代総長鵜沢 総明 第4代理事長南条 徳男
昭和36(1961)年 7月 1日から
昭和44(1969)年 5月 14日 (7年 10カ 月)

第4代学長佐伯 梅友
昭和44(1969)年 4月 1日から
昭和50(1975)年 3月 31日 (6年 0カ月)

昭和2(1927)年 6月 から
昭和3(1928)年 12月 まで

第6代総長
大 津 淳 一 郎   

第5代理事長
金 子  昇 第5代学長池田 末利

昭和3(1928)年 12月 から
昭和7(1932)年 1月 まで

昭和44(1969)年5月 14日 から
昭和54(1979)年 7月 20日 (10年 2カ月)

昭和50(1975)年 4月 1日 から
昭和58(1983)年 3月 31日 (9年0カ月)

歴代総長・歴代理事長・歴代学長 平成15(2003)年 7月 1日現在

第7代総長加藤政之助   第6代理事長時枝 満康 第6代学長清原 道壽
昭和7(1932)年 1月 から
昭和13(1938)年 2月まで

昭和54(1979)年 7月 20日 から
昭和56(1981)年 3月 31日 (1年 8カ月)

昭和58(1983)年 4月 1日から
昭和59(1984)年 3月 31日 (1年0カ月)

第8代・10代総長松平 頼寿 第7代理事長鈴木 則幸
昭和66(1981)年 4月 1日から
昭和58(1983)年 4月 5日 (2年 0カ月)

第7代学長
香 坂 順 一

昭和59(1984)年 4月 1日 から
昭和62(1987)年 3月 31日 (3年 0カ月)

昭和13(1938)年 2月 から
昭和15(1940)年 3月 まで

昭和18(1943)年 8月 から
昭和18(1943)年 9月 まで 第8代理事長大西 経信 第8代学長杉本 良吉

第9代・12代総長鵜沢 総明
昭和15(1940)年 12月 から

昭和18(1943)年 8月 まで

昭和21(1946)年 9月 から
昭和23(1948)年 3月 まで

昭和58(1983)年 4月 6日 から
昭和60(1985)年 6月 29日 (2年 3カ月)

昭和62(1987)年 4月 1日から
平成2(1990)年 3月 31日 (3年 0カ月)

第9代理事長
下 田 博 一

第9代学長穂積 重行
昭和60(1985)年 6月 30日 から
昭和63(1988)年 7月 7日 (3年 0カ月)

平成2(1990)年 4月 1日から

平成5(1993)年 3月 31日 (3年0カ月)

第11代総長酒井 忠正
昭和18(1943)年 9月 から

昭和20(1945)年 12月 まで

第10代理事長
鎌 形  剛 第10代学長佐藤 定幸
昭和63(1988)年 7月 7日から

平成元 (1989)年 5月 17日 (0年 10カ 月)
平成5(1993)年 4月 1日から

平成8(1996)年 3月 31日 (3年 0カ月)

第13代総長藤塚 秀『
昭和23(1948)1年 3月 から

昭和23(1948)年 12月 まで

第11代理事長鈴木 武夫 第11代学長諏訪 義英
平成元 (1989)年 5月 24日 から
平成9(1997)年 1月 29日 (7年8カ月)

平成8(1996)年 4月 1日から

平成11(1999)年 3月 31日 (3年 0カ月)

第14代総長土屋 久泰
昭和23(1948)年 12月 から
昭和24(1949)年 3月まで

第12代理事長田村 房夫 第12代学長須藤 敏昭
平成9(1997)年 1月 30日 から

平成9(1997)年 6月 29日 (0年 5カ月)

平成11(1999)年 4月 1日 から
現在に至る

第13代理事長諏訪 義英
平成9(1997)年 6月 30日 から

平成10(1998)年 7月 1日 (1年 0カ月)

第14代理事長竹内 哲夫
平成10(1998)年 7月 2日 から

現在に至る

心は放て大地間、まなこはさらせ世の移り
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初代学長土屋 久泰
昭和24(1949)1年 5月 1日 から

昭和33(1958)年 3月 31日 (9年 0カ月)



高大連携・多様なカリキュラム・国際理解教育で

特色ある学校づくり 積極的に推進

秩父宮ラグビー場で応援。
平成14(2002)年 11月

新校舎の完成と共学への転換

平成4(1992)年、第一高校は狭い校地と古くな

った校舎という不十分な教育施設の中、創立30周

年を迎えました。当時、本校教育の発展のためには、

抜本的な教育環境の整備が不可欠でした。そして、

平成7(1995)年 5月末、パステルカラーの4階建て

の新校舎が完成しました。耐震性と最新設備を整

えた近代的な校舎は、急速に進む国際化と情報化

社会を見据えた、都市型校舎のモデルとして注目さ

れました。さらに同年、33年間続いた男子校に終止

符を打ち、男女共学に転換。創立以来培ってきた

固有の伝統と校風を、現代社会が求める男女共生

の理念と融合させ、新しい大学付設高校としてスタ

ートを切りました。

多様な進路保障を目指す

経済環境と社会情勢が急変する中、生徒の将

来の職業観や志望進路も多様化してきました。この

傾向は、共学へ移行後さらに顕著となり、カリキュラ

ムに選択科目を数多く設け、平成13(2001)年 度2

学年より3類型 (大東文化大学への推薦入学を中

心とした一般文系クラス、文系他大学受験クラス、

理系進学クラス)の学級編成を開始しました。また、

平成9(1997)年 度から、授業に“シラバス"方式を

導入する一方で、課外補習を強化。指定校推薦制

度の拡大もあって、本校の進学実績は年々高まって

きています。

高大連携の具体化

本校の特色づくりを推進する 11で、「高大連携」
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の具体化は、大きな課題の一つです。大学教員に

よる学部・学科紹介や特別講座 (3学年大東文化

大進学者対象)や、全校生徒による東松山校舎見学・

模擬授業受講のほか、平成13(2001)年 度から大

学で開講した「板橋環境創造講座」を本校生徒が

履修 (単位認定)するなど、大学・高校間の教育の

連携を推進しています。

国際交流・国際理解教育の推進

平成元 (1989)年 Avondale College(ニ ュージ

ーランド・オークランド市 )との定期交流を皮切りに、

本校の国際理解教育は飛躍的に前進しました。平

成6(1994)年に中国へ修学旅行を開始、翌年には

定期交流をアメリカのTimpview High Sch001(ユ

タ州)へと広げました。また、平成11(1999)年 10月、

北京市回民学校と友好姉妹校関係を締結する一方、

ニュージーランドおよびアメリカの姉妹校と協定を結

び、平成12(2000)年 4月より長期交換留学制度を

開始しました。

活躍する部活動

近年、全国的に高校生のラグビー離れ傾向があ

りますが、本校ラグビー部はこの10年間で全国大会

に4回出場、平成14(2002)年夏にはニュージーラ

ンドに遠征するなど、都内ではトップ校に位置づけら

れています。また陸上部は、都内高校の中で駅伝

有力校として毎年関東大会に出場、平成13(2001)

年度に2年生がインターハイに駒を進め、都道府県

対抗駅伝や北京市友好駅伝にも選抜出場しました。

さらに、平成14(2002)年フェンシング部が16年ぶり

に東京都で団体優勝し、インターハイ出場を果たし

ました。

一方、文化活動は共学化以降、年々盛んになっ

ています。文化祭での芸術発表や合唱コンクールな

ど生徒の多彩な活動や表現が見られ、課外クラブ

活動においても、全国水準にある書道部や弁論部

の活躍のほか、特に吹奏楽部は定期演奏会や各

種コンクールヘの出場、地域での演奏活動、他校と

のジョイント・コンサートなど積極的に活動しています。
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大東文化大学附属青桐幼稚園

漢字による幼児教育を実践する
ユニークな幼稚園として全国 に矢口らオしる

`｀″:'

ヽ

文政幼稚園から青桐幼稚園ヘ

大東文化大学附属の幼稚園は、昭和26(1951)

年豊島区池袋3丁 目に「文政幼稚園」として大学

内に設置されたことがありました。その後、池袋から

板橋区西台 (現高島平)へ大学が移転しました。

高度経済成長により不足する住宅を供給するため、

高島平に大規模な住宅団地が造成されました。こ

れに伴い同地で幼稚園が不足し、板橋区からの要

請を受けた本学は、高島平団地に隣接する高島平

昭和47(1972)年「大東文化大学
附属青桐幼稚園」を設置

3丁目に、昭和47(1972)

年「大東文化大学

附属青桐幼稚

園」を設置しました。

このとき大学では、

新たに外国語学部を設置

し、文学部、経済学部と合わせて、

人文・社会系の総合大学として歩み始

めていて、文学部に教育学科 (小学校・幼稚園教

諭養成)を増設し、大東文化大学のシンボルマーク

である「青桐」をとり、新しく生まれ変わった幼稚園

の名称としました。

昭和53(1978)年に就任した石井勲園長は、古

くから『三つ子の魂百まで』と言われてきたように、

幼児期に養われたあらゆる能力がその後の一生を

決定するという大脳生理学の理論に基づき、漢字

による独特の幼児教育法を提唱しました。石井氏は、

昭和48(1973)年 、アメリカのフィラデルフィアで開

催された『第6回人間能力開発世界会議』におい

て「人類の進歩に貢献する有益な研究」と認められ、

同会議で最も名誉ある金賞を授与されました。

漢字による幼児教育の実践は、本園の教育方針

の重要な柱の一つとして位置付けられ、またこの理

念は『幼少教育研究所』として結実し、全国の幼稚

園や保育施設などへの普及・啓蒙活動を展開し、

多くの実績をあげました。

近10年の歩み

開設当時は、4歳児クラスと5歳児クラスだけでし

たが、昭和63(1988)年 から地域の要望も多く、3

歳児保育を導入しました。知育、徳育、体育とバラン

スのとれた人格形成を主眼に教育を進め、一層の

教育効果をあげてきました。

平成13(2001)年 度からは、未就園児 (2歳児 )

対象の「つぼみ組教室」を週に1回、月に3回開い

ています。

心は放て大地間、まなこはさらせ世の移 り
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大東医学技術専門学校

質の高い医療技術者養成を目指し、

教育内容の改革に取り組む

臨床実習の教育を強化するため

大東接骨院を開院

時代の二…ズに即応して

日本の医療は、質・量ともに飛躍的な進歩・発展

を遂げてきました。一方、医療環境を取り巻く医療

制度や医療従事者の教育制度面でも、人間性の

向上や職種の多様化が図られてきました。今や社

会科学と自然科学 (医学)との境界線は、急速に融

合しつつあります。

専門的な技術と知識、そして高い倫理観を兼ね

備えた資質の高い人材の育成は、21世紀の医療

界において必然的な要請事項となってきています。

大東医学技術専門学校は、医療の高度化およ

び社会環境の変化、さらに地域社会からの要望に

的確に対応する必要があると考え、これまで本校で

培ってきた医療技術者養成の伝統をもとに、よリレ

ベルの高い臨床検査技師および柔道整復師養成

を目指してきました。

各学科のあらまし

本校は、柔道整復科 (定員60人・夜間3年課程)と、

臨床検査科 (定員80人・昼間3年課程)の 2科から

なります。

柔道整復科では、柔道整復師の資質向上を図

るため、平成13(2001)年 度から新カリキュラムを

導入したほか、平成14(2002)年 9月 18日に大東接

骨院を開院し、学生に対する臨床実習の教育を強

化しました。

臨床検査科では、平成13(2001)年度の新カリ

キュラム導入に加え、現在、「人間健康学部」(仮称)

の新設の検討が行われています。新設されることと

なれば臨床検査科は、この中で健康科学科として

生まれかわることになります。

「人間健康学部」は、従来の臨床検査科の域を

超え発展的に新たな社会の変革を把握し、既成概

念にとらわれることなく、社会科学と自然科学の融

合のもとに、新しい分野を確立しようとするものです。

検討されている新学部では、人間と自然との共生

を全円的環境規模で追究する能力を修得させ、社

会の変化に速やかに対応できる人材の育成を目的

としています。

臨床検査技師および柔道整復師養成を
目指す大東医学技術専門学校

平成14(2002)年 9月 18日に
開院した大東接骨院
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大東文化大学 父兄会・同窓会

●父兄会 ●同窓会

婢 度熾 え化解 n還蝕議員蝶 ト

平成13(2001)年に大東文化大学父兄会は、40周年を

迎えました。学園の創立50周年には、大東文化会館と嬬恋

セミナーハウスの建設を父兄会事業として行いました。毎

年夏休みには全国で支部総会が開催され、大学との意見

交換を行うなど、学生と教職員と父兄の間のパイプ役となっ

ています。箱根駅伝などスポーツ活動の応援も年中行事の

一つです。

大東文化学院高等科。本科卒業生900余人と新制大学

卒業生を合わせて、大東文化大学の同窓生は8万人を超

えました。

学園の50周年には50周年記念館建設のために、また、

10周年ごとの記念には会員から募金を募集して、学園に寄

附しています。毎年度始めには、同窓会総会を開き、在学

生の活動を支援する事業を推進しています。

東北地区 北海道支部 近畿地区 :重支部 北海道支部 石川支部 島根支部
青森支部 滋賀支部

岩手支部 京都支部
北海道南支部   福井支部 鳥取支部

秋田支部 奈良支部 青森支部 山梨支部 岡山支部

山形支部 和歌山支部 岩手支部 長野支部 広島支部
官城支部 大阪支部

福島支部 兵庫支部
官城支部 長野中南信支部  山口支部

関東地区 群馬支部 中国地区 鳥取支部 秋田支部 長野東信支部   徳島支部
茨城支部 島根支部 山形支部 岐阜支部 香川支部
栃木支部 岡山支部

埼玉支部 広島支部
福島支部 静岡支部 愛媛支部

東京支部 山口支部 茨城支部 静岡西部支部   高知支部
千葉支部 四国地区 香川支部 栃木支部 静岡東部支部   福岡支部
神奈川支部 徳島支部

山梨支部 高知支部
群馬支部 愛知支部 佐賀支部

中部地区 新潟支部 愛媛支部 群馬東毛支部   三重支部 長崎支部

富山支部 九州地区 福岡支部 埼玉支部 滋賀支部 熊本支部
長野支部 佐賀支部

静岡支部 長崎支部
千葉支部 京都支部 大分支部

岐阜支部 熊本支部 東京支部 大阪支部 宮崎支部

愛知支部 大分支部 神奈川支部 兵庫支部 鹿児島支部
石川支部 宮崎支部

鹿児島支部
新潟支部 奈良支部 沖縄支部

和歌山支部

tr.i.rL^9FE4
⑮

父兄会47支部 同窓会 53支部

福井支部

沖縄支部 富山支部

心は放 て大地間、まなこはさらせ世の移り
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編集後記

本学は、本年9月 20日をもって、創立80周年を迎えることとなるため、この創立80周年記

念事業の一環として、『大東文化大学80周年誌』を刊行することとなった。が、通史とし

ては、既に10年前に『大東文化七十年史』を刊行していることから、本格的な通史の作

成は創立loo周年記念事業に譲ることとした。本誌では、近10年間の本学の歩みに焦点

を当てることとし、かつ、100周年をも射程に入れた上で未発表資料の発掘・収録に力点

をおき、基本的にできるかぎリビジュアルを中心にしていく“目で見る大学史"を、という編

集方針が決定された。この編集方針に従って編まれ、今回お届けするものが本誌である。

但し、近10年間の本学の歩みに関しては、諸般の事情から「大東文化新聞」の記事を

中心にして収録すべき項目を取捨選択せざるを得なかったため、できる限りの努力はし

たが、思わぬ収録漏れを生じているかも知れない。より完成された『100年史』を目指すた

めにも、関係各位の忌憚のないご助言、ご叱正をお待ちする次第である。

なお、今回の編集作業の経験からするならば、『100年 史』作成のためには、少なくとも

3年程度の準備期間が必要であり、編纂室を設けて『100年史』の編纂に専念するスタッ

フを配置するなどの体制づくりを真剣に考える必要があるものと思われる。

最後に、本誌の刊行に際して、ご協力、ご支援を賜った方々に厚くお礼申し上げたい。

創立80周 年誌編集推進委員会委員長 吉 田 憲 夫

心は放て天地間、まなこはさらせ世の移り
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大東文化大学
創立80周年誌編集推進委員会

委員長 吉 田 憲 :夫 (経済学部教授・図書館長 )

旧委員長 添 [日 本田良『 (元常務理事 平成 15年 6月まで )

委員金丸

黒柳

小野
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心は放て天地間、
まなこはさらせ
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